A-Class 


取扱説明書 




Mercedes-Benz 


お客様へ 


このたびはメルセデス*ベンツをお買 
い上げいたださ、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 


-取扱説明書は、いつでも読めるよう 
に必ず車内に保管してください。 

-この取扱説日月書には、曰本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びあります。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 


-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 

-オーデイオに関しては、別冊の 
「Audio 2日取扱説明書」または「マ 
ルチフアンクシヨンコント□ーラー 
取扱説明書」をお読みください。 


-車を次のオーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をお渡しください。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークび付いています。 

-関連する内容び他のページにわあ 
る場合は、該当ぺージを ( 3 - 50 ) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に►を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 




表記と記載内容について 


A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず守ってし^たださた 
いことです。 

I 注意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず守っていたださたい 
I ことです。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
I ておいていたださたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守つてし" i たださたし" i ことを言己載し 
ています。 


環境保護について 


ダイムラー社では、大気巧染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をお使いになるとさはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

-急発進や急加速は避けてください。 

-エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,0日日回転 
のとさは約4,0日日回転）を超えな 
いよラに運転してください。 

. 不必要な荷物を載せたままにしな 
いで <ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


-長時間の停車時は、エンジンを停 
止してくださし、 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 


環境 


ダイムラー社は、 

資源を有効活用 

するため、 U サイクル部品を積極的 

に導入しています。 



警告 

A 


車両には警告ラベルび貼付され てい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避するための情報をはじ 
め、車を安全に使用するための情報 
び記されています。 

警告ラベルは絶対にはびさないでく 
ださい。 
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駐停車ずるとさ 

1-1 1 

雨降りや濃霧時の運転 
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オートマチック車の取り扱い 
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ち全のために 


ずる前に 


走行ずる前に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することび法律で養 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 


夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

•才ーバーヒートの予防策として、 
いつちより頻繁に冷却水量を点検 
してください。 


日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつもと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 



シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれ 
びあります。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合った 
わのを使用しないと、ペダル操作 
びでさな<なるおそれびあります。 
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車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 


ウオーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さし、 


ち全のために 


走巧ずる 


燃料の給油 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリンを 
使用してください。有鉛ガソリン 
や粗悪なガソリン、指定(がの燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用したり、添加剤などを 
混入すると、エンジンなどを損傷 
することびあります。 

• 目的地まで余裕をわって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださい。 

-燃料給油口には、純正品仪外の 
キヤップを使用しないでください。 


• セルフ式のガソリンスタンドなど 
で給油するとさは必ず(下の点を 
守り、安全に十分注意して作業を 
行なって<ださい。身体に静電気 
を帯びていると、放電による乂巧 
で燃料に引火したり、火傷をする 
おそれびあります。 

◊エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さい。 

0燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

〇給油作業をする人(外は燃料給 
油口に近付かないでください。 

◊給油作業をする人は、作業の 
前に金属部分に触れるなどし 
て身体の静電気を除去して< 
ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
たり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 
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安全のために 


走た!する刖に 

〇作業中は車内に戻らないでく 
ださい。帯電するおそれびあ 
ります。 

◊キャップの取りがし/取り付 
け （3-44) は確実に行ない、 
火気を近付けないよラにして 
ください。 

〇ガソリンび塗装面に付着しな 
いよラにま意してくださし^。 
塗装面を損傷するおそれびあ 
ります。 

0給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

〇給油び自動的に停止したら、 
それ(上は給油しないでくだ 
さい。燃料漏れのおそれや、 
エンジンび不調になったり停 
止するおそれびあります。 


◊手動で給油しているときは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆつくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびあります。 

〇気化した燃料を吸い込まないよ 
ラに注意してください。 

〇給油作業をする人外は燃料給 
油口に近付かないでください。 

〇ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さし、 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
吿などを積まないでください。万一 
のときに引火や爆発のおそれびあり 
ます。 


荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけラゲッジルーム 
に積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してくださし、 
固定でさていないと、急ブレーキ 
時などに荷物び放り出され、乗員 
びけびをするおそれびあります。 

• ラゲッジ ルームカバーの 上に荷物 
を置かないでください。急ブレー 
キ時などに荷物び放り出され、乗 
員びけびをするおそれびあります。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に 
必ずカノ（一をしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高 < 積み上げないで < ださい。 
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ち全のために 


子供を乗せるとき ■ 


子供を柔せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっているこ 
とを大人び確認してください。正 
しくシートベルトび着用でさない 
ルさな子供は、チャイルドセーフ 
ティシー トを使用してください。 

-乳児や子供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないでください。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と 
車の間に挟まれて重大なけびをす 
るおそれびあります。 


子供は後席に 

-子供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、子供の動さ 
び気になったり、子供び運転装置 
をさわるなど、運転の妨げになる 
ことびあります。 

• チャイルドセーフティシートは、 
必ず後席の左ちいずれかに取り付 
けてください。やむを得ず助手席 
に取り付けるとさは、車の進行方 
向に向けてチャイルドセーフティ 
シートを取り付け、助手席シート 
を最後部に移動してください。 

-子供を助手席に座らせるときは、 
シートを最後部にし、正しく座ら 
せてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれび 
あります。 


ルさな子供にはチヤイルドセーフテイ 
シート 

6歳未満の子供にはチヤイルドセーフ 
テイシート （2-16) を使用すること 
び法律で義務付けられています。 
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安全のために 


子供を乗せるとき 


子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人び開 
開してください。子供び操作する 
と、身体を挟んだり、けびをする 
おそれびあります。 

• U アドアのチャイルド プルーフ 
□ック （3-31) やドアウインドウ 
のセーフテイスイッチ （3-48) を 
活用して < ださい。 


ドアウインドウやパノラミックラメ 
ラールーフ*の開□部から身体を出さ 
ない 

子供びドアウインドウやパノラミック 
ラメラールーフの開口部から身体を出 
さないよラに注意してください。けび 
をするおそれびあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


車から離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることびあ 
ります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 
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ち全のために 


慣 S し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで「慣らし運転」すること 
をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することびでさます。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ン ルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生するわので、故障 
や異常ではありません。走行距離 
び増すと臭いはなくなります。 


最初の]，已日日 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,0日日回転のとさは 
約4,0日日回転）を超えないよラに 
運転してください。 

-エンジンに大さな負担のかかる運 
転は避けてください。 

• いつも一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

. キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

走行距離び1，己日日 km を超えたら、ェ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

てください。 


慣5し運転^ ■ 

知識 1 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後わ、慣らし運転を 
行なってくださし、 

• キックダウン： 走行中にアクセ 

ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低い変速比（ギア） 

に切り替わり、エンジンの回転 
数び上びって素早く加速しま 
す。これをキックダウンといい 
ます。 

• エンジンブレーキ： 走行中、 

アクセルペダルを戻したとさ 
に発生するエンジンの内部抵 
抗を利用した減速をエンジン 
ブレーキといいます。低い変 
速比（ギア）のとさほど効さ 
び強くなります。 





ち全のために 


■ I h I 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速するときは、タイヤを 
空転させないよラにおだやかにア 
クセルペダルを操作してください。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッション、駆動系 
部品を損傷するおそれびあります。 

-車間距離を十分に確保し、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避 
けて < ださい。 


横風び強いとき 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしつかりと 
握り、いつもより速度を下げて進路を 
保ってください。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクが過熱してブレーキの効さび 
悪くなるおそれびあります。 


知識 

エンジンブレーキ：走行中、ァク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低い変速比（ギア）のとさほ 
ど効さび強くなります。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキは効 
かせないで < ださい。 


自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用できますび、注意力び 
散漫になり事故の原因になるおそれび 
あります。安全な場所に停車してから 
使用してください。 
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ち全のために 


水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さが遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このときは、後続車に 
注意しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効さび回復するまでブレーキペダル 
を数回軽く踏んでください。 


スタック（立ち往生）したとき 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故が起さたり、 
トランスミッションを損傷するお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出すると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびラと効果的です。 


走行ずるとき ■ 

道路冠水や車び水沒したとさ 1 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約2已 cm 
です。 

-波び立たないよラな速度で走行し 
てください。 

-豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはミ夫してエ 
ンジンを始動しないでください。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷を与えるお 
それびあります。 

. 車び水没した場合は、水び引いた 
あとでちエンジンを始動せずに、 

指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 
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ち全のために 


走行中に異常を感じた5 


走巧中に異常を感じたら 


警告 I 灯び点なしたときやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとさ 

ただちに安全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消なしないとさは、指定 
サービスエ場に連絡してください。そ 
のまま走行を続けると、事故を起こ 
したり、車に重大な損傷を与えるお 
それびあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとき 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
い。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとさは、運転を中止して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こすおそれびあります。 


走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車してください。急 ブレーキ や急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 





ち全のために 


駐停車ずるとを 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやすいものがある場所には駐停 
車しないでください。 

-同乗者びドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転者び確認 
してください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度が非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をするおそれ 
びあります。 

-炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車した後は、乗車する 
前に換気をするなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 

. 自動洗車機を利用するとさは、ルー 
フアンテナ、またはアダプターを取 
り外してください（8-31)。 

-天井高の低い駐車場などを利用す 
るときはルーフアンテナを後方に 
倒して < ださい。 

• フ□ントウインドウやボンネット 
の周囲に枯れ葉や異物びある場合 
は必ず取り除いてください。車両 
下部の排水口び目詰まりを起こし、 
車内に水び侵入するおそれびあり 
ます。 


雪び降つているとさは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 


駐停車ずるとを ■ 

急な坂道では 1 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 

さらに輪止めをしてください。 


假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して火 
災の原因になるおそれびあります。 


後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 
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ち全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の運お 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 
るとさは、路面び濡れて滑りやすく視 
界わ悪くなります。(下の点に注意し、 
いつわより慎重に運転してください。 

-路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離わ長くなります。 

また、見通しび悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつもより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保してください。 

-濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


-路面び濡れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないでく 
ださい。 

-水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行した後は、ブレーキの効さび 
悪くなることびあります。このと 
さは、後続車にま意しなびら低速 
で走行し、ブレーキの効さび回復 
するまでブレーキペダルを数回軽 
く踏んでください。 

-安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッ ガーを作動させてください。 
またはエアコンディショナーを作 
動させて車内を除湿してください。 


. 雨降りや濃霧時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプ*を点なし 
てくださし" i。 ただし、ヘッドラン 
プを上向きにすると、雨や濃霧に 
反射して視界を損なったり、対向 
車を眩惑するので、下向さで点灯 
してください。 

-濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 
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オートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」わあわせてお読み<ださい 

(己-11)。 


オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかってい 
るとき、セレクターレバーび la 、tst 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低い変速比（ギア）に切り替わり、 
エンジンの回転数び上びって素早<加 
速します。これをキックダウンといい 
ます。 


ち全のために 


オートマチック車の取り扱い 


エンジンの始動前 

-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

-ブレーキ ペダルを踏み込み、踏み 
しろや踏み込んだとさにペダルび 
一定のところで止まることを確認 
してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入っている 
ことを確認し、ブレーキペダルを確実 
に踏んでエンジンを始動します。ァク 
セルペダルを踏む必要はありません。 


発進 

• エンジンび適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認して 
ください。 

• セレクターレバーを1〇、13に入 
れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するときは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動さ出すのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進してください。 
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ち全のために 


オートマチック車の取り扱い 
走行中 

• 走行中はセレクターレバーを Iffl 
に入れないでください。エンジン 
ブレーキびまった<効かないため 
事故につなびったり、トランス 
ミッシヨンを損傷するおそれびあ 
ります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレク 
ターレバーび走行位置に入ると、 
車び急発進して事故を起こすおそ 
れびあります。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車を、アクセルペダルを 
踏むことにより停止状態を保たな 
いでください。トランス S ツシヨ 
ンを損傷するおそれがあります。 

• 完全に停車する前に、セレクター 
レバーを la に入れないでくださ 
し、。トランスミッションを損傷す 
るおそれびあります。 


駐車 

-駐車時や車から離れるとさは、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、 
ノ くーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退したあとは、すぐにセレク 
ターレバ~を la かに戻すよう 
に/こ\がけてください。13に入つ 
ていることを忘れてアクセルぺダ 
ルを踏み込み、車び後退して事故 
を起こすおそれびあります。 
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ち全のために 


こんなことにちま意 


運転ずるとさの注意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転 
しないで < ださい。 

• ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発乂し 
たり爆発するおそれびあります。 

-ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働さをし、乂災び発生するおそれ 
びあります。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでな<、 
事故の原因になります。 

-定期交換部品などは純正品だけを 
使用し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してください。 

-燃料やオイルの添加剤などは一切 
使用しないで<ださい。故障の原 
因になることびあります。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外すときは、 
指定ヴービスエ場におたずねくだ 
さい。 


こんなことにもま意 

ナビゲーシヨンシステムは走行中に操 1 
作しない — 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最小限 
(約]秒じ(内）にとどめてください。 


さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりち早く行なラことび必要にな 
ります。 
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正しい運転姿勢 
シートベルト 
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チヤイルドセーフテイシート 2-16 
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安全装備 


■ || M I I ■ 



E しい運転姿勢 


シートベルトび バックレストは 
正しく着用でさるでさるだけ垂直 
にする 


へツドレストの中央び目の高さにあり、 
後頭部びへッドレストに接している 


ステアリングが 
楽に操作でさる 


ペダルび十分 I 
踏み込める 


正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にま意してシートを調整してくだ 
さい。 


A 


-運転席の乗員は必ず運転前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してくださし、。 
運転中に調整すると、車のコン 
卜□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあります。 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれびあります。 

• シートのバックレストを大きく 
後方に傾けた状態で走行しない 
で<ださい。急ブレーキ時や衝 
突時などに身体びシートベルト 
の下を抜けてベルトの力び腹部 
や首にかかり、致命的なけびを 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ上操作し 
ないで <ださい。 

-電動式シート装備車は、誤って 
シート調整スイッチに触れると 
シートび動さ、乗員びけびをす 
るおそれびあります。子供を乗 
せているとさは十分注意してく 
ださい。 

• 後席のバックレストび確実に固 
定されていること、および後席 
のシートクッションび確実に取 
り付けられていることを確認し 
てください。 


※シートの形状などは車種や仕様により異なります。 
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シートベルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員が受けるけびの被害を軽減させる 
柔員保護装置です。 

急ブレーキや衝撃などを感知すると 
シートベルトを□ックして乗員び 
シートから放り出されないよラに拘 
束します。 


シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことび必要です。 


シートベルトび首に当 
たったり、肩から外れ 
ないよラに高さを調節 
する 


肩の中央にかかっている 


腰骨のでさるだけ低い位置 
を通っている 


※シートの形状などは車種や仕様により異なります。 


安全装備 


シートべルト 



ねじれびない 


ベルトを急に引さ出して 
□ックすることを確認する 


バックルに正しく 
差し込まれている 
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安全装備 


/—卜べルト 


「ゾートべ J レトの這用 



① プレート 

② 解除ボタン 

③ バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっくり引さ出します。 

シートベルトび□ックして引き出せ 
ないときは、シートベルトを少し戻 
してから、ゆっ< り引さ出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認し、プレート①の先端をバ 
ックル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトび腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみがないよラに身体 
に密着させます。 

腰を通るベルトにゆるみがあると 
さは、肩を通るベルトを上方に引 
さ上げます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にかか 
つていることを確認します。 


シートベルトを外ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル 
③の解除ボタン③を押し、シート 
ベルトをゆつくり巻さ取らせます。 
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r 前席シートベルトの高さ調整 ] 

シートベルトび首にかかったり、肩か 
ら外れたりしないように高さを調整し 
ます。 

高さは已段階に調整でさます。 



① □ック解除ボタン 

② アンカー 
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シートべルト^ 

前席シートベルトの高さを調整ずる 

► 上げるときは、アンカー③を持ち 
そのまま巧し上げます。 2 

► 下げるときは□ック解除ボタン① "" 
を押しなびら下げます。 

調整後は確実に□ックしているこ 
とを確認してください。 
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ゾ—トヘルト 

警告 A 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用してください。シートべル 
卜を正しく着用していないと、 
急ブレーキ時や衝突時などに身 
体を車内に激しくぶつけたり、 
車外に放り出されて致命的なけ 
びをするおそれびあります。 


• シートベルトの機能び十分発揮 

でさるよラに、じ(下の点に注意 

して正しく着用してください。 

◊バックレストはできるだけ 
垂直の位置にしてください。 

〇コートなどの厚手の衣類は 
着用しないでください。 

〇シートに深く腰かけてくだ 
さい。 

〇肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でさず、衝突したとさなど 
に強い衝撃を受けます。 

〇腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけ低い位置にかけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強く圧迫 
されます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でさなくなります。 


01本のシートベルトを2人じ ( 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にバッグなどを 
挟み込まないでください。 

0シートベルトク U ップなどを 
使ってシートベルトにたるみ 
を付けないでください。 

◊子供が着用するときは、着用 
状態を運転者び確認して < だ 
さい。また、正しく着用でさ 
ない体格の子供は適切なチャ 
イルド セーフ テイ シー トを使 
用してください。 

〇子供を膝の上に乗せて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ 
持や衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけびを 
するおそれびあります。 

◊着用前に、シートベルトに 
損傷びないか確認して < だ 
さし、。 
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注意！ 

. シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために下の点 
に注意して < ださい。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

◊たばこの乂など、熱いもの 
を近付けない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊ペンや眼鏡など、巧類のポ 
ケットに入れたとびった物や 
こわれやすい物にかけない 

〇分解や改造などをしない 

-衝突後やシートベルトび大さな 
衝撃を受けたとさは、指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 

-純正部品(外のシートベルトは 
使用しないでください。 


• 妊娠中のちやけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

. シートベルトの強度び低下し、 
乗員保護機能び損なわれるので 
清掃するとさは下の点にま意 
してください。 

〇強い酸性やアルカリ性洗剤、 
有機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
曰光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


シート^^^ 


「ソートへ/レト了ソソ3ナー_ ] 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 2 

シートベルトを弓 I さ込み、シートベル — 
卜の効果を高める装置です。 

前席および左ち後席に装備されてい 
ます。 

シートベルトテンシヨナーは、エン 
ジンスイツチび2の位置のとさに作 
動します。 


「へ/レト^才——スリニッタ—— _ ] 

ベルトフ オース リミッターは シー トべ 
ルトに一定(上の荷重がかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
します。 

前席に装備されています。 
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ン—トベ)レト 
ま意！ 

• シートベルトテンシヨナーび作 
! 動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることびあります。 

. シートベルトに強く締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 

-バックル部分には作動の妨げに 
なるよラなものを置かなし"'でく 
ださい。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定ヴービスエ場 
' で新品と交換してください。 


知識 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
/こ X 配はありません。 

また、ぜんそ < などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こすおそれがありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアウインドウやドアを開 
さ換気を行なつてください。 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時に爆発音び聞こえますび、 
通常では聴力への影響はありま 
せん。 


• シートベルトテンシヨナーは、 
シートベルトびバックルに正し 
く差し込まれていないと作動し 
ない場合びあります。 


未作動のシートベルトテンショ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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シート^^^ 


走巧中のシートベルト警告 


r シートベルト警告'灯_ ] 

MM エンジンスイッチを2の位置に 
すると点灯し、数秒後に消灯します。 
点なしないとさは警告灯の異常ですの 
で、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
運転席または助手席の乗員びシートべ 
ルトを着用していないとさは、前席 
シートベルト警告灯び点灯します。 

I 知識 

助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、シートベルト警告巧び点な 
することびあります。 


シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用し 
ないでエンジンスイッチを2の位置に 
するかエンジンを始動すると、警告音 
び数秒間鳴り、シートベルトの着用を 
促します。 


走行速度が約2己 km / h じ(上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員び 2 
シートベルトを着用してし" i ないかシー — 
トベルトをバックルから外したとさ 
は、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約6日秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みます。 
ただしシートベルトを着用しないまま 
再び走行を始めて速度び約2已 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 
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エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置です。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着用び条件 
になります。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで乗員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、乗員への衝撃を分 
散*軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 

I 知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (乗員保護補助装置）の 
略です。 


r 運転席/助手席エアバッグ 



① 助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ くネル部 

② 運転席エアバッグ 
ステアリングパッド部 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散*軽減します。 

また、車び横転したとさわ運転席/ 
助手席エアバッグは作動することびあ 
ります。 


「サイドバッグ 



③サイドバッグ 

運転席/助手席シートのバックレス 
卜側面 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドバッグび作動 
し、上体への衝撃を分散*軽減します。 


運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとさに作動し 
ます。 
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ウインドウバッグ 



④ウインドウバッグ 

フ□ントピラーから IJ アピラー間の 
ルーフ ライニング部 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグび作 
動し、頭部などへの衝撃を分散•軽減 
します。 


SRS 


エアバッグシステム警告'灯 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、2の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消灯 


します。 


点灯しないとさは警告灯び故障してい 
ます。 


数秒後またはエンジン始動後に消灯し 
ないとさや、エンジンびかかっている 
に点灯したときはエアバッグシステム 
やシートベルトテンシヨナーなどの故 
障です。 

ただちに指定ヴービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


知識 

エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動したとさは、エアバッグ 2 
システム警告灯び点灯します。 — 
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SRS エァバッグ 

警告 A 


• エンジン始動後わエアバッグシ 
ステム警告なび点灯するときは、 
事故などの衝撃びあってわエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないことびありま 
す。また、不意に作動するおそ 
れわあります。すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• 運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだ 
け後部に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保してください。間 
隔び狭すざると、エアバッグが 
作動する衝撃でけびをするおそ 
れびあります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持ったり、身体をステアリ 
ングやダッシュボードにのせな 
いで <ださい。 


• ウインドウやピラーの周囲にア 
クセヴ U —などを取り付けない 
で < ださい。 

• アシストグリップやコートフッ 
クにかたい物や鋭利な物をかけ 
ないで <ださい。 

• ステアリングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、 U モコンなどを貼付 
したり、市販のカップホルダー 
やアクセサリーなどを取り付け 
ないで <ださい。 

• フ□ントシートには市販のシー 
トカバーを使用しないでくださ 
し、。ヴイドバッグの作動が妨げ 
られるおそれびあります。 

-エアバッグ収納部やその近<に 
物を置かないでください。 


• エアバッグ作動範囲と乗員との 
間に、ペットや荷物を置かない 
で < ださい。 

-ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

-ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

-衣類のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないで < ださい。 
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注意！ 

• エアバッグは高温のガスにより 
ふくらむため、すり傷や火傷、 
打撲などをすることびあります。 

• エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
でください。部品び熱くなって 
おり、火傷をするおそれびあり 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないで<ださい。誤作動でけ 
びをしたり、正しく作動しな 
くなります。 


知識 

-車の前方からの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席ェ 
アバツグは作動しないことびあ 
ります。 


• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、エアバッグや 
シー トベルト テンシヨ ナ ーび作 
動すると、ドアは自動的に解錠 
されます。 

• エアバッグび作動すると、エア 
バッグシステム警告なび点灯し 
ます。 

• エアバッグの作動時にわずかに 
白煙び発生することびあります 
び、乂災の/こ\配はありません。 
また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こすおそれびありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアやドアウインドウを開 
さ換気を行なつてください。 


SRS ェァバッグ 

-エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえますび、通常では聴 
力への影響はありません。 

• ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしわ一致しません。 

• 未作動のエアバッグを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼してください。 
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運転席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動ずるとき 


運転席/助手席エアバッグが作動し 
ないとさ 


正面衝突など車の前方左も 
約3□度(内の方向から強 
い 衝撃を受けた とさ 

を Aort® 的 OA® 




客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 



後ろから衝突されたとさ 
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運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとき 



トラックの下に潜り込ん 
だとさ 




サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動しない場合びあるとさ 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 




いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
があるとさ 



买い穴や溝に落ちたとさ 

較^ 



床 1 

y こ強い衝撃を受けたとさ 


I .....—.—— ’邮 —... —1 



横転したとさ 


-序 
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チヤイルドセーフティシート 


こヤイルドセーフテイシート 


シートベルトは身長]己日 cm じ(上の 
人び使用することを前提にしていま 
す。シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供などは、適切なチヤ 
イルドセーフティシートを使用して 
ください。 

チヤイルドセーフティシートの取り 
扱いや装着方法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
ください。 


A 


- 6歳未満の子供を乗せるときは、 
チャイルドセーフティシートを 
使用することび法律で義務付け 
られています。 

• 6歳(上の子供でち、シートべ 
ルトび正しく着用でさない子供 
は、チャイルドセーフティシー 
卜を使用してください。 

-身長]己日 cm 未満の子供はチャ 
イルドセーフティシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
さい。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのまま 
シートベルトを着用すると、首 
を締め付けたり、腹部を強<圧 
迫したりして致命的なけびをす 
るおそれびあります。 

• 子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフティシートを使用し、 
子供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 


• チャイルドセーフティシートは、 
後席に装着してください。 

-やむを得ず助手席に装着すると 
さは、前向さに装着し、助手席 
シートの位置をもっとも後ろに 
下げてください。 

• 後向きに装着するタイプのチャ 
イルドセーフティシートは助手 
席に装着しないでください。ま 
た、タイプにかかわらずチャイ 
ルドセーフティシートを後向き 
に装着しないでください。エア 
バッグび作動する衝撃で致命的 
なけびをするおそれびあります。 

• チャイルドセーフティシートび 
損傷しているとさは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したわのは子供を 
保護でさません。 
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チヤイルド セーフ テイシート ■ 


チャイルドセーフティシートを 
使用しないとさは、車から取り 
外すか、確実にシートに装着し 
て<ださい。急ブレーキ時など 
に、チャイルドセーフティシー 
卜び放り出されて乗員びけがを 
するおそれびあります。 

チャイルドセーフティシートの 
下にクッションなどを置かない 
でください。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に固定されな 
いおそれびあります。 

チャイルドセーフティシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフティシートび高温に 
なり、子供び火傷をするおそれ 
びあります。 


• 子供だけを車内に残して車から 

離れないでください。 

〇運転装置に触れてけびをする 
おそれびあります。 

◊誤ってドアを開き、事故の原 
因になることびあります。 

〇炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こすおそれび 
あります。 

〇寒冷時には車内び低温にな 
り、命にかかわるおそれびあ 
ります。 


「純正ナヤイ J レトセーノフ"インート I 

ダイムラー社では、子供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 2 

シートを用意してし"'ます。 ™ 


シー ト名 

体重 

年 

離 

べビーセー フ 
プラス 

約 I 日 kgOT 

新生児へ 

-9力月位 

デュオプラス 

9 〜 1 8 k 呂 

8力月〜4歳位 

キッド 

I 日〜 36 k 呂 

3歳半- 

- 12 歳位 


※チヤイルドセーフティシートの種類や名称 
は予告なく変更されることびありまず。詳 
しくは販売店におたずねください。 
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チヤイルドセーフテイシート 



①固定装置 


左ちの後席に、 IS 日- FIX 対応チヤイル 
ドセーフティシート用の固定装置①を 
装備しています。 


A 


-この固定装置は、体重 22 k 浸じ ( 
下の子供を乗せるとさに使用し 
てください。 

• チャイルドセーフティシートは、 
必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 
てください。装着のしかたを誤 
ると、事故のとさ、十分な効果 
び得られなかったり、チャイル 
ドセーフティシートび外れるお 
それびあります。 

• チャイルドセーフティシートや 
固定装置び事故で損傷したり強 
い負荷を受けた場合は、指定 
サービスエ場で新品に交換して 
ください。 


r テザーアン カー 


A 


• テヴーべルトは、チャイルド 
セーフティシートの位置に対応 
したテヴーアンカーに取り付け 
てください。 

• テヴーベルトびねじれたり、複 
数のテヴーべルトび交差しない 
ことを確認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴーべル 
卜び確実に取り付けられている 
ことを確認してください。 

• 後席のバックレストび確実に 
□ックされていることを確認し 
てください。 


I 注意！ 

チヤイルドセーフティシートを装 
着するときは、後席中央のシート 
ベルトを挟み込まないよラにま意 
してください。 
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安全装備 



①後席バックレスト 


② ラゲツジルームカバー 

③ U アへツドレスト 

④ テヴーアンカー 

後席の背面にテヴーアンカー④を装備 
しています。 

左ちそれぞれのテヴーアンカーには、 
テヴーベルトを使用して、テヴーア 
ンカーに対応した専用チャイルド 
セーフティシートを装着することび 
でさます。 

チャイルドセーフティシートの上部を 
固定することにより、事故のとき、 
チヤイルドセーフテイシートの前方 
への移動を抑制することびでさます。 



④テヴーアンカー 
⑥テヴーフック 
⑥テヴーベルト 


チヤイルドセーフティシート 

テザーアンカーを取り付ける 

► リアへッドレスト③をいっぱいまで 
上げます。 

► 後席のバックレスト①の□ックを解 
除して、前方に少し傾けます。 

► U アへッドレスト③の2本の支柱の 
間にテヴーべルト⑥を通します。 

► テヴーフック⑥をテヴーアンカー④ 
にかけます。このとき、テヴーべル 
卜⑥び後席のノくックレスト①とラゲ 
ッジ J レームカノ（一③の間を通るよう 
にします。 

► 後席のバックレスト①を元の位置に 
戻して確実に□ックします。 

► 後方視界を確保するため、 U アへッ 
ドレスト③を下げます。ただし、テ 
ヴーベルト⑥にかからないよラにし 
てください。 


チャイルドセーフティシートの取り扱 
いや装着方法については、チャイルド 
セーフティシートに添付されている取 
扱説明書をお読みください。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-4 

キー 

3-5 

フ□ントシート 

3-15 

リアシート 

3-21 

ドア 

3-26 

テールゲート 

3-32 

ラゲツジルーム 

3-34 


. 運転ずる前に 


ボンネット 

3-41 

燃料給油 □ 

3-44 

パワーウインドウ 

3-46 

パノラミックラ メラールーフ 

3-49 

ルームミラー 

3-52 

ドア巧一 

3-54 

ステアリング 

3-56 

メーター パネル 

3-57 


3-1 




運転ずる前に 


インストルメントパネル 


インストルメントパネル 



0 ® (D 0 ① 


※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と異なることびありまず。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 

3-30 

⑩ 

ランプスイッチ 

己-17 

⑩ 

へッドランプ照射角度 
調整ダイヤル* 

己- 3] 

⑩ 

エンジンスイッチ 

己-2 

⑩ 

ステア U ング 
□ック解除八ンドル 

3-56 



名称 

ぺージ 

⑥ 

メーター パネル 

3-57 


マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

4-1 

⑦ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-10 

⑧ 

ボンネット 
□ック解除レバー 

3-41 

⑨ 

ドアミラー調整スイッチ 
ドア S ラ^択スイッチ 

3-54 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

3-己已 

⑩ 

ドアウインドウスイッチ 

3-46 


/セーフティスイッチ 

3-48 



名称 

ぺージ 

① 

グ□ーブボックス 

6-39 


八ンドル 


③ 

ルームランプ操作部/ 

6-28 


パノラミックラメラー 

3-49 


ルーフ * 操作部 


③ 

コンビネーション 

己-22 


スイッチ 

己-23 


(へッドランプ/方向 

已 -2 已 


指示/ワイパー） 

已 -3 日 

④ 

クルーズコント□ール 

己-42 


/可変スピードリミッ 

己-48 


ターレバー 


⑥ 

ステア U ング 

3-56 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


センターコンソール 



名称 

ぺージ 

① 

非常点滅灯スイッチ 

己-24 

③ 

オーディオ*/ 

マルチフアンクション 
コント□—ラー* 

別冊 

③ 

エアコンディショナー 

6-3 


操作部 

6-14 

④ 

シートヒーッー 

スイッチ* (運転席） 

3-19 

⑥ 

シートヒーター 

スイッチ* (助手席） 

3-19 

⑥ 

パークト□ニック 
オフスイッチ* 

己-己6 



※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と違ラことびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。また、オプションは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

また、それぞれのキーにはエマー 
ジェンシーキーを収納しています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 


A 


-子供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
わ、誤って車内からドアを開い 
たり、運転装置に触れて、事故や 
けびをするおそれびあります。 

-短時間でわ、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、。事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


. 重い物や必要(上に大さな物、 
ステア U ングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして 
使用しないでください。 


キーホルダー自体の重みや、キ 
ーホルダーびステア U ングなど 
に接触することでキーびまわる 
と、エンジンび停止して事故を 
起こすおそれびあります。 


キ- ■ 

ま意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

-キーを強い電磁波にさらすと 、— 
リモコンに障害び発生するおそ 
れびあります。 

-キーは衝撃や水から避けてくだ 
さい。故障の原因になります。 

-キーの先端部を巧したり覆った 
りしないでください。故障や誤 
作動のおそれびあります。 
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運転ずる前に 


キー 

知識 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 

• 2つのキーを見わけるため、 
キーのストッパーの色は異なり 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


[リモコン 機能 I エンジンスイッチにキーを差し込んで 

いないとさに(下の操作びでさます。 

-ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップの解錠/施錠 

• ドアウインドウとパノラミックラ 
メラールーフ * の開閉 

操作時に表示巧び]回点滅します。 


① 発信部 

② 表示灯 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥ エマー ジェン シーキ ー 
⑥ストツ パー 
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運転ずる前に 


解錠ずる 

► 巧！を押すと、ドア、テールゲー 
卜、燃料給油フラップび解錠され、 
非常点滅なび]回点滅します。 

施錠ずる 

► ra を押すと、ドア、 テールゲー 
卜、燃料給油フラップび施錠され、 
非常点滅巧び3回点滅します。 

リモコン操作ですベてのドアウインド 
ウとパノラミックラメラールーフ*を 
開閉することびでさます。 

詳しくは （3-11) をご覧ください。 


ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下でリモコン操作を行 
なラと、リモコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 


• リモコン操作でドアウインドウ 
やパノラミックラメ ラールーフ 
を閉じるとさは、開口部に異物 
びないことを確認してください。 

-リモコン操作で施錠したとさ 
は、非常点滅巧び3回点滅した 
こと、ドア、テールゲート、燃 
料給油フラップび確実に施錠さ 
れたことを確認してください。 


キー 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないでください。盗難の 
おそれびあります。 

• ルーフアンテナを必ず取り付け 
てください（8-31)。ルーフア 
ンテナび取り付けられていない 
と、 U モコンの感度び低下し、 
リモコンび作動しなくなること 
びあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



運転ずる前に 


■キ- 

リ モコ ン機能の設定の切り替え 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解錠する 
よラに設定することびできます。 


リモコン機能の設定を切り替える 

► HI と ra を同時に約6秒間押し続 
けます。 


キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
ます。 


◊巧！を]回押すと、運転席ドア 
と燃料給油フラップのみび解錠 
されます。 

0続けて約4日秒じ(内に巧！を押 
すと、助手席ドア、リアドア、 
テールゲートび解錠されます。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、巧！と ra を同時に約6秒間 
押し続けます。キーの表示灯が2 
回点滅し、元の設定に戻ります。 


知識 

• U モコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作 
をしないと、再び施錠されます。 

〇ドアを開く 
◊テールゲートを開く 

◊ エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

◊ ドア□ックスイッチ（解錠） 
を押す 

. 車びバッテリーあびりを起こ 
したとさは、 U モコンの電池 
び正常でもリモコン操作はで 
さません。 

-リモコンの電池び消耗すると操 
作時に表示灯び点灯せず、 U モ 
コン操作びでさなくなります 
び、エンジンは始動できます。 
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運乾ずる前に 


r 施錠時のドアミラーの格納_ ] 

リモコン操作で施錠するとさにドア 
ミラーも併せて格納することびでさ 
ます。 

格納されたドアミラーは、リモコン操 
作で解錠し、フ□ントドアを開くと元 
の位置に戻ります。 

この機能の設定と解除については （4- 
36) をご覧ください。 


知識 

-ドアミラー格納/展開スイッチ 
(3-55) でドアミラーを格納し 
てから施錠したときは、リモコ 
ン操作で解錠してフ□ントドア 
を開いても、ドアミラーは展開 
しません。 


• ドアを開かなくてち、格納され 
たドア S ラーの位置び少し動く 
ことびあります。その場合は、 
ドアミラー格納/展開スイッチ 
を押して、元の位置に戻してく 
ださい。 


キ- 


r □ケイターライティング*_ ] 

周囲び暗いとさ、リモコン操作で車 
を解錠すると、車幅灯、フ□ント 
フォグランプ、テールランプ、ライ 
センスランプび点なします。点巧し 
たランプは、運転席ドアを開いたと 
き、または約4日秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については （4- 
29) をご覧ください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 




「1ゾーソエソンー— 



キーに収納されています。 

リモコンび作動しないとさに、運転席 
ドアを解錠することびできます （3- 

28)。 


エマー ジ王ン シーキーを 使用ずる 

► ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー③ 
を矢印の方向に抜さます。 

収納するとさは元の位置に差し込 
みます。 


① ストッパー 

② エマージェンシーキー 
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運転ずる前に 


リモコン操作でドアウインドウとパノ 
ラミックラメラー J レーフ * を開閉ずる 



① 発信部 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 


リモコン操作でドアウインドウとパノ 
ラミックラメラールーフ*を開閉でさ 
ます。 


ドアウインドウとパノラミックラメ 
ラールーフを開く 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部に向けて pg 
を押し続けます。 

ドアウインドウび開き、最前列の 
パノラミックラメ ラールーフび チ 
ルトアップします。 

► 再度 HI を押し続けると、パノラ 
ミックラメラールーフび開さます。 

WI から手を放すと、作動中のドア 
ウインドウやパノラミツクラ メラー 
ルーフはその位置で停止します。 


キー 

ドアウインドウとパノラミックラメ 
ラールーフを閉じる 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部に向けて ra 
を押し続けます。 

ドアウインドウとパノラミックラ 
メラールーフび閉じます。 

ra から手を放すと、作動中のドア 
ウインドウやパノラミツクラメラー 
ルーフはその位置で停止します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


■キ- 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

• リモコン操作でドアウインドウ 
やパノラミックラメ ラールーフ 
を閉じているときは、身体や物 
び挟まれないよラに注意してく 
ださい。 

挟まれそラになったとさは、た 
だちに ra から手を放し 、 EB 
を押し続けて、ドアウインドウ 
とパノラミツクラ メラールーフ 
を開いて < ださい。 


• リモコン操作でドアウインドウ 
を開<とさは、ドアウインドウ 
に身体を寄りかけないでくださ 
し、。ドアウインドウとドアフ 
レームとの間に身体び引き込ま 
れて、けびをするおそれびあり 
ます。 


-リモコン操作で施錠したとさ 
は、車から離れる前に、すべて 
のドアウインドウとパノラミツ 
クラ メラールーフが 閉じている 
ことを確認してください。 


知識 

-リモコン操作時は、キーの発信 
部を運転席ドアのドア八ンドル 
の受光部に向けて操作してくだ 
さし、。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操 
作はでさません。 
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運乾ずる前に 


r ■池の交換_1 

U モコンの作動可能距離び短くなった 
り、ボタンを押しても作動しない場合 
は、電池の消耗び考えられます。 

電池の交換は指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めします。 

知識 

• U モコンのいずれかのボタンを 
押したときに表示灯①び]回点 
滅すれば電池は正常です。 

• U チウム電池 （ CR 2 日2己）を 
2個使用しています。 

-電池を交換するとさは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、巧れや脂分など 
び付着していないことを確認し 
てください。 



① 表示灯 

② エマージェンシーキ ー 

③ ストッパー 

電池の交換手順 

► ストッパー③を矢印の方向に巧し 
なびら、 エマー ジェン シー キー③ 
を矢印の方向に抜さ取ります。 





③ エマージェンシーキ ー 

④ 電池ケース 
⑥凹部 


► エマージェンシーキー③で 電池ケ 
ース④脇の凹部⑥を押して□ック 
を外しなびら、電池ケース④を矢 
印の方向に引さます。 
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運転ずる前に 







④電池ケース 

► 電池ケース④を矢印の方向へゆつ 
くり取り出します。 



⑥ 電池 

⑦ 電極板 


► 電池⑥を外し、新しい電池と交換 
します。 

電池は2個とち®を上にして、電極 
板⑦の間に取り付けます。 

► 電池ケース④を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマー ジェンシーキー③をキーに 
収納します。 


A 


電池は子供の手の届かないところ 
に保管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

わし電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受け 
てください。 


I 景境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとさは、新しい電池を 
お買い求めになった販売店で処分 
を依頼してください。 
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運起ずる前に 


III I 


フ□ントシート 


警告 

A 


運転席シートは、必ず停車してい 
るときに調整してください。走行 
中に調整して操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれびあります。 


注意！ 

シートの調整をするとさは他の乗 
員の身体や物び挟まれないよラに 
ミ主意してください。 


r アクティブへッドレスト_ ] 

アクティブヘッドレストは、追突など 
後方からの衝撃を受けたとさに、フロ 
ントシートのへッドレストび前方に動 
くことにより、乗員の頭部や頸部をよ 
り効果的に支持します。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては、アクティブヘッドレストび 
作動しないことがあります。 

警告 A 


フ□ントシ ー ト のへッ ドレストの 
支柱に八ンガーやアクセヴ U —な 
ど物をかけないで<ださい。アク 
ティブへッドレストの作動び妨げ 
られるおそれびあります。 


r 手動式シート*の調整 



①ダイヤル（バックレストの傾さ） 

③ レバー（シートの 高さ） 

③ ダイヤル（シートクッシヨンの傾き) 

④ レバー（シートの 前後） 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


□ントシート 

シートの前後位置を調整ずる 

► レバー④を上ちに引いたままシー 
卜を前後に動かします。 

シートクッシヨンの傾きを調整ずる 

► ダイヤル③をまわします。 

シートの高さを調整ずる 
シートを上ばる 

► レバー③を繰り返し上げます。 

シートを下ばる 

► レバー③を繰り返し下げます。 

バックレストの傾きを調整ずる 

► ダイヤル①をまわします。 



⑥□ック解除ノブ 


へッドレストの高さを調整ずる 

► 上げるときはそのまま引き上げ 
ます。 


下げるときは□ック解除ノブ⑥ 
を押しなびら下げます。 

へッドレストの中央び目の高さ 
になるように調整します。 

へッドレストの角度を調整ずる 

►へッドレストの上側を押して/引 
いて調整します。 

へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整します。 


へッドレストを取り外ず 

► □ック解除ノブ⑥を押しなびらへ 
ッドレストを引さ抜さます。 

へッ ドレストびルーフ内張りに接 
触するとさは、シートを下げ、バ 
ックレストを前後いずれかの方向 
に傾けてください。 

へッドレストを取り付ける 

►へッドレストの支柱を取り付け穴 
に差し込みます。 


警告 A 


乗車するとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けてください。事故の 
とさ、重大なけびをするおそれび 
あります。 
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運乾ずる前に 


フ□ントシート 


電動式シート*の調整 



エンジンスイッチが1か2の位置のと 
さに調整でさます。 

注意！ 

子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。シートスイッ 
チに触れるとシートび動き出し、 
けがをするおそれびあります。 


シートを調整ずる 

► スイッチを①〜⑥の方向に操作し 
ます。 


矢印の 

方向 

調碧内容 

① 

シートの前後位置 

③ 

シートクッシヨンの角度 

③ 

シートの高さ 

④ 

バックレストの角度 

⑥ 

へッドレストの高さ 

へッドレストの中央び目 
の高さになるよラに調整 
します。 


知識 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するかエンジンスイッチから 
キーを抜いてから、またはフロ 
ントドアを閉じてから約3日秒 
間はシートの調整びでさます。 3 

• エンジンスイッチび日の位置の 
とさやエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、フロ 
ントドアを開いてから約3分間 
はシートの調整びできます。 

へッドレストの角度を調整ずる 

► へッドレストの上側を押して/弓 I 

いて調整します。 

へッドレストび後頭部に接するよ 

ラに調整します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


III I 


へッドレストを取り外ず 

► スイッチでヘッドレストをいっぱ 
いに上げてから、ヘッドレストの 
支柱を持ち、引さ抜さます。 

へッ ドレストびルーフ内張りに接触 
するときは、シートを下げ、バック 
レストを前後いずれかの方向に傾け 
てください。 

へッ ドレストを取り付ける 

►へッドレストの支柱を取り付け穴 
に差し込み、押し込んで□ックし 
ます。 


A 


乗車するとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けてください。事故の 
とさに、重大なけがをするおそれ 
びあります。 


I 注意！ 

シートの調整をするとさは他の乗 
員の身体が挟まれないよラにま意 
して < ださい。 


「づンバーヴポート 



①レバー 

バックレストの形状を調整することび 
でさます。 

ランパーヴポートを強くずる 

► レバー①を下方③へ操作します。 

ランパーヴポートを弱くずる 

► レバー①を上方③へ操作します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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① シートヒータースイッチ 

② 表示な 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
ます。 


シート ヒーター スイッチを押すご 
とに点灯する表示灯③の数び変わ 
り、シート ヒーターの 作動び切り 
替わります。 


シートヒーターを停止ずる 


► シートヒータースイッチ①を巧し 
て、表示灯③を消灯させます。 


運起ずる前に 


フ□ントシート 

ぶ了している 
打の数 

作動 

3 

シートヒーターび 強 
で作動します。 

約曰分後に自動的に 
中に切り替わります。 

2 

シー ト ヒーターび 中 
で作動します。 

約] 日 分後に自動的に 
弱に切り替わります。 

1 

シー ト ヒーターび 弱 
で作動します。 

約 20 分後に自動的に 
停止します。 

0 

停止しています。 



3 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


□ントシート 

ま意！ 

-コート や厚手の衣服などを着用 
している状態や、毛布などの保 
温性の高いわのを シート にかけ 
た状態で シートヒーターを 使用 
したり、 シートヒーターを 連続 
して使用すると、異常過熱によ 
り低温火傷（紅斑、水ぶ < れ） 
をしたり、故障するおそれびあ 
ります。 


. 下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をするおそ 
れびありますので、十分にま意 
してください。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、 
体び不自由な方 


◊ 皮膚の弱い方 
◊疲労の激しい方 

〇眠気をさそラ薬を服用され 
た方 

◊飲酒した方 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 


知識 

多<の電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターび停止することび 
あります。このとさは表示灯び点 
滅します。電圧び回復すると、再 
び自動的に作動し、表示灯び点灯 
します。 
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運乾ずる前に 


アシート 


へッドレストの高さ調整 



①□ック解除ノブ 


へッドレストの高さを調整ずる 

へッドレストは高さを調整することび 
でさます。 

► 上げるときはそのまま弓怯上げます。 

下げるときは□ック解除ノブ①を押 
しなびらへッドレストを下げます。 

へッドレストの中央び目の高さにな 
るよラに調整します。 

警告 A 


へッドレストの中央び目の高さにな 
るよラにへッドレストの高さを調整 
してください。事故のとさに、重大 
なけびをするおそれびあります。 


リアシート ■ 

へツドレストの角度を調整ずる 

左ちのへツドレストは角度を調整する 
ことびでさます。 

► へツドレストの下側を押して/弓 I 

いて調整します。 3 

へツドレストび後頭部に接するよ "" 
ラに調整します。 
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運転ずる前に 


リァシート 

I リアへッドレストの脱着 ~1 

リアへッドレストを取り外ず 

► バックレストを前方に傾けます 

(3-23)。 

► □ック解除ノブ①を押しなびらへ 
ッドレストを引さ抜さます。 

リアへッドレストを取り付ける 

► ヘッドレストの支せを取り付け穴 
に差し込みます。 

警告 A 

乗車するとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けてください。事故の 
とさ、重大なけびをするおそれび 
あります。 


r 分割可倒式リアシート_ ] 

U アシートの左ちし"'ずれか一ち、また 
は両方を倒すことびでさます。 


A 


• 大さな荷物を積まないとさは、 
バックレストを起こしてくださ 
し^。荷物び前方に放り出され、 
乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

-リアシートに人び乗るときは、 
必ずバックレストを起こして 
□ックしてください。事故など 
のとさ、けびをするおそれび 
あります。 



① 固定部 

② シー トベルトの プレー ト先端 


リアシートを倒ず 

► ヘッドレストを最も低い位置にし 
ます。 

► シートベルトのプレート先端③を 
固定部①に差し込みます。 
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③シートクッシヨン 


► フ□ントシートを前方に動かします。 

► シートクッション③を前方に引き 
起こします。 


運輯ずる前に 





④ バックレスト 

⑤ U I J —スレバー 


► バックレスト上部にあるリリース 
レバー⑥を引いて、バックレスト 
④を前方に倒します。 


ま意！ 

• バックレストを前方に倒すとき 
は、身体などを挟まないように 
ミ主意して < ださい。 

• バックレストの□ックを解除し 3 
た状態で走行しないでください。— 
急ブレーキ時や事故のとさなど 
に、荷物び前方に放り出されて 
けがをするおそれびあります。 

-リアシートを倒した状態でフロ 
ントシートを後方に動かすとき 
は、 U アシートクッシヨンに当 
たらないよラにしてください。 

シートを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 






「リアシ—トクッシ ヨンの 脱着 I 

リアシートクッシヨンの左ちいずれか 
一方、または両方を取り外すことびで 
さます。 


③ シートクッション ⑥ n ックインジケーター 

④ バックレスト 


リアシートを元に戻ず 

► シートベルトのプレート先端③を 
固定部①に差し込みます。 

► バックレスト④を元の位置に戻し 
確実に□ックします。 

► シートクッション③を後方に倒し、 
元の位置に戻します。 


注意！ 

□ックインジケーター⑥び見えて 
いるときはパックレストび□ック 
されていません。□ックインジ 
ケーターび見えなくなるよラに 
バックレストを確実に□ックして 
ください。 
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① シー トクッシヨン 

② レバー 


リアシートクッションを取り外ず 

► シートクッション①を前方に引き 
起こします（3-23)。 

► レバー ③を 持ってシー トク ッショ 
ンを上方に取り外します。 


運輯ずる前に 





P91.12-2634-31 


③ シートクッション取り付け部 

リアシートクッションを取り付ける 

► シートクッション取り付け部③に 
シートクッション①を差し込み、 
確実に□ックさせます。 

► シートクッションを後方に倒し、元 
の位置に戻します。 


ま意！ 

•走する前に、シートクッ 
シヨンび兀のイ AZ 置【しおつてい 
ることを確認してください。 


• シートクッションを取り外し 。 
たとさは、シートクッション — 
取り付け部の先端にま意して 
<ださい。けびをするおそれ 
びあります。 

• シートクッションを取り外した 
状態でリアシートのバックレス 
卜を倒すとさは、シートクッ 
ション取り付け部の先端び上を 
向いていることを確認してくだ 
さい。バックレストを損傷する 
おそれびあります。 
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運転ずる前に 





[ドアの開閉 



①ドア八ンドル 


車がから開く 

► ドア八ンドル①を引きます。 

車がから閉じる 

► ドア八ンドル①をもって確実に閉 
じます。 



② ドア レバー 

③ イン ナーグ リップ 


車内から開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 


車内から閉じる 

► インナーグリップ③をもって確実 
に閉じます。 


A 


-ドアは確実に閉じてくださし、。 
ドアの閉じかたび不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアび開 
<おそれびあります。 

-ドアを開くときは、周囲の安全 
を十分確認してください。 

-同乗者びドアを開くときは、危 
険びないことを運転者び確認し 
てください。 


ま意！ 

-車から離れるときは、エンジ 
ンを停止し、必ず施錠してく 
ださい。 

-ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに注意してくだ 
さい。車の周りに子供びいると 
きは、特に注意してください。 
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運転ずる前に 


ドア 


知識 

• 助手席のドアとリアドアは、開 
いているとさに□ックノブを押 
し込んでから閉じると施錠され 
ます。 

-ドアび完全に閉じていない状態 
で走行すると、マルチファンク 
シヨンディスプレイに警告マー 
クび表示されます（10-8)。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 

• 各ドアのドアポケットにボトル 
ホルダーび装備されています。 


「ドアごとに解錠/施錠ずる 



① ドア レバー 

② □ックノブ 


ドアを解錠ずる 

► ドアレバー①を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアち開さます。 

ドアを施錠ずる 

► □ックノブ③を矢印の方向に押し 
込がます。 

注意！ 

• 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださい。 

• □ックノブび完全に下びってい 
ないドアびあるとさは、そのド 
アをいったん開き、再度閉じて 
から施錠してください。 
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運転ずる前に 





① 解錠の方向 

② エマー ジェン シーキー 


U モコン操作で車を解錠でさないとさ 
は、じ(下の方法で運転席ドアを解錠して 
ください。 

► エマージェンシーキー③ （3-10) 
を運転席ドアのキーシリンダー 
に差し込みます。 

► エマージェンシーキー③を①の方 
向（前方）にまわします。 

► ドア八ンドルをいっぱいに引さ 
ます。 

運転席ドアの □ ックノブび上びり、 
運転席ドアび解錠されます。 


I ま意！ 

エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錠しても、他のドア、テー 
ルゲート、燃料給油フラップは解 
錠されません。 

I 知識 

助手席のドアにはキーシリンダー 
はありません。 
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運転ずる前に 


ドア 


r 非常時の車の施錠_ I 

U モコン操作で車を施錠でさないとさ 
は、じ(下の方法で車を施錠してくださし、 

► すべてのドアを閉じた状態でドア 
□ックスイッチで車を施錠します。 

ドア□ックスイッチび作動しない 
ときは、すべてのドアの□ックノ 
ブを押し込みます。 

► いずれかのリアドアから車を降り、 
そのドアを開いた状態でドアの □ 
ックノブを押し込み、ドアを閉じ 
ます。 

車び施錠されます。 


ま意！ 

ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを巧し込んで車を施錠 
したとさには、テールゲートび施 
錠されていないことがあります。 
このときは、車を施錠することは 
でさません。指定サービスエ場に 
連絡してください。 
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運転ずる前に 


ドア 


「ドア□ックスイッチ 



① 施錠スイツチ 

② 解錠スイッチ 


車内から、スイッチ操作ですベてのド 
アとテールゲートを解錠/施錠する 
ことびでさます。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチ③を押します。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ①を押します。 

次のよラな場合はドア□ックスイッチ 
で解錠/施錠することはでさません。 

• リモコン操作で施錠しているとき 
• 助手席ドアび開いているとき 


ま意！ 

ドアの□ックノブび下びつていて 
わ、車内のドア レバーを 引くとド 
アは開さます。子供を乗せたとさ 
は特にま意してください。 


知識 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
あるとき、車内からフ□ントド 
アを開くと、他のドア、テール 
ゲートわ解錠されます。 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
わ、燃料給油フラップは施錠さ 
れません。 

• 運転席ドアび開いているとさに 
解錠/施錠スイッチを押すと、 
他のドアとテールゲートび解錠 
/施錠します。 
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運転ずる前に 


ドア 


r 車速感応ドア□ック_ ] 

走行速度び約]己 km/h じ(上になると、 
ドアとテールゲートを自動的に施錠 
します。 


この機能の設定と解除については （4- 
34) をご覧ください。 

注意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で、車を押したり、タイヤ 
交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。車輪び回転 
すると施錠され、車外に閉め出 
されるおそれびあります。 



① チヤイ J レドプルーフ□ツクレバー 

② 解除側 

③ 設定側 


車内のドアレノく一を引いてもリアドア 
び開かな< なります。 

子供を乗せるとさに使用してください。 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► チャイルドプルーフ□ックレバー 
①を設定側③（下）にします。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► チャイルド プルーフ□ックレバー 
①を解除側③（上）にします。 


• 車速感応ドア□ックで施錠され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解錠すると、ドアを開くかエン 
ジンを再始動するまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 
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運転ずる前に 


ルゲート 


1テールケート 


警告 

A 


エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないで< 
ださい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死する 
おそれびあります。 


[テールゲートの開閉 



①□ック解除八ンドル 


テールゲートを開< 

► □ック解除八ンドル①を上方に押 
します。 

テールゲートの□ックび解除され 
ます。 

► テールゲートを開さます。 



②凹部 


テールゲートを閉じる 

► 凹部③に手をかけてテールゲート 
を引さ下げ、次に外側からテール 
ゲートを軽く押さえます。 
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運転ずる前に 


注意！ 

-テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートび確実に開じてい 
ることを確認してください。 

-テールゲートび開いているとさ 
にリモコン操作で施錠し、テー 
ルゲートを閉じるとテールゲー 
卜は施錠されます。キーの閉じ 
込みにを意してください。 

知識 

テールゲートび完全に開じていな 

い状態で走行すると、マルチファ 

ンクシヨンディスプレイに警告 

マークび 表示されます。 


ま意！ 

-テールゲートを開くときは、後 
方や上方に十分な空間があるこ 
とを確認してください。 

-テールゲートを閉じるときは、 
身体や物を挟まないよラに十分 
ま意してください。車の周りに 
子供びいるとさは、特にま意し 
てください。 

• ラゲツジルームに人を乗せない 
でください。事故のとさ、けび 
をするおそれびあります。 


っ ルヶ—卜 

-強風のときにテールゲートを開 
くと、強い風にあおられ 、テー 
ルゲートび不意に下がることび 
あります。風の強い曰は十分に 
注意して < ださい。 

また、テールゲートに雪び積 3 
わっているときも同様に注意し 
てください。 

• テールゲートを開くとさは、 
ルーフアンテナびテールゲート 
と接触しないよラにルーフアン 
テナの角度を調整してくださ 
し^。ルーフアンテナやテール 
ゲートを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


安’ツジルーム 


ラゲツジ ルーム 


G ラゲツジ ルームカバー 



① ラゲツジルームカバー収納 IJ ール 

② ラゲツジルームカバー 

③ 八ンドル 

④ フック 


ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 


► 八ンドル③を持ってラゲッジルー 
ムカノ く一③を弓 I き出します。 

► ラゲッジ ルームカバー ③の両端を 
フック④にかけます。 

ラゲッジ ルームカバーを 収納ずる 

► フック④からラゲッジルームカバ 
一③を外します。 

► ラゲツジ ルームカバー ③をゆつ く 
りと巻さ取らせます。 


ま意！ 

ラゲツジルームカバーの上に、物 
を載せないでください。 
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運転ずる前に 



①ラゲツジ ルームカバー 収納 U — ル 
⑤取り外し/取り付けのとさに押すち向 


ラゲッジルームカバー収納リールを取 
り外ず 

► 後席左側のバックレストを倒しま 

す（3-23)。 

► ラゲッジルームカバー収納リール 
①の左端部を矢印⑥の方向に押し 
なびら、収納リールの左端部を左 
側の凹部から取り外します。 

► 収納 U —ルのち端部をち側の凹部 
から外して、ラゲッジルームカバ 
一収納 U —ルを取り外します。 

► 後席左側のバックレストを元の位 
置に戻します。 


ラゲツジ ルーム 

ラゲツジルームカバー収納リールを取 
り付ける 

► ラゲツジ ルームカバー 収納 リール 
①のち端部を、ち側の凹部に差し 
込みます。 

► ラゲツジルームカバー収納 U —ル 
①の左端部を矢印⑥の方向に押し 
なびら、収納 U —ルの左端部を左 
側の凹部に差し込みます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム 


r ラゲッジルームランプ_ ] 

ラゲッジルーム内の手前ち側とテー 
ルゲートリッド内側*にラゲッジ 
ルームランプびあります。 

テールゲートを開くと点なし、閉じる 
と消灯します。 

知識 

テールゲートを開いたままにする 
と、エンジンスイッチび 2 じ(外の 
位置のとさは、ラゲッジルームラ 
ンプは約己分後に消灯します。 


「ソ U ノ ' tK —卜 



① 八ンドル 

② フ□アボード 

③ ホルダー 

フ□アボードの下には応急用スペアタ 
イヤなどび収納されています。 



③ホルダー 


フ□アボードを開< 

► ホルダー③び押し込まれているこ 
とを確認します。 

► 八ンドル①を起こし、フ□アボー 
ド③をラゲッジルームカバー、ま 
たはリアシートのバックレストに 
触れる位置まで弓 I さ上げます。 

► ホルダー③を軽く押します。 

tTvJ レダー③びポップアップします。 

► フ□アボード③をホルダー③に立 
てかけます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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低い位置の状態 
②フ□アボード 

④ レール 

⑤ 下段位置 

フ□アボードの高さを変える 

フ□アボードの高さは、2段階に調整 
でさます。 



卿,00 3占 12 31 


高い位置の状態 
②フ□アボード 
⑥上段位置 

► フ□アボード③を半分の位置まで 
開さます。 

► レール④におってフ□アボードを 
⑥または⑥の位置まで移動します。 

I ま意！ 

-テールゲートを閉じるときは、 
フ□アボードび⑥か⑥の位置に 
なっていることを確認してくだ 
さい。 


運乾ずる前に 


ラゲツジルーム 

• フ□アボード下の収納スペース 
には、約2已 k 浸じ(上の荷物を積 
まないで < ださい。 

-フ□アボードの下に物を収納す 
るとさは、フ□アボードを閉じ 
てください。 3 

• フ□アボードが閉じな<なるよ 
ラな大ささの物をフ□アボード 
の下に収納しないでください。 

収納物やフ□アボードを損傷す 
るおそれびあります。 


知識 

フ□アボードび高い位置にあると 
さにフ□アボードを開くとさは、 
フ□アボードの上に積載物びない 
ことを確認してください。積載物 
の重量でフ□アボードび低い位置 
に下びることびあります。 
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運転ずる前に 


安’ツジルーム 


r ラゲツジルームに荷物を積むとき I 



① ラゲツジルームに荷物を積んだ状態 

② U アシートを倒して荷物を積んだ状態 


注意！ 

ラゲツジルームには極端に重い 
物を積載しないでください。 


荷物の積み方は車の走行安定性に大さ 

く影響します。じ(下の点にミ主意してく 

ださい。 

-重量び偏らないよラに均等に積ん 
で < ださい。 

-荷物はラゲッジルームに積み、リ 
アバックレストまたは前方に倒し 
たシートクッシヨンに接するよラ 
にしてください。 

• 重い物は車の中/近く（ラゲッジ 
ルーム前方の低い位置）に確実に固 
定してください。確実に固定でさて 
いないと、急ブレーキ時などに荷物 
び動さ、ラゲッジルームを損傷する 
おそれびあります。 

-燃料を入れた容器やスプレー吿な 
どを積まないでください。引乂や 
爆発のおそれびあります。 

-荷物はでさるだけ人び座っていな 
いシートの後方に積んでください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高 < 積み上げないで < ださい。 


-ウインドウに荷物び当たらないよ 
ラにを意してください。ウインド 
ウガラスを損傷したり、リアデ 
フォッガーの熱線を断線するおそ 
れびあります。 

• 大さな荷物を積まないとさは、 
バックレストを起こして、確実に 
固定してください。また、ヘッド 
レストを取り付けてください。 

• フ□アボードの上に荷物を積むと 
さは、荷物の重量び平均的にかか 
るよラにしてください。 

フ□アボードに部分的な荷重をか 
けると、フ□アボードを損傷する 
ことびあります。必要であれば、 
荷物の下に丈夫な板などを敷いて 
ください。 
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運乾ずる前に 


II ■ 


リアシートに人を乗せないとき 



リアシートに人を乗せないとさは、荷 
物び前方に放り出されるのを防ぐた 
め、③のようにシートベルトを交差さ 
せて、シートベルトのプレートを反対 
側のバックルに差し込んでください。 


物固定用リング 



-a - - - r ww 乂 w。I 

④荷物固定用リング 

荷物固定用のアクセヴリーは、ダイム 
ラー社の推奨品の使用をお勧めしま 
す。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


ま意！ 

-荷物固定用リングには均等に力 
びかかるよラにして<ださい。 

-荷物の固定には擦れに強く丈夫 
な□ープを使用し、ラゲツジ 
ルームの4個の荷物固定用 U ン 
グを使用して確実に固定してく 
ださい。 

-締め付け用具を使用する場合 
は、荷物固定用 U ングに過大な 
力びかからないよラに注意して 
ください。荷物固定用リングを 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


安’ツジ ルーム 


「荷物固定の例 



リアシートを倒さないで荷物を積んだ状態 
⑥ネットを使用して荷物を固定 
⑥締め付けストラップと□ープを使用し 
て荷物を固定 



U アシートを倒した状態 

⑦ネットと□ープを使用して荷物を固定 
⑨締め付けストラップを交差させ、□一 


プを使用して荷物を固定 


ま意！ 

. 伸縮率び 7% ii (上の□ープや 
ネットを使用しないでくださ 
し、重い荷物を固定することび 
でさず、事故のとさ、けびをす 
るおそれびあります。 

• 固定する□ープやネットび荷物 
の角にかからないよラにして< 
ださい。 

• 鋭い角のあるものは、角の部分 
に カバーを してください。 

• 締め付けストラップは、荷物の 
上で交差するよラにかけてくだ 
さい。 

-締め付けストラップは、張力 
714 kg (6 日日 daN ) じ(上のも 
のを使用してください。 
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運輯ずる前に 


ボンネッ 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かない 
でください。火傷をするおそれ 
びあります。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびあります。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いていてわ、冷却水の温度び高 
いとさはエンジンフアンなどび 
自動的に回転することびありま 
す。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物を近付けない 
で < ださい。 


• エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。 

イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへツドランプ*のバルブソ 
ケットや配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分、回転してい 
る部分びあり、それらに触れる 
と非常に危険です。 


ボンネッ 


r ボンネットを開く 



① ボンネット□ック 解除 レバー 
► 運転席側のインストルメントパネ 


ル下にあるボンネット□ック解除 
レノ く一①を手前に弓 I さます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 





②□ック解除ノブ 

► ボンネット前部の□ック解除ノブ 
③を矢印の方向に引きなびらボン 
ネットを持って開さます。 



③ 凹部 

④ アーム 
⑥フック 


► アーム④をフック⑥から外し、凹 
部③にかけます。 


ま意！ 

• ワイパーアームを起こしたま 
まボンネットを開かないで< 
ださい。ボンネットとワイ 
パーび当たり、損傷するおそ 
れびあります。 


• アーム ④はエンジン ルームの 熱 
で熱くなっていることびありま 
す。触れるときは、手袋などを 
着用してください。 

-強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び アームから 外れるおそれびあ 
ります。風の強い曰には十分に 
ミ主意して < ださい。 


3-42 












r ボンネットを閉じる_ I 

► ボンネットを少し上げなびら、ア 
ーム④を凹部③から外し、フック 
⑥に固定します。 

► ボンネットを下げ、グリル上部から 
約2日 cm 〜3日 cm の位置で手を放 
して閉じます。 


A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こすおそれびあり 
ます。 


完全に閉じなかったときは、わラ 
一度ボンネットを開さ、同じ方法 
で少し強めに閉じます。 


運乾ずる前に 


ボンネット 

注意！ 

エンジンルーム内に物を置いた 
ままボンネットを閉じると、ボ 
ンネットび変形するおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


■ I 11| 11111 



① 燃料給油フラップ 

② ホルダー 

③ キャップ 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップを開< 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜さます。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押します。 


I 知識 

燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベルび貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては （8-17) をご覧ください。 


キャップを外ず 

► キャップ③を反時計回りに少しゆ 
るめてタンク内の圧力を抜きます。 

► 圧力び抜けたら、さらに反時計回 
りにまわして外します。 

► 外したキャップ③を燃料給油フラ 
ップの裏側にあるホルダー②に差 
し込みます。 

キャップを取り付ける 

► キャップ③を補給□に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまわします。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押します。 


3-44 










運乾ずる前に 


A 


• エンジンをかけたまま給油しな 
いでください。火災び発生する 
おそれがあります。 

• 周囲に燃料びあるとさや燃料の 
ち]いがするとさは、ミ夫して火気 
を近付けないでください。乂災 
び発生するおそれびあります。 


燃料給油 □ ■ 

ま意！ 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。 

-給油ノズルび最初に自動停止し 

た時点で給油を停止してくださ 9 

し、燃料を入れすざると燃料び — 

漏れるおそれや、エンジンび不 
調になったり停止するおそれび 
あります。 

-燃料をこぼさないよラにま意し 
てください。 

燃料び車の塗装面に付着した 
ときは、すぐに拭き取ってく 
ださい。塗装面を損傷するお 
それびあります。 

-燃料給油口び開かない場合は、 

指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 


のー ウインドウ 


「ドアウインドウの開閉 



運転席ドア 

① フ□ントドアウインドウスイツチ 

② U アドアウインドウスイッチ 



ち側後席ドア 

③ち側リアドアウインドウスイッチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
あります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチびあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに、ドアウインドウを開閉でさます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押すと、 
自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

引いている間だけ開じます。 


スイツチをいっぱいまで引 < と、 
自動で閉じます。 
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運乾ずる前に 


パヮーウィンドゥ 


知識 

-ドアウインドウび自動で開閉し 
てし^るときに、スイッチを操作 
すると、その位置で停止します。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約己分間は、 
ドアウインドウを開閉すること 
びでさます。その間にフ□ント 
ドアを開<と、ドアウインドウ 
の開閉はでさな< なります。 

• ドアウインドウは車がからリモ 
コン操作で開閉することびでさ 

ます（3-11)。 

-ドアウインドウには挟み込み 
防止機能びあります。ドアウ 
インドウび自動で閉じている 
とさに挟み込みなどの抵巧び 
あると、ドアウインドウびた 
だちに停止し、その位置から 
少し下降します。 


-運転席のドアウインドウは、挟 
み込み防止機能び作動してから 
約己秒じ(内に再度閉じたとさは 
挟み込みを感知しません。 

• 運転席ドアのスイッチで助手席 
や後席のドアウインドウを開閉 
しているときは、運転席ドアじ ( 
外のスイッチでドアウインドウ 
を操作することはできません。 


ま意！ 

-ドアウインドウを閉じるとさは、 

身体や物び挟まれないよラにま 
意してください。 

挟まれそラになったときは、た 
だちにドアウインドウスイッチ 3 

で ドアウインドウを開いて<だ 
さし、。 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ドアウインドウと 
ドアフレームとの間に身体び引さ 
込まれて、けびをするおそれびあ 
ります。 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲びありま 
す。ドアウインドウを閉じると 
さは十分ま意してください。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 


「セーフテイスイッチ 



① セーフ テイスイッチ 


リアドアのスイッチによるリアドアウ 
インドウの操作びでさなくなります。 

子供びリアシートに乗るときなどに使 
用します。 

セーフティスイッチを設定ずる 

► セーフティスイッチ①を押して、ス 
イッチ①び押された状態にします。 

リアドアのスイッチではリアドアウ 
インドウび操作でさなくなります。 

セーフティスイッチを解除ずる 

► 再度、セーフティスイッチ①を押 
して、スイッチ①び押されていな 
い状態にします。 

I 知識 

セーフティスイッチの設定/解除 
にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチではリアドアウインドウを 
操作することがでさます。 


ドアウインドウが自動で開閉しない 
とき _ 

ノ くッテリーあびりやノ くッテリーの交換 
などで、一時的に電源び断たれたとさ 
は、ドアウインドウび自動で開閉でさ 
なくなることびあります。 

このときは、スイッチを軽く引いて全 
閉にし、そのまま2秒上保持してく 
ださい。この操作を他のドアウインド 
ウでも行なってください。再び、ドア 
ウインドウび自動で開閉でさるよラに 
なります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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運転ずる前に 



① パノラミックラ メラールーフ スイッチ 

② 開く 

③ 閉じる 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに操作でさます。 


最前列のパノラミックラメラールーフ 
をチルトアップ/チルトダウンずる 

最前列のパノラミックラメラールーフ 
をチルトアップずる 

► スイッチ①を③の方向に押します。 

押している間だけ、最前列のパノ 
ラミックラメラールーフび チル ト 
アップします。 

最前列のパノラミックラメラールーフ 
をチルトダウンずる 

► スイッチ①を③の方向に押します。 

押している間だけ、最前列のパノ 
ラミックラメラールーフび チル ト 
ダウンします。 


パノラミツクラ メラールー フ ■ 


パノラミックラメ ラー ルーフを 開閉 
ずる _ 

パノラミックラメ ラー ルーフを 開く 

► 最前列のパノラミックラメラール 
ーフび完全にチルトアップした状 
態で、スイッチ①を③の方向に押_ 
します。 

押してい る 間だけ パノラ ミック ラ 
メラールーフび開さます。 

パノラミックラメ ラー ルーフを 閉じる 

► スイッチ①を③の方向に押します。 

押してい る 間だけ パノラ ミック ラ 
メラールーフび閉じます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


パノラミックラメ ラールーフ 
知識 

• パノラミックラメラールーフは 
車外からリモコン操作で開閉す 
ることびでさます （3-1 1)。 

• パノラミックラメラールーフを 
開いて走行しているとさ、走行 
風の影響などで空気の振動を感 
じる場合は、パノラミックラメ 
ラールーフの開度を変えるかド 
アウインドウを少し開くと、解 
消することびあります。 

• パノラミックラメラールーフを 
開閉でさないとさは、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


ま意！ 

• 走行中はパノラミックラメ 
ラールーフから頭や手を出さ 
ないで<ださい。けびをする 
おそれびあります。 

• パノラミックラメラールーフを 
閉じるときは、手や首などを挟 
まないよラにま意して < ださい。 
特に子供にはま意してください。 

• パノラ S ックラメラールーフ 
やルーフの開口部に腰をかけ 
たり、荷物を載せたりして大 
さな力を加えないで<ださい。 
パノラミツクラメラールーフ 
やルーフを損傷するおそれび 
あります。 


-車から離れるとさや洗車すると 
きは、ドアウインドウとパノラ 
ミックラメラールーフび完全に 
閉じていることを確認してくだ 
さし、 


• パノラミックラメラールーフの 
開口部から、角のあるわのなど 
を出し入れしないでください。 
パノラ S ックラメラールーフの 
シール部を損傷するおそれびあ 
ります。 

-降雨後や降雪後にパノラミック 
ラメラールーフを開くときは、 
ルーフ上の水や雪などを取り除 
いてください。車内に水や雪な 
どび入るおそれびあります。 
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運乾ずる前に 


パノラミックラ メラールー フ 

パノラミックラメラールーフの開閉状 
態にかかわらず、手動で開閉すること 
びでさます。 

サンシェードを開閉ずる 

► グリップ③を持ってヴンシェード 3 

①を開閉します。 — 


① サンシェード 

② グリップ 
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運転ずる前に 




1ルームミラー 1 

警告 

A 

S ラー類は必ず走行前に、 

後方び 


十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 

注意！ 





P が . 4 み 2079 -31 


ルームミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ずドア 
ミラーでわ後方を確認してくださ 
い。また、肩ごしに直接斜め後方 
を確認してください。 


ルームミラーの角度を調整ずる 

► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



_ P 68.40 -3079-31 

①ノブ 


ルーム S ラーを 防ににずる 

► ノブ①を手前に引さます。 
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運転ずる前に 


II ■ 


自動防に機能* 



①センサー 

周囲び暗 <、エンジン スイッチび1か 
2の位置のとさ、ルーム S ラーのセン 
ヴー①が後続車のライトを感知する 
と、 自動的に ルームミラーの 色の濃 
度び変わり眩しさを防止します。 


知識 

•ルームミラーのセンヴーに後方 
からのライトび当たらないとさ 
は自動防較機能び働かないこと 
びあります。 

-セレクターレバーび ra に入つ 
ているとさやフ□ントルームラ 
ンプび点灯しているときは自動 
防眩機能び解除されます。 


ま意！ 

• ルームミラーのガラスび損傷す 
ると、液体び漏れ出すことびあ 
ります。この液体は物を腐食さ 
せる性質びありますので、目や 
皮膚に直接触れないよラ注意し 。 
てください。 I 

-万一、液体び目に入ったとさや 
皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 

. 液体び車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水を湿らせ 
た布などでおさ取ってくださ 
し^。塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• ルームミラーの巧れを取るとさ 
にガラスク U —ナーを使用する 
ときは、必ず指定サービスエ場 
にご相談くださし、ガラスクリー 
ナーによっては、ルームミつ一び 
変色するおそれびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 




ドアミラー 


「ドアミラーの角度調整 



① 助手席側ドアミラー選択スイツチ 

② 運転席側ドアミラー選択スイツチ 

③ 調整スイッチ 


警告 A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 


エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに調整でさます。 

ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整したい側のドア S ラー選択ス 
イッチ①または③を押します。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯が 
点灯している間に、調整スイッチ③ 
を操作してドアミラーの角度を調 
整します。 


知識 

• ドアミラーの角度を調整しない 
まま約]己秒間経過すると、ド 
ア S ラー選択スイッチの表示灯 
は消灯します。 

• ドアミラーには ヒーターび 装備 
されています。じ(下のときには 
自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 

〇リアデフォッガー（6-12、 
26) を使用しているとさ 
〇外気温度び低いとさ 


ま意！ 

• ドアミラーに写った像は実際よ 
りわ遠くにあるように見えます。 
ドアミラーで後方を確認すると 
さは十分注意して < ださい。 

-ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ず 
ルーム S ラーで わ後方を確認し 
てください。また、肩ごしに直 
接斜め後方を確認して < ださい。 

• ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行者など 
に十分注意してください。 

• ドアミラーの巧れを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用すると 
きは、必ず指定サービスエ場に 
ご相談ください。ガラスクリー 
ナーによっては、ドアミラーが 
変色するおそれびあります。 
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ドアミラーの格納/展開 



①格納/展開スイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに操作することびでさます。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ①を押します。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ①を押 
します。 


運転ずる前に 




ま意！ 

• ドアミラーは手で格納したり、 
展開しないでください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあ 
ります。 

-走行するときはドアミラーを展 
開してください。 

-ドアミラーを格納/展開してい 
るとさは、身体や物び挟まれな 
いよラにま意してください。車 
の周りに子供びいるとさは、特 
に注意して < ださい。 

. 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 


知識 

• リモコン操作での施錠時にドア 
ミラーを格納することびでさま 
す。詳しくは（3-9、4-36)を 

ご覧ください。 

• エンジンを停止して停車して 
いるとさに歩行者などに当た 
り、ドアミラーびわずかに戻 
された場合、次にエンジンを 
始動し、速度び約己日 km / h に 
達すると、ドアミラーび展開 
します。完全に展開しないと 
きは、格納/展開スイッチで 
展開して < ださい。 

-走行速度び約日日 km / h 仪上のと 
さは、スイッチでドアミラーを 
格納することはできません。 
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運転ずる前に 





①□ック解除八ンドル 


ステアリング位置を調整ずる 

► ステアリング下の□ック解除八ン 

ド J レ①を手前に弓 I さます。 

ステアリングを前後上下に動かし 

て正しい位置に調整します。 

► □ック解除八ンドル①を前方に押 

して□ックします。 

ステア U ングび確実に□ックして 

いることを確認してください。 

注意！ 

• ステア U ングをいっぱいにまね 
した状態を長<保持しないで< 
ださい。ステアリング装置び損 
傷するおそれびあります。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引するときは、十分ま意し 
てください。エンジンび停止し 
ていると、通常のとさに比べて 
ステアリング操作に非常に大さ 
な力が必要です。 


A 


-ステアリングの調整は、必ず運 
転前に行なってください。運転 
中に調整すると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持たないでください。万一 
のとさ、エアバッグの作動を妨 
げるおそれびあります。 

• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、バッジ、ステッ 
力一、 オーデイオの U モコンな 
どを貼り付けないでください。 
エアバッグの作動を妨げたり、 
作動時にけびをするおそれがあ 
ります。 
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メーター パネル 


の® ③ 



⑩@ © 


運転ずる前に 


I II ■ 



3-57 













運転ずる前に 


I II 


「の水温計 _ ] I のス b - —トメーター _ 

冷却水の温度を表示します。 車の走行速度を km/h で表示します。 

知識 

• 指定の冷却水を適切な混合比で 
使用しているとさは、約] 2日む 
まで才ーバーヒートを起こしま 
せん。 


-暑い曰の渋滞時や上り坂び続< 
ときなどに、 ] 2ぴ C 付近を示す 
ことびありますが、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに;令却 
水に関する故障/警告メッセー 
ジ (10-8.10) び表示されな 
い限り、問題ありません。 


⑤ ESP 表示口 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは警告なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

走行中は ESP び作動したとさに点滅 
します。 



詳しくは（己- 38) をご覧くださし、。 
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運乾ずる前に 


I II ■ 


④方向指示表示な 


□□ 


方向指示灯や非常点滅灯を作動させた 
とさに点滅します。 

詳しくは（己-23、己- 24) をご覧くだ 

さい。 


r ⑥マ J レチフアンクシヨンディスプレイ I 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに点灯します。 

-運転席ドアを開いたとさや閉じた 
とさ（約 3 日秒後に消灯） 

-リセットボタンを押したとさ 
(約 3 日秒後に消灯） 

• エンジンスイッチを1か2の位置に 
したとさ（エンジンスイッチを0 
の位置にするか、エンジンスイッ 
チからキーを抜いたとさは、約 3 日 
秒後に消灯） 

. 車外ランプび点灯したとさ 


詳しくは （4- 1〜）をご覧ください。 


r ⑥タコ メータ~_ I 

] 分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 


3 
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運転ずる前に 


I II 


⑦シートベルト警告'灯 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯します（点灯しないとさは警告な 
び故障しています）。 

詳しくは （2-9) をご覧ください。 




エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは、警告灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯します。 


エンジン始動後に消灯しなかったり、 
エンジンびかかっているときに点灯し 
たときは A 目 S に異常びあります。通 
常のブレーキ時の制動能力は確保され 
ますわく、 A 巨 S 、 巨 AS 、 ESPI ま作動し 
ません。 


詳しくは（己- 36) をご覧くださし、 


I ま意！ 

A 巨 S 警告灯び点なしたとさは 
ESP 、 目 AS わ作動を停止します。 
指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 
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運転ずる前に 


I II ■ 


⑨エアバッグシステム 
警告な 


SRS 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、2の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消な 
します。 

詳しくは に- 11) をご覧ください。 


r ⑩燃料計_ ] 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンク容量は約己 4 U ットルです。 

ま意！ 

給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


r ⑩燃料残量警告'灯_ ] 

燃料の残量が少なくなると点灯しま 
す。また、マルチフアンクションデイ 
スプレイに"ネンリョウリサ''- 7'" と表示され 
ます。 

警告灯び点灯したとさの残量は約6 
リツトルです。 


知識 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になります。 
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運転ずる前に 


I II 


⑩ エンジン警告な 



エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消なしないとさやエ 
ンジンびかかっているときに点灯した 
とさは、エンジンの制御システムに異 
常びあります。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


知識 

-エンジン警告灯び点なするとエ 
ンジンびエマージェンシー モー 
ドになることびあります。エ 
マージェンシー モー ドではエン 
ジンの回転数び制限されアクセ 
ルペダルを踏んでちエンジンの 
回転び上昇しなくなります。こ 
の場合、低速で走行でさること 
わありますび、ただちに安全な 
場所に停車し指定サービスエ場 
に連絡してください。 

-燃料切れの場合にエンジン警告 
灯び点灯したとさは、燃料を補 
給した後にエンジン始動を3〜 
4回繰り返すと、エマージェン 
シーモードび解除されます。 


⑩ ハイ ビーム 表示な 

へツドランプを上向さで点灯させたと 
きに点灯します。 
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運転ずる前に 


I II ■ 


⑩ へッドランプ表示'灯 


敬ブレーキ警告'灯 


へッドランプを点灯させたとさに点な 
します。 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点なし（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 


ま意！ 

-ブレーキ液び不足して点灯した 
ときはブレーキシステムに漏れ 
びあることび考えられます。安 
全な場所に停車して、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 ご 


またじ(下のよラなとさに点灯します。 

-ブレーキ液の量が不足しているとき 

-パーキングブレーキを解除してい 
ないとさ 


-パーキングブレーキを解除して 
わ消灯しないときは、ただちに 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 
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運転ずる前に 


I II 


⑩ 可変スピードリミッター 
表示'灯 


LIM 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


また、可変スピードリミッターを作動 
させたとさに点なします。 


詳しくは （己- 49) をご覧くださし、。 
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⑩ メーターパネル照度調節ボタン/ 
_リセットボタン_ 

メーターパネル照度調節ボタン 

車外ランプび点灯しているとさにメー 
ターパネルの日月るさを調節でさます。 

► ボタンを時計回りにまわして保持 
すると明るくなります。 

► ボタンを反時計回りにまわして保 
持すると暗くなります。 


リセツトボタン 

卜 U ツプメーターや各種設定などをリ 
セツトするとさに使用します。 










ステアリングスイッチ 

4-2 

メイン画を一覽 

4-3 

車両情報 

4-4 

才ーデイオ 

4-14 

ナビ ゲーシヨン. 進巧方向方位表示 
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4. マルチフアンクシヨンディスプレイ 


故障表示 

4-15 

各種設定 

4-17 

トリップコンピューター 

4-37 

電話 

4-41 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ステアリングスイッチ 



※画面表示や操作ち法などは予告な<変更さ 
れることびありまず。 


名称 

①マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 
■■ 各種設定の設定グループ 
B 選択画面でグループを選 
択したり、設定項目画面 
で機能のオン/オフを選 
択します。 

各メイン画面とオーディ 
才画面表示中に操作する 
と、音量を調節でさます。 

③ 通話開始/終了スイッチ（電話） 

S 電話を受信/切断するこ 
因 とびでさます。 

④ 表示切り替えスイッチ 

^ メイン画面を選択します。 

固 

⑥スク□ールスイッチ 

ES 選択したメイン画面内の 
区 a 各画面を切り替えます。 


A 


マルチファンクシヨンデイスプレ 
イを操作するとさは、常に周囲の 
状況にを意してください。 


ま意！ 

走行中にステアリングのスイツチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びらスイッチを操作すると、事故を 
起こすおそれびあります。 


※電話の操作については、別冊 [Audio 20 
取扱説日月書」または「マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラー取扱説日月書」をお読み 
ください。 


4-2 














マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メイン画面一覧 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関する各種情報や故障/ 
警告メッセージなどを表示するシステ 
ムです。 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに操作できます。 


① 

車両情報 

4-4 

③ 

オーディオ 

4-14 

③ 

ナビ ゲー シ ヨン. 

進行方向方位表示* 

4-14 

④ 

故障表示 

4-1 己 

⑥ 

各種設定 

4-17 

⑥ 

卜 U ッカンピュ ー57— 

4-37 

⑦ 

電話 

4-41 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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マルチファンクシヨジディスプレイ 





①車両情報メイン画面 4-5 

(トリツプメーター/ 

オドメーター） 

③車両情報サブ画面 4-6 

(外気温度表示/走行 
速度表示/時刻表示/ 

シフト位置表示/変速 
比（ギア）表示/走行 
モード表示） 


③ 

タイヤ空気圧警告シス 
てム画面 

4-7 

④ 

走行速度/外気温度表 

4-10 


TJX 画面 


⑥ 

メンテナンスインジケ 

4-1 1 


—夕一画面 



※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



① トリップメーター 

② オド メーター 


トリツプメーター 

U セツト後の走行距離を表示します。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を 
表 7J\ します。 


車両情報メイン画面を表示させる 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


車両情報^ ■ 

トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► リセットボタン （3-64) を、表示 
び0.日になるまで押し続けます。 


4 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


r 車両情報サブ画面 



① 外気温度/走行速度表示 

② 時刻表;^ 

③ シフト位置/変速比（ギア）表示 

④ 走行モード表示 

が気温度/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
ター"の"車両情報サブ画面の表示設 
定画面" （4-22) で行ないます。 


時刻表示 

時刻を表示します。 

知識 

時刻は、マルチフアンクシヨンコ 
ント□ーラー*に連動して自動的 
に調整することびでさます （4- 

24)。 

シフト位置/変速比（ギア）表示 

オートマチックトランス S ッシヨンの 
シフト位置を表示します（5-6)。 

また、マニュアルシフトを選択した 
とさの変速比（ギア）を表示します 

(5-9) 〇 

走行モード表示 

オートマチックトランスミッシヨンの 
走行モードを表示します（5-7)。 


A 


温度表示び crcii (上でわ、路面び凍 
結していることびあります。走行 
には十分ま意してください。 


注意！ 

外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

知識 

温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、温度表示は路面 
からの簡射熱などの影響を受けま 
す。したびって、温度表示び実際の 
外気温度と異なることびあります。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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r タイヤ空気圧警告システム画面 I 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧び低下するこ 
とにより他のタイヤとの回転速度に 
差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
お 7J\ します0 



ンディスプレイ 




タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

-カーブを巧びっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

-砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやすい路面を走行している 
とさ 

-積雪路や凍結路などを走行してい 
るとさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• 応急用スペアタイヤを装着してい 
るとさ 

• ルーフに荷物を積んだり、重い荷物 
を積んで走行しているとき 

上記に該当しない条件で約2日 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 
び検知されると警告び行なわれます。 


A 


-空気の入れすざなど、誤った夕 
イヤ空気圧の調整に対しては警 
告び行なわれません。燃料給油 
ロフラップの裏側にあるタイヤ 
空気圧ラベルを参照し、必ず規 
定の空気圧に調整してください。 4 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏れ 
た場合などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではありません。 

-急激な空気圧低下（タイヤに異 
物び貫通した場合など）に対し 
ては警告を行なラことびでさま 
せん。このとさは、急ブレーキ 
や急八ンドルを避け、しっかり 
ステアリングを支えなびら、 

徐々に減速して安全な場所に停 
車してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 

(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとき 

-新しいホイールやタイヤを装着し 
たとさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （8-17) を参照して、す 
ベてのタイヤび、適正な空気圧に 
調整されていることを確認してく 
ださい。 

警告 A 


► エンジンスイッチを2の位置にし 

ます。 

知識 

• マルチフアンクションディスプ 
レイに"夕仆クウキアツケイ]クイク''ニッショ 
ンオンテ'' シヨウカノウ"と表示されたと 
さは、エンジンスイッチを2の 
位置にしてください。 

• エンジンスイッチを2の位置に 
してタイヤ空気圧警告システム 
画面を表示させたとさに、一瞬 
"夕仆クウキ7ツケイ]ク ] ショウ"と表示さ 
れることがありますび、異常で 
はありません。 



► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 


► 0または区 a を押して、タイヤ空 
気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

"夕仆クウキアツケイ]クサドウメニユ R ホ''タン" 
と表示されます。 

► リセットボタン (3-64) を押します。 


タイヤ空気圧警告システムは、夕 
イヤ空気圧び適正に調整されてい 
ないとさは、正常に作動しません。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆ケイ]クサイシドウ？"と表示さ 
れます。 


► ■■を押して、"パイ"を反転表示に 
します。 



タイヤクウキ 
アツケイコク 
ヴイシドウ 

/ 



广 2 

180 


巨 

200;) 




マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クサイシドウ"と表 
示されます。 


数秒後に、タイヤ空気圧警告シス 
テムび作動を始めます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


車両情報 ■ 

知識 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆ケイ]クサイシドウ？"と表示さ 
れてから、約]己秒間何も操作しな 
いと、タイヤ空気圧警告システム 
画面に戻ります。 


4-9 









マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


走行速度/外気温度表示画面 



① 走わ娃度表 7 J \ 

② 外気温度表示 


走行速度または外気温度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
一"の"車両情報サブ画面の表示設定 
画面" （4-22) で行ないます。 

走行速度/外気温度表示画面を表示 
させる 

► 國または国を押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► 因または因を押して、走行速度 
/外気温度表示画面を表示させ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


知識 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイの走行速度の表示単位を 
km/h または mph に切り替える 
ことびできます（4-21)。 

-各種設定の"メーター"の"車両 
情報サブ画面の表示設定画面" 
(4-22) で"ガイキオン"を選 
択すると、この画面は走行速度 
表示になります。 

"車両情報サブ画面の表示設定 
画面"で"ソクド"を選択する 
と、この画面は外気温度表示 
になります。 


4-10 





















ンディスプレイ 


r メンテナンスインジケ—夕-画面 I 



走行距離や経過持間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
7J\ します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約]力月 
前になると、エンジンスイッチを2の 
位置にしたとさやエンジンびかかって 
いるとさに、メンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示されます。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻すとさは、リセット 
ボタンを押します。 

メンテナンスインジケーター画面は手 
動でち表示でさます。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► 0または区 a を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 


車両情報^ ■ 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化しま 
す。#には" A " から" H" までのアルフ 
ァベットび入ります。 

点検整備実施前の表示例 
"メンテナンス#アト XX ニチ" 

ソンテナンス#アト XXXX km " ^ 

点検整備実施時期になったときの表 
示例 

ソンテナンス#ウケテクタ''サイ!" 

点検整備実施時期を過ぎたとさの表 
示例 

下のよラなメッセージび表示され、 
警告音び鳴ります。 

"メンテナンス# XX こチ3 ]1テイの" 

ソンテナンス# XXXX km 3 ]1テイマス" 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 


ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表示やエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

• メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合 
は、保証などの対象外になるこ 
とびあります。 


知識 

-ソンテナンス A" "メンテナンス目"など、 
"メンテナンス"の後に表示される" A" 
から" H" のアルフアベットは、 
次回のメー カー指定点検整備の 
範囲び、点検項目の少ない点検 
整備から総合的な点検整備ま 
で、どれに該当するかを示すわ 
のです。ただし、日本では法定 
点検びあるため、これらの範囲 
は該当しません。 

• ソンテナンス A + " "メンテナンス巨 + " な 
ど、" A " から" H" のアルフアベ 
ットの後に "+ " の表示びある 
とさは、ブレーキ部品交換など 
の点検整備び含まれていること 
を 7J\ します0 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


-ブレーキパッドは次回のメーカ 
一指定点検整備(前に摩耗の限 
界に達することびあります。 
ブレーキパッドの交換につい 
ては、指定サービスエ場で相談 
の上、じ(下のよラに対処してく 
ださい。 

◊今回のメーカー指定点検整 
備で交換する 

◊後日に別途交換する 

-メンテナンスインジケーターび 
表示される時期は、運転スタイ 
ルや走行距離などにより変わり 
ます。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、次のメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることびあります。 

• バッテリーの接続を外している 
間の経過曰数は、加算されま 
せん。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に、指定ヴー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は]己，0日日 km 、 日数では36己曰に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 


I ま意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 



※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


オーディオ/ナビゲーシヨン-進行方向方位表示 



音量調節 

► ■■または〇を押すと、音量を調 
節でさます。 

装備されているオーディオによって表 
示内容び異なることびあります。 

詳細については、別冊 「Audio 2日取 
扱説日月書」または「マルチフアンクシ 
ヨンコント □ ーラー取扱説日月書」を 
お読みください。 


オーディオの使用時にそれぞれの情報 
を表 7J\ します。 


才ーディオのメイン画面表示中に、 
巨 a または区 a を押すと、ラジオの選 
局や CD の選巧などびでさます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ナビ ゲーシヨン. 進行方向方位表示 


マルチフアンクシヨンコント□ーラー 
のナビゲーシヨン機能でルート案内を 
行なってし"》るとさに、ルート案内をマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに表 
示することびできます。 

ルート案内を行なっていないときは、 
進行方向の方位び表示されます。 

詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



故障表示画面 


①故障件数画面 

(この例では、]件故障があります) 

③ 故障メッセージ画面の例 


故障や異常び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示します。 

I 知識 

故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


故障表示^ ■ 

自動表示機能 

エンジンびかかっているときに故障や 
異常び発生したとさは、故障メッセー 
ジ画面び自動的に表示されます。 

ステアリングのや巨 a 区2、 

またはリセットボタンを押すと、故障 
メッセージび消えます。 

4 


4-15 














マルチフアンクシヨンディスプレイ 




故障メッセージを手動で確認ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに表示でさます。 

► MBI または 面11 を巧して、故障件数 
画面①を表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► 0または区 a を押して、故障メッ 
セージ画面③を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻ります。 


故障表示のリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に故障メッセージび表示されている 
とさは、エンジンスイッチを0の位置 
にすると、故障メッセージの表示び 
消えます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンを始動したとさ、再び故 
障メッセージび表示されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


ま意！ 

-表示される故障や異常は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示される内容わ限られ 
ています。故障や異常の表示 
は運転者を支援するちのです。 
発生した故障や異常に対処し 
て車の安全性を確保する責任 
は運転者にあります。 

-故障メッセージび表示されたと 
さは、必ず指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

-表示される故障/警告メッセー 
ジについては (10-2—) をご 
覧ください。 
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各種設定 





※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


© 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-18 

③ 

設定グループ選択画面 

4-18 

③ 

各種設定項目の初期化 

4-19 


曲を 


④ 

各種設定項目の初期化 

4-19 


完了画面 



I 注意！ 

走行中でわ設定を変更することび 
でさますび、安全のため、必ず停 
車中に操作してください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


r 各種設定メイン画面 



各種設定メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


r 設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に0 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
0を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示さ 
れます。 

設定項目画面を選択ずる 

► 0または区 a を押して、設定項目 
画面を選択します。 

設定項目や機能のオン/オフを選択 
ずる 

► ■■または D を押して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を選択します。 

選択した設定び記憶されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




「各種設定項目の初期化 



各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことびで 
さます。 

各種設定項目を初期化ずる 



セッテイ 
コウジョウ 
シユッカジ 
セッ テイ ニ 
リセット？ 



► 初期化画面の表示中(約5秒(内)に、 
U セツトボタンを押します。 

初期化び実行され、上記の初期化 
完了画面が表示されます。 


► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


► リセットボタン （3-64) を約3秒 
間押し続けます。 


上記の初期化画面び表示されます。 


知識 

-初期化画面び表示されてから約 
己秒間リセットボタンを巧さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-初期化すると設定グループ選択 
画面になります。 

-走行中に初期化操作を行なった 
とさは、安全のため、初期化さ 
れない項目びあります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびありまず。 
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マルチファンクシヨ 

1ジディスプレイ 

■ 各種設定 



① 

各種設定メイン画面 

4-18 

③ 

設定グループ選択画面 

4-18 

③ 

速度-距離単位設定 
画面 

4-21 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-22 

⑥ 

車両情報サブ画面の 
表示設定画面 

4-22 



※画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

18 )。 


► 各種設定メイン画面①表示中に巨 a 
を押して、設定グループ選択画面 
③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、"メータ 
一"を選択します。 

► E 3 を押します。 

メーターの最初の設定項目画面③ 
び表示されます。 



► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km にな 
ります。 

7ィル 

表示か mph 、 マイル、 
mi になります。 


4 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離などの表示単位の設定 
がでさます。 


注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの表示単位びマイル表示になっ 
ていると、誤って速度を超過する 
おそれびあります。必ず k m 
( km / h ) 表示を選択してください。 


知識 

Imphl ま約]. 6 knn / h 、] マイル 
( mi ) は約 1.6 km です。マイルに 
設定するとトリップメーターや卜 
U ップコンピューターなどちマイ 
ル表示になります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 





ディスプレイに表示する言語を設定す 
ることびでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホンゴ 

日本語表 7 J \ になります。 


車両情報サブ画面に表示する項目の設 
定びでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 


車両情報サブ画面の 

ソクド 

表示び走行速度にな 


ります。 


車両情報サブ画面の 

ガイキオン 

表示び外気温度にな 


ります。 

知識 


車両情報サブ画面の表示を切り誓 
えると、走行速度/外気温度表示 
画面 （4-10) の表示わ切り替わ 
ります。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 





①各種設定メイン画面 4-18 
③設定グループ選択画面 4-18 

③ 時刻の設定方法選択画 4-24 
面* 

④ 時刻の設定画面（持） 4-2 己 

⑥時刻の設定画面（分） 4-25 4 

⑥ 曰付の設定画面（曰） 4-2 己 

⑦ 日付の設定画面（月） 4-26 

⑧ 日付の設定画面（年） 4-26 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

18 )。 

► 各種設定メイン画面①表示中に巨3 
を押して、設定グループ選択画面 
③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

または〇を押して、"ジコク 
ツケ"を選択します。 

► E 3 を巧します。 

ジコク/ヒツケの最初の設定項目 
画面③または④び表示されます。 


時刻の設定方法選択画面* 



車両情報ヴブ画面に表示される時刻 
をマルチファンクシヨンコント □— 
ラー*の時刻に連動させることびで 
さます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

車両情報サブ画面に表示さ 
れる時刻びマルチファンク 
オソションコント□—ラー*の時 
刻に連動します。 

車両情報サブ画面に表示さ 
オフれる時刻などを手動で設定 
I します（画面④〜⑧）。 

知識 

• オンを選択した場合、画面④〜 
⑧は表示されません。 

-各種設定項目を初期化してち、 
時刻や曰付は工場出荷時の設定 
になりません。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


時刻の設定画面（時) 



車両情報サブ画面の持刻表示の「時」 
を設定します。 

► ■■または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


時刻の設定画面（分) 



車両情報サブ画面の時刻表示の「分」 
を設定します。 

► ■■ または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 




曰付の設定画面（曰） 



日付の「曰」を設定します。 

► ■■または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 

曰付の設定画面（月） 



日付の「月」を設定します。 

► ■■ または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


曰付の設定画面（年) 



曰付の「年」を設定します。 

► ■■または〇を押して、反転部分 
の数字を修正します。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-18 

③ 

設定グループ選択画面 

4-18 

③ 

へッ ドランプ点な モー 
ド設定画面 

4-28 

④ 

□ケイ ター ライティン 
グ設定画面* 

4-29 

⑥ 

車外ランプ消な遅延機 
能設定画面* 

4-30 

⑥ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-31 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

18 )。 

► 各種設定メイン画面①表示中に巨3 
を押して、設定グループ選択画面 
③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、"ライト" 
を選択します。 

► Eg を押します。 

ランプの最初の設定項目画面③び 
表示されます。 


へッドランプ点'灯モード設定画面 



へッドランプの点灯モードの設定びで 
さます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

常時点なモードです。 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どび常に点灯します。 


手動点灯モードです。 

へッドランプなどを 
点灯するときはラン 

マニュアル 

プスイッチを操作し 
ます。 

日本ではこのモード 
に設定してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




知識 

-常持点灯モードは、走行中の昼 
間点灯び義務付けられている諸 
国に対応しています。日本では 
手動点なモードに設定して使用 
してください。 

-常時点なモードで自動的に点な 
するランプは、ヘッドランプ、 
車幅巧、テールランプ、ライセ 
ンスランプです。へッドランプ 
を上向きにしたり、フォグラン 
プなどを点灯するときは、各ス 
イツチを操作してくださし、。 


□ケイターライティング設定画面* 



周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 
すると車外ランプび点灯する機能の設 
定びでさます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

周囲び暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠すると、車幅 
オン 灯、フ□ントフォグランプ、 

テールランプ、ライセンス 4 
ランプび点灯します。 — 

□ケイターライティングは 
ホノ 作動しません。 

詳しくは （3-9) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


車がランプ消灯遅延機能設定画面: 



周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と車外ランプび点灯する機能の設定び 
でさます。 


■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅灯、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点灯し、ドア 
やテールゲートを開いて 
閉じた後、約]己秒後に 
消灯します。 




オフ 

車外ランプ消な遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは （己- 20) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


4-30 
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各種設定 


ルームランプ消丹遅延機能設定画面 



オートライト非装備車 

ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイッチからキーを抜く 
と、ルームランプび点灯する機能の設 
定びでさます。 

オートライト装備車 

周囲び暗く、ルームランプび自動点灯 
モードのとさにエンジンスイッチから 
キーを抜くと、ルームランプび点灯す 
る機能の設定びできます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 設定内容 

ルームランプび自動点な 
モードのとさにエンジン 
オン スイッチからキーを抜く 

と、ルームランプび約 
] 日秒間点灯します。 

. _ ルームランプ消灯遅延機 

スゾ 能は作動しません。 

詳しくは （6-28) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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① 

各種設定メイン画面 

4-18 

③ 

設定グループ選択圓岛 

4-18 

③ 

ウィンタータイヤスピー 

4-33 


ドリミッタ ー 設定画面 


④ 

車速感応ドア□ック設 

4-34 


定画面 




















ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

18)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に巨 a 
を押して、設定グループ選択画面 
③を表示させます。 


設定グループを選択ずる 


■■または〇を押して、"シャ U 
ヨウ"を選択します。 


► E3 を押します。 

シヤ U ョウの最初の設定項目画面 
③び表示されます。 


ウイ ンタータイ ヤス ピー ドリミツ ター 
設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでさますび、法定 
速度を守つて走行してください。 


► ■■または〇を押して、設定内容 
を選択します。 


表示 

設定内容 


ウィンタータイヤス 

オフ 

ピードリミッターは 
作動しません。 

230 km/h 

220 km/h 

210 km/h 

200 km/h 

1 90 km/h 

1 80 km/h 

1 70 km/h 

1 eOkm/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定され 
ます。 

知識 


4 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


ウィンタータイヤスピードッ 
ターを設定しているとさは、可変 
スピードリミッター (5-46) で設 
定でさる制限速度は、ウィンター 
タイヤスピードリミッターの設定 
速度び上限となります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約]己 km / hLU 上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動 
的に施錠する機能の設定びできます。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは （3-31) をご覧くださし、 
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[コンフオート 



※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-18 

③ 

設定グループ選択画面 

4-18 

③ 

施錠時のドア S ラー格 

4-36 


納設定画面 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

18 )。 


► 各種設定メイン画面①表示中に巨3 
を押して、設定グループ選択画面 
③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、"コンフ 
オート"を選択します。 


► Eg を押します。 


施錠時のドアミラー格納設定画面 



リモコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納する機能の設定びできます。 


コンフオートの設定項目画面③び 
表示されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 設定内容 

U モコン操作での施錠時 
オン にドアミラーが格納され 

ます。 

リモコン操作での施錠時 
オフ にドアミラーは格納され 

ません。 

詳しくは （3-9) をご覧ください。 
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※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター ■ 


① 

ショートト U ップメー 
ター画面 

4-38 

③ 

□ングトリップメータ 
一画面 

4-39 

③ 

走行可能距離画面 

4-40 


知識 4 

エンジンスイッチを0の位置にす 
るかエンジンスイッチからキーを 
抜くと、次にエンジンスイッチを 
1の位置にしたときには、前回表 
示してし"'た画面び表示されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① エンジン始動からの走行距離 （ km ) 

② エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

③ エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 

④ エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 


ショートトリップメーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
表 7 J \ します0 


エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過すると、ショートトリップメー 
ターは自動的にリセットされます。 

ショートトリップメ ーター画面を表 
示させる 

► またはを押して、トリッ 
プコンピューター画面のいずれか 
を表示させます。 

► 0または区3を押して、ショート 
トリップメーター画面を表示させ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


ショート トリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

ショー トト リッ プ メーターは 手動でわ 
IJ セッ トでさます。 

► ショートト U ップメーター画面が 
表示されているときに、メーター 
パネルのリセットボタン （3-64) 
を押し続けて、表示を U セットし 
ます。 

知識 

リセット後、ショートトリップメー 
ターは、999時間経過後、または 
9,999 km 走行後に自動的にリセ 
ットされます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


「□ングトリップメーター画面 



① U セツトからの走行距離 （ km ) 

② U セツトからの経過時間 （ h ) 

③ U セツトからの平均速度 （ km / h ) 

④ U セツトからの平均燃費 （ km / I ) 


□ングト IJ ツプ メーターは、 IJ セツ 
卜したとさを起点とした情報を表示 
します。 

□ングトリツプメーター画面を表示さ 
せる 

► またはを押して、トリツ 
プコンピューター画面のいずれか 
を表示させます。 

► 0または63を押して、□ング 
トリップメーター画面を表示させ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


トリップコンピューター ■ 

□ ングトリップ メーターを リセットずる 

► □ングト U ップメーター画面び表 
示されているときに、メーターパ 
ネルのリセットボタン （3-64) 

を押し続けて、表示をリセットし 
ます。 

知識 4 

リセット後、□ングトリップメー — 
ターは、9,999時間経過後、また 
は99,999 km 走行後に自動的にリ 
セットされます。 
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マルチファンクシヨ 

1ンディスプレイ 

トリップコンピュ- 



「走行可能距離画面 



現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 

走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► またはを押して、トリッ 
プコンピューター画面のいずれか 
を表示させます。 

► 0または区 a を押して、走行巧 
能距離画面を表示させます。 

注意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大さく変動することびありますの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
油してください。 


※画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 


燃料残量び少ないとさは、(下のマー 
クび表示されます。 



最寄りのガソリンスタンドですみやか 
に給油してください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



電話画面を表示させる 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 


通話ずる（電話を受信ずる） 

► 電話びかかってきたときにステア 
U ングの通話開始スイツチ S を 
押します。 

電話を受信でさます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステアリングの通話終了スイツ 
チ ロ习 を巧します。 

電話を切断でさます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


電話 

メモリー番号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をか 
けることびでさます。 

► 電話画面表示中に、 【 g または区 a を 
押して、電話をかける相手先のメモ 
リー番号を選択します。 

► ステアリングの通話開始スイッ 
チ BS を押します。 


詳細については、別冊 「Audio 2日取 
扱説明書」または「マルチフアンクシ 
ヨンコント□ーラー取扱説明書」を 
お読みください。 
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運転ずるとを 


ンスイッチ 



警告 A 


ごく短時間でわ、車から離れると 
さはエンジンスイッチからキーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、乂災などの 
事故び発生するおそれがあります。 
また、炎天下では車内び非常に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
びあります。 


作動内容 

⑩〇 

:キーを差し込む/抜<位置 

①1 

:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
さの位置 

③2 

:走行するとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
さます。 


③3:エンジンを始動する位置 


エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放す 
と、自動的に スターターび 
作動し続け、エンジンび始 
動します。 


ッッチ乂夕ート 

エンジンスイッチを③の位置までま 
わすと、手を放しても自動的にスタ 
一夕一び作動し続け、エンジンび始 
動します。 
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運乾ずるとき 


注意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
で<ださい。エンジンブレーキ 
び効かな<なります。また、ブ 
レーキやステアリングの操作に 
非常に大さな力び必要になり 
ます。 

• 車のバッテリーあびりを防止す 
るために、駐車時は必ずエンジ 
ンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。 

• エンジンスイッチにェマージェ 
ンシーキーを差すことはでさま 
せん。 


知識 

• セレクターレバーび la に入っ 
ていないとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くことびで 
さません。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
かずに⑩の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このときは、 
キーをいったん抜さ、再度差し 
てからまわしてください。 

-キーの発信部び覆われていたり 
巧れていると、エンジンを始動 
でさな < なります。 


エンジンスイッチ 

I ステアリング□ック I 

ステアリングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

ステア U ングび □ ックされます。 

ステアリング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
みます。 

ステアリングの□ックび解除され 5 
ます。 "" 
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運転ずるとを 


エンジンの始動と停止 


ンジンの始動と停止 


r エンジンを始動ずる_ I 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みます。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 


ま意！ 

• エンジンは、セレクターレバー 
び ra に入っているときわ始動 
でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入 
れ、 ブレーキ ペダルを踏んで始 
動して < ださい。 

• 少しでわ車を動かすときはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 


知識 

• ランプやエアコンディショナー 
など、バッテ U —の負担になる 
装置を停止しておくと始動性び 
良くなります。 

• エンジンを始動する前にセレク 
ターレバーを1〇か13に入れ 
ると、マルチフアンクション 
ディスプレイに"スタ-卜 A キ''ヤイチ 
N ニシフト"と表示されます。エン 
ジンを始動するときは、セレク 
ターレノ（一を la に入れてくだ 
さい。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運乾ずるとき 


r エンジンが姪動しないとき_ I 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動します。 

それでちエンジンを始動でさないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


[エンジンを停止ずる 



► 完全に停■車します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、 パー 
キングブレーキレバーを確実に引 
き、セレクターレバーを la に入れ 
ます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


エンジンの始動と停止 ■ 

注意！ 

水温び高めのとさは、少しの間ア 
イドリング状態でエンジンを;令却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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運転ずるとを 


オートマチックトランス5ッシヨン 


オートマチックトランスミッション 
(才ートト□ニック） 


r シフト位置表示 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを 2 の位置にする 
と、マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにシフト位置①び表示されます。 

選択されているシフト位置は反転して 
表示されます。 


(才ートト□ニック） 


► セレクターレバー③を動かして、 
シフト位置を選択します。 

知識 

エンジンスイッチび 2 の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを la から動かす 
ことはでさません。 

I ま意！ 

シフト位置を選択するとさは、完 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで行なつてください。 


シフト位置 


■a 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

旧 

リバース 

後退するとさの位置 

ニュートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してわらラことで車を移動できます。 

田 

走行するとさの位置 

ドライブ 

路面状況やアクセルペダルの踏み加減、走行モードや走行速度 
などに応じて、自動的に最適な変速比(ギア)び無段階に設定され 
ます。 
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走行モード 



③走ィ了卜表 w 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックトランスミッションの走行モー 
ドを切り替えることびできます。 
選択された走行モード③はマルチ 
フアンクションディスプレイに表示 
されます。 


運起ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン（オートト□ニック） 

走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ④を押し 
ます。 

C モードー S モードー C モードと 
切り替わります。 


5 


警告 A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してください。 



④走行モード選択スイツチ 


走行モード 


C モード 

S モードより早めにシフトアップび行なわれます。ゆるやか 
な運転や滑りやすい路面を走行するとさに適しています。 

S モード 

十分な加速を得たいとさに使用します。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時のちので、予告なく変更されることびあります。 





















運転ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン（オートト□ニック） 


r ファスト-オフモード_ I 

走行モードを S モードにしているとき 
にアクセ j レペタ V レを素早く踏み込むと、 
ファスト•オフモードになり、オート 
マチックトランスミッシヨンの変速比 
(ギア）び固定されます。 

これにより、素早く加速びでさ、また 
エンジンブレーキを効かせなびら走行 
することびでさます。 

アクセルペダルを一定(上戻すと、 
ファスト-オフモードは自動的に解 
除されます。 


r マニュアルシフト 

7速マニュアルトランスミッシヨンと 
して使用することびでさます。 

警告 A 


滑りやすい路面状況では、シフト 
ダウンによってエンジンブレーキ 
び効くと、駆動輪びグリップを失 
ラおそれびあります。シフトダウ 
ンするときは十分ま意してくださ 
い。また、滑りやすい路面状況で 
駆動輪を空転させると、駆動系部 
品を損傷するおそれびあります。 



⑥シフトダウン 
⑥シフトアップ 


注意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 
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マニュアルシフトを選択ずる 

► セレクターレバーび HI のときに 
⑥側へセレクターレノ く一を操作し 
ます。 

そのとさの走行速度やエンジン回 
転数に応じて、自動的に変速比 
(ギア）び選択されます。 

または 

► ⑥側へセレクターレバーを操作し 
ます。 

そのとさの変速比（ギア）のまま 
で、マニュアルシフトになります。 


運乾ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン（オートト□ニック） 



⑦ 走わ卜表 TJX 

⑧ 変速比（ギア）表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
走行モード表示⑦に" M " が表示され 
ます。 

また、選択された変速比（ギア）⑧び 
反転して表 7 J \ されます。 


シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑥のち向に操 
作します。 

] 段上の変速比（ギア）にシフト 
アップします。 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを⑥のち向に操 
作します。 

] 段下の変速比（ギア）にシフト 日 
ダウンします。 — 

または、 

► セレクターレバーを⑥の方向に操 
作して保持します。 

加速や減速に最わ適した変速比 
(ギア）にシフトダウンします。 


5-9 








運転ずるとを 


オートマチックトランス5ッシヨン 
ま意！ 

-運転者びシフトアップ/ダウン 
操作をしなくても、速度とエン 
ジン回転数に応じて、自動的に 
シフトアップ/ダウンすること 
びあります。 

• 運転者びシフトアップ/ダウン 
操作をしてち、選択した変速比 
(ギア）び適切でない場合は、 
エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

I 知識 

停車すると、変速比（ギア）は] 
速になります。 


(才ートト□ニック） 

オートマチックシフトに戻ず 

► セレクターレバーを⑥側に操作し 
て保持するか、⑥側に続けて2回 
操作します。 

マニュアルシフトを選択する前の 
走行モードに戻ります。 

または 

► 走行モード選択スイッチ④を押し 
ます。 


知識 

• マニュアルシフトを選択した状 
態でエンジンを停止すると、エ 
ンジン再始動時にはオートマ 
チックシフトになります。 

• マニュアルシフトを選択した 
状態でセレクターレノ（一を|〇 
じ(外の位置にすると、マニュ 
アルシフトは解除され、オー 
トマチックシフトになります。 
このとさは、マニュアルシフ 
卜を選択する前の走行モード 
になります。 
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運乾ずるとき 


オートマチック車の運転 


運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、 


オートマチック車の特性 
クリープ現象：エンジンびかかってい 
ると き、 セレクターレバーび13 、 tSi 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込むと、自 
動的に低い変速比（ギア）に切り替わ 
り、エンジンの回転数び上びって素 
早く加速します。これをキックダウ 
ンといいます。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを ra に入れます。 

警告 A 

アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しなし^でく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

► パーキングブレーキを解除します。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


オートマチック車の運転 

ま意！ 

急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


通常走行 

通常はセレクターレバーを1〇に入れ 
て走行します。路面状況やアクセルぺ 
ダルの踏み加減、走行モードや走行速 
度などに応じて、自動的に最適な変速 
比(ギア)び無段階に設定されます。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを la に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

• エンジンび冷えているときは、 
より高いエンジン回転数でシフ 
トアップび行なわれます。これ 
により、排気ガスを浄化する 
触媒びより早く適正温度に達 
します。 

•才ートマチックトランスミッ 
シヨンは、運転者の運転の仕方 
に合わせて、自動的に変速の夕 
イミングを制御します。運転者 
や運転スタイル、運転状況び変 
わったときは、変速タイミング 
もそれに合わせて変化します。 


素早く加速したいとき 

アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込むと、キックダウンし、素早く加速 
します。 

I ま意！ 

キックダウンするときは、周辺の 
状況にま意しなびら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 

下り坂での走行 

下り坂を ra で走行すると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出すざ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じてマニュアル 
シフトで低い変速比（ギア）を選択 
します。 

エンジンブレーキの効さび強くな 
ります。 
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運乾ずるとき 


エンジンブレーキ：走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生するエン 
ジン内部の抵巧を利用した減速をエ 
ンジンブレーキといいます。低い変 
速比（ギア）のとさほど効さび強くな 
ります。 


警告 A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けたり、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


滑りやずい路面での走行 

走行モード（己- 7) を C モードに切り誓 
え、急加速や急減速を避けた運転を/こ N 
びけて < ださい。 

警告 A 


滑りやすい路面では、低い変速比 
(ギア）を選択することによる急激 
なエンジンブレーキを効かせない 
でください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

注意！ 

エンジンの許容回転数を超えるお 
それびある場合は、シフトダウン 
することはでさません。このとさ 
は、ブレーキペダルを踏んで減速 
してから再度操作し、速度に応じ 
たエンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 


オートマチック車の運転 

狭い場所で転回ずるとさ 

► ブレーキ ペダルを踏みなびら、走 
行速度を調整します。 

► 後方など周囲の安全を確認し、ゆ 
つくりと転回します。 


5 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


停車 

セレクターレバーを1〇に入れたまま 
ブレーキ ペダルを踏みます。 

やむを得ず停車び長くなるとさは、 
パーキングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを la に入れます。 


A 


停車中は空ぶかしをしないでくださ 
い。 万ー セレクターレバーび|〇か 
13に入ると、車び急発進して重大 
な事故を起こすおそれびあります。 


ま意！ 

-急な上り坂などでは、アクセ 
ルペダルの踏み加減によって 
停車状態を保たないでくださ 
し、。トランスミッションに負 
担びかかり、過熱や故障の原 
因になります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 
に踏み、ク U —プ現象で車び動 
かないよラにして < ださい。 

• セレクターレバーを ra に入れ 
るとさは、完全に停車してくだ 
さい。トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 


駐車 

► 完全に停車して、ブレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► セレクターレバーを■堂に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーをおさます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 

警告 A 


車から離れるとさは、必ずセレク 
ターレバーを la に入れ、パーキン 
グブレーキを確実に効かせてくだ 
さい。セレクターレバーを la に入 
れただけでは十分なブレーキ効果 
が得られず、坂道などで車び動さ 
出すおそれびあります。 
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注意！ 

-急な坂道で駐車するときは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。さらに輪止め 
をして、前輪の下り側を歩道側 
に向けて < ださい。 

-短時間でわ車から離れるとさ 
は、子供だけを車内に残さない 
でください。また、ドアウイン 
ドウやパノラミックラメラー 
ルーフ*を閉じ、施錠してくだ 
さい。 


運乾ずるとき 


オートマチック車の運転 


「1ゾーソェソゾーモート_ I 

トランスミッションに異常び発生し、 
変速比(ギア)び変更でさなくなったと 
さは、自動的にエマージェンシーモー 
ドに切り替わることびあります。 

この場合、(下のち法で走行でさる 
場合びあります。安全な場所まで移 
動して指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


エマージェンシーモードでの走行 

► 安全な場所に停車し、セレクター 

レバーを■堂に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 

て、約]日秒仪上待ちます。 

► エンジンを始動します。 

► セレクターレバーを1〇に入れます。 

前進でさます。 

または 5 

► セレクターレパーを13に入れます。 

後退でさます。 

ま意！ 

• エマー ジェン シー モードでも走 
行でさない場合びあります。指 
定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

• エマー ジェンシ ーモー ドで走行 
するとさは、動力性能び大さく 
制限されます。十分に注意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


パーキング□ックの解除 


ーキング□ックの解除 


セレクタ~レバ~を la から動かせな 
いとさは、じ(下の方法で動かすことび 
でさます。 

この作業はでさるだけ指定サービスエ 
場に依頼してください。 

I ま意！ 

セレクターレバーを動かすことび 
でさたとさでち、指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 



①カップホルダー 


パーキング□ックを解除ずる 

► パーキングブレーキを確実に効か 
せます。 

► カップホルダー①を上方に取り外 
します。 



② □ック解除ボタン 

③ ドライバーなど 


► ドライバーなど③で□ック解除ボ 
タン③を押しなびら、セレクター 
レバ~を la から動かします。 

注意！ 

□ック解除ボタン③は非常に高温 
になることびあるため、指などで 
直接触れないで<ださい。火傷を 
するおそれびあります。 
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運乾ずるとを 


ンプ 


ランプスイッチ 



オートライト装備車 

① ランプスイッチ 

② フ□ントフォグランプ表示灯* 

③ U アフォグランプ表示灯 

► ランプスイッチ①をまわして各位 
置に合わせます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


位置 

〇 


AUTO 


夕た 


^9 


作動内容 

すべてのランプび消灯 

周囲の明るさに応じて自 
動的に点灯/消灯 

車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプやス 
イツチなどの照明び点灯 

車幅ななどに加え、へッ 
ドランプび点灯 


注意！ 

• ランプスイッチを®3かの 
位置にしたまま、キーを抜いて 
運転席ドアを開くと、警告音び 
鳴り、マルチフアンクション 
ディスプレイに"ラ仆ショウトウ"と 
表示されます。このときはラン 
プを消灯してください。バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 

-エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点なしないでくだ 
さい。バッテリーびあびるおそ 
れびあります。 


ランプ M 

I へッドランプ（才ートライト装備車 )I 

へッドランプは手動または自動で点灯 
/消灯することびできます。 

へッドランプを手動で点なずる 

► ランプスイッチ①を画 g の位置に 
合わせます。 

ヘッドランプび点なし、メーター 
パネルのへッドランプ表示灯画 g 
び点灯します。 

へッドランプを自動で点'灯ずる — 

► ランプスイッチ①を四四の位置に 
合わせます。 

周囲び暗いとさ、エンジンスイッ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
び自動的に点なします。 

エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプわ自動的に点灯 
し、メーターパネルのヘッドラン 
プ表示灯画 g び点灯します。 
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運転ずるとを 




A 


ランプの点な/消なに関する責 
任は運転者にあります。ランプ 
の自動点灯機能は運転者を支援 
する機能です。 

じ(下の状況などではランプは自 
動的に点なしなかったり、点な 
していたランプび消巧して事故 
を起こすおそれびあります。こ 
のとさは、手動でランプを点灯 
してください。 

0 霧の中を走行するとき 

◊対向車のライトなどにより、 
センサーび正常に作動しない 
とさ 

ランプスイッチを LUiisi から^3 
の位置にするとさは、必ず停車 
してください。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こすおそれがあ 
ります。 


ま意！ 

ランプび自動的に点なしていると 
さは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開くと、 
警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"ラ仆ヲオフ7夕 
八キ-ヲヌイテクタ''サイ"と表示されます。 
このとさは、ランプスイッチ 
を匿 1 の位置にするか、エンジン 
スイッチからキーを抜いてくださ 
い。バッテリーびあびるおそれび 
あります。 

知識 

• フ□ントウインドウの上部中央 
には日月るさを感知するセンサー 
びあります。センサー部にス 
テッカーなどを貼付すると、自 
動点灯機能び働かな < なります。 

-トンネルなどの暗い場所や悪天 
候のときなどに、ランプは自動 
的に点灯することびあります。 


r へッドランプ（オートライト非装備車リ 

へッドランプを点なずる 

► ランプスイッチ①を^の位置に 
合わせます。 

ヘッドランプび点灯し、メーター 
パネルのへッドランプ表示灯^ 
び点灯します。 
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運転ずるとを 


ランプ ■ 


フォグランプ_ I 

ま意！ 

フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないと 
きじ(外には使用しないでください。 
対向車や後続車の迷惑になります。 


A 


ランプスイツチび团のの位置のと 
きは、フォグランプを点なするこ 
とびでさません（オートライト装 
備車)。 

霧の中を走行するとさは、あらか 
じめランプスイツチを^3の位置に 
してへッドランプを点灯してくだ 
さい。 


フ□ントフォグランプ非装備車 
リアフォグランプを点なずる 

► ランプスイッチ①の位置び区因ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を]段引きます。 

リアフオグランプが点なし、リア 
フオグランプ表示灯③び点灯し 
ます。 


フ□ントフォグランプ装備車 
フ□ントフォグランプを点'灯ずる 

► ランプスイッチ①の位置び区囚ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を]段引きます。 

フ□ントフォグランプび点灯し、 
フ□ントフォグランプ表示灯③び 
点灯します。 

フ□ント/リアフォグランプを点な 
ずる 

► ランプスイッチ①の位置び区囚ま 
たは^のとさ、ランプスイッチ 
①を2段引きます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点巧し、フ□ントフォ 
グランプ表示灯③とリアフォグラ 
ンプ表示な③び点なします。 
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運転ずるとを 


ランプ 


r パーキングランプ_ ] 

パーキングランプは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、車幅灯とテールランプだけを点 
灯します。 

パーキングランプを点'なずる 

エンジンスイッチび0の位置のとさ、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびできます。 

► ランプスイッチを la または〇ちに 
合わせます。 


r 車外ランプ消好遅延機能 * _ I 

周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と、車幅な、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて閉 
じた後、約]己秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については （4- 
30) をご覧ください。 


位置 

作動内容 


ち側のノ くーキングランプび 
点灯 

03 

左側のノ —キングランプび 
点灯 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


車外ランプ消好遅延機能を一時のに解 
除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジン 
スイッチを2の位置にします。 

知識 

エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにする 
か、開いてそのままにしてから約 
6 日秒後に、点灯したランプは消灯 
します。 
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運転ずるとを 


r コーナリングランプ*_ ] 

(下のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯します。 

-周囲が暗いとさ（オートライト装 
備車） 

-走行速度び約4日 km / hli (下で、エ 
ンジンびかかっているとさ 

-ヘッドランプを点灯しているとき 


方向指示'灯の点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフオグランプび点灯し 
ます。 


セレクターレバーび ra に入っている 
ときは、フ□ントフオグランプは点灯 
しません。 


ステアリング操作との連動 

ステアリングを操作すると、操作し 
た側のフ□ントフオグランプび点灯 
します。 


セレクターレバーび ra に入っている 
とさは、ステアリングを操作した方向 
と逆側のフ□ントフオグランプび点灯 
します。 


ランプ U 

知識 

-点滅させた方向指示なの方向 
と、ステアリングの操作方向び 
異なるとさは、方向指示灯と同 
じ側のフ□ントフォグランプび 
点灯します。 

• フ□ントフォグランプはゆつく 
り消なするため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点灯することびあります。 5 

-点灯したフ□ントフォグランプ "" 
は、約3分後に自動的に消灯し 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 




へッドランプ下向き/上向きの切り 
替え 



① 下向さ 

② 上向さ 

③ パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の 
位置にします。 

へッドランプび下向きになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

へッドランプび上向きになり、 
メーターパネルの八イビーム表 7 J \ 
灯昆 1 び点なします。 


パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を③の方向に引きます。 

引いている間へッドランプが上向 
さになり、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 昆1 び点灯します。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 

I ま意！ 

対向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、ヘッドランプを上向 
さにしないで<ださい。 
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運乾ずるとを 



① ち側の方向指示灯び点滅 

② 左側の方向指示灯び点滅 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側の方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作します。 


ステアリングを直進に戻すとコンビ 
ネーシヨンスイツチは自動的に戻り 
ます。おりないとさは手でおしてく 
ださい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターパネルの方向指示表示巧ち点 
滅します。 


方向指示 ■ 

知識 

• コンビネーションスイッチを 
①または③の方向に軽く操作 
すると、方向指示なび 3 回点滅 
します。 

-方向指示灯を使用しているとさ 
に非常点滅なスイッチを押す 
と、非常点滅なび点滅します。 

再度、非常点滅なスイッチを押 
すと、方向指示灯に切り替わり 5 
ます。 — 
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運転ずるとを 


■ II 1111 



①非常点滅灯スイッチ 

故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 


非常点滅好を使用ずる 

► 非常点滅なスイッチ①を押しま 
す。すべての方向指示灯び点滅し、 
非常点滅灯スイッチと、メーター 
ノ v ° ネルの方向指示表示灯ち点滅し 
ます。 

非常点滅 I 灯を消灯させる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押 
します。 

注意！ 

-非常時(外は使用しないでくだ 
さし、。 

-エンジンを停止して長時間使用 
すると、バッテリーびあびるお 
それびあります。 


知識 

非常点滅巧を点灯させているとさ 
に、コンビネーションスイッチを 
左折またはち折方向に操作すると、 
その方向の方向指示灯の点滅に切 
り替わります。方向指示なび消灯 
すると、再び非常点滅なに切り誓 
わります。 
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ワイ パー 


レインセンサー装備車 



① テイップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 

② ワイパー作動 モー ドの マーク 


位置 作動内容 

0 停止 

I AUTO モード 

II 低速モード 

III 高速モード 


ワイパーを作動させる 


► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさにコンビネーションスイッチ 
をまわして、ワイパー作動モード 
の マーク ③をI〜 III の位置に合わ 
せます。 


レインセンサー装備車と非装備車 
では作動び異なります。 


運乾ずるとを 




知識 

• コンビネーションスイッチびI 
の位置のとさ、停車時にフ□ン 
トドアを開くとワイパーは作動 
しません。ワイパーはじ(下のと 
さに作動を再開します。 

◊セレクターレバーび la また 
は M のとさは、フ□ントド 
アを閉じてセレクターレバー 
を ra か ra に入れたとさ 

◊セレクターレバーび1〇また 
は13のとさは、フ□ントド 
アを閉じたとさ 

• コンビネーションスイッチびII 
または III の位置のとさわ、停車 
時および低速走行時のワイパー 
の作動は、レインセンサーによ 
り自動調整されます。 


5-25 
















運転ずるとを 





レインセンサー 


フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーびあります。 

ま意！ 

レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
ります。 


レインセンサー非装備車 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 間欠モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


知識 

• コンビネーションスイツチびIの 
位置のとさ、停車時にフ□ント 
ドアを開くとワイパーは作動し 
ません。ワイパーはじ(下のとさ 
に作動を再開します。 

〇セレクタ~レバーび la また 
は IBI のとさは、フ□ントド 
アを閉じてセレクターレバー 
を in か la に入れたとさ 
◊セレクターレバーび|〇また 
は13のとさは、フ□ントド 
アを閉じたとさ 


• 停車時またはごく低速での走行 
時には、ワイパーの作動び自動 
的に下のよラに切り替わり 
ます。 

〇間欠モード （ I ) のとき 
作動間隔び長くなります。 
◊低速モード（II)のとき 
間欠モードになります。 
◊高速モード川 I)のとき 
低速モードになります。 

走行速度を上げると元のモード 
に戻ります。 
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ワイパーを 1 回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
①の方向に軽く押します。 

ワイパーび]回だけ作動します 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび 
濡れているとさだけ使用してくだ 
さし、。 


運乾ずるとを 




フ□ントウインドウウォッシャーを噴 
射ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印①の方向にいっぱいまで押 
して保持します。 

その間ウオッシヤー液び噴射し、 
ワイパーち作動します。 


知識 

-ワイパーび作動しないとさは、 
別のモードを選択すると作動す 
ることびあります。 

• エンジンびかかつていてヘッド 
ランプび点灯しているときに、 
フ□ントウインドウウオツ 

シャーを約己回操作すると、 
へッド ランプ ウォッシャー*び 
自動的に作動します。 

• エンジンスイッチび1か2の位 
置のとさは、コンビネーション 
スイッチを0からIの位置にす 
るとワイパーび]回作動します。 

. 冬季にはゥォッシャー液の濃度 
に注意し、冬用の純正ゥォッ 
シヤー液を使用してください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


ヮィノト 
ま意！ 

• ワイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶさ 
やウォッシャー液びかからない 
ようにま意して < ださい。 

-フ□ントウインドウを拭くとき 
などは、必ずコンビネーション 
スイッチを0 (停止）の位置に 
してください。ワイパーび動さ、 
けびをするおそれびあります。 

• フ□ントウインドウび乾いてい 
るとさはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷び付くおそれびあり 
ます。 

フ□ントウインドウび巧れている 
場合は、必ずウォッシャー液を噴 
射してから使用してください。 


-エンジンを停止するときは、必 
ずコンビネーシヨンスイッチを 
0の位置に戻してくださし、コ 
ンビネーシヨンスイッチび0じ( 
外の位置のままエンジンスイッ 
チを1の位置にすると、ワイ 
パーび作動し、ウインドウび濡 
れていないとさは傷び付くおそ 
れびあ0ます。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウオッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 


• 寒冷時にはワイパーびガラス 
に貼り付くことびあります。 
作動させる前に貼り付いてい 
ないことを確認してください。 
貼り付いたままワイパーを操 
作すると、ワイパーブレード 
やモーターを損傷するおそれ 
びあります。 

-雪などび付着しているときは、 
雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作してください。作業 
の際には、安全のため、エンジ 
ンスイツチからキーを抜いてく 
ださい。 
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運乾ずるとを 




r へッドランプウォッシャ ー* 1 

エンジンびかかつていてへッドランプ 
び点灯しているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約5回操作する 
と、ヘッドランプウォッシャーび自動 
的に作動します。 

注意！ 

へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているので、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれび 
あります。 



①ウオツシャーノズル 


知識 


知識 

エンジンを停止すると、ヘッドラ 
ンプウォッシャー作動のためのフ 
□ントウインドウウォッシャー作 
動回数は U セツトされます。 


ウォッシャー液の量と噴射状態の 
確認は、曰常点検で義務付けられ 
ています。詳しくは整備手帳をご 
覧ください。 


ウォッシャー液の上下の噴射方向を正 
しく調整してください。 

ウォッシャー液の噴射方向を調整ずる 

► ウオッシャーノズル①を矢印のち 
向に動かして噴射位置を調整し 
ます。 


噴射位置はフ□ントウインドウの 

中央よりやや上の位置を目安とし 

てください。 

注意！ 

• ウォッシャー液の噴射方向を調 
整するときは、必ずエンジンス 
イッチからキーを抜いてくださ 
し、ワイパーび動いてけびをす 
るおそれびあります。 

-噴射方向を調整するとさに、先 
のとびつた物を使用しないでく 
ださい。ウォッシャーノズルを 
損傷するおそれびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


I リアワイ パー 



① ノブ 

② U アワイパー作動モードのマーク 

③ U アワイパー作動位置 

④⑥ テールゲートウインドウウォツ 
シャー作動位置 
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リアワイパーを作動させる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときにノブ①をまわして、リアワ 
イパ ー作 動 モー ドの マーク ③を③ 
の位置に合わせます。 

リアワイノ く一び間欠で作動します。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに U アワイノ く一表示灯151が表 
示されます。 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を暖射させる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときにノブ①をまわして、リアワ 
イパ ー作 動 モー ドの マーク ③を④ 
または⑥の位置に合わせます。 
テールゲー トウインドウウォッシ 
ヤーび噴射され、 U アワイパーび 
数回作動します。 


知識 

エンジンスイツチび2の位置でフ 
□ントワイパーび作動していると 
きにセレクターレバーを13に入 
れると、 U アワイパーびじ(下のよ 
ラに作動します。 

-フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさ 

間欠で作動します。 

• フ□ントワイパーび低速あるい 
は高速作動のとさ 

低速で作動します。 










運転ずるとき 



①へッドランプ照射角度調整ダイヤル 


乗員数び増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度び変わったとさに 
調整します。 

エンジンびかかっているときに調整で 
さます。 

へッドランプ照射角度を調整ずる 

► へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
①をまわして、1〜3に合わせます。 

0 1名乗車時（運転席）または 

2 名乗車時(運転席と助手席)。 

1〜3乗員数および荷物の積載量 
に応じて調整します。 


へッドランプ照射角度調整ダイヤル ■ 

I 注意！ 

対向車に迷惑びかからないよラに 
ま意しなびら調整して < ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


くーキングブレーキ 


くーキングブレーキ 



① パーキングブレーキレバー 

② ノブ 


パーキングブレーキを効かせる 

► パーキングブレーキレバー ①を確 
実に引き上げます。 

パーキングブレーキを解除ずる 

►パーキングブレーキレバー①を少 
し引き上げ、ノブ③をいっぱいに 
押し込んでからレノ く一を下げます。 

警告 A 


-パーキングブレーキを 効かせた 
まま走行しないでくださし^。 
パーキングブレーキび 過熱して 
効かなくなったり、乂災び発生 
するおそれびあります。 

-子供だけを残して車から離れな 
いでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 


ま意！ 

-パーキングブレーキは 完全に停 
車してから効かせてください。 

-急な坂道に駐車するとさは、夕 
イヤに輪止めをしてください。 
輪止めび2個必要なとさは、適 
切な大ささの木片や石を輪止め 
として使用してください。 

-急な坂道に駐車するとさは、フ 
□ントタイヤの下り側を歩道側 
に向けて駐車してください。 


知識 

パーキングブレーキを解除しない 
で走行すると、警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告メッセージび表示されます。 
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運転ずるとき 


ブレーキ 


警告 

A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり、停車でさなくなるおそれ 
びあります。 

-ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキパッドび早く摩耗する 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かなくなったり、乂災び発 
生するおそれがあります。 


ま意！ 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
ります。 

-水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび遅れたり、悪 
くなることびあります。このよ 
ラなとさは、後続車に注意しな 
びら低速で走行し、ブレーキの 
効さび回復するまでブレーキぺ 
ダ J レを数回軽く踏んでください。 

-必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正(外のブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わつて安全なブ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびあります。 


ブレーキ ■ 

• ブレーキシステムに高い負荷を 
与えるよラな走行をした後は、 

必ず指定ヴービスエ場で点検を 
受けてください。 

-ブレーキシステムを改造した 
り、スペーヴーやブレーキダス 
トシールドなどを使用しないで 
ください。 
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運転ずるとを 


ブレーキ 


知識 

• バッテリーびあがったり、バッ 
テ U —の接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続しても、エ 
ンジン始動後に、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに A 目 S や 
ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり、 ABS 警 
告灯び点灯することびあります。 

このとさはステア U ングを左ち 
どちらかにいっぱいまでまわ 
し、次に反対ち向にいっぱいま 
でまわすと、故障/警告メッ 
セージや警告灯は消なします。 

• 長い急な下り坂では、マニユア 
ルモードで低い変速比（ギア） 
を選択して、エンジンブレーキ 
を効かせて<ださい。ブレーキ 
の過熱や過度の摩耗を防ぐこと 
びでさます。 


• 急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、しばら 
く走行を続けてください。走行 
風によりブレーキディスクを早 
く冷やすことびでさます。 

• 高速道路を走行しているとさな 
どブレーキを効かせずに長時間 
走行しているときは、ブレーキ 
の効きび悪くなることびありま 
す。このとさは後続車に注意し 
なびら、時々ブレーキを効かせ 
てください。 


ブレーキ 警告' 灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているときは、点灯したまま 
になります。 

パーキングブレーキを解除しても消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点灯したとさは、ブレーキ液 
の量び減っています。安全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イ にブレーキ 液または ブレーキ 
パッドに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （ 1 0-9) 
をご覧ください。 
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運乾ずるとを 


ABS 


ABS (アンチ□ック-ブレーキン 
グ*システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやすい路面でのブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ざ、ステアリングでの 
車両の操縦を確保する装置です。 

警告 A 


- A 目 S はブレーキ操作を補助する 
装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません。 
ABS び適切に作動してわ、車両 
操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限界びありま 
す。常に道路や天候の状況にま 
意し、十分な車間距離を保って 
運転してください。 

また、タイヤのグリップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 


ま意！ 

- A 目 S は制動距離を短 < する装置 
ではありません。下のような 
路面び滑りやすい状況では、 
A 目 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長くなることびあり 
ます。 

〇雪の積もつた路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 

〇石だたみのよラに摩擦係数び 
連続して変化する路面 

0スノーチェーン装着時 

- 軽 <ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでわ A 目 S び作動するとさ 
は、路面び滑りやすくなつてい 
ます。十分ま意して走す可してく 
ださい。 


- ABS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


ABS ■ 

-ブレーキ操作をするとさは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んでください。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
<なるおそれびあります。 

- A 目 S に異常びあるとさは、ブ 
レーキペダルを強<踏み込むと 
タイヤは□ックします。その結 
果、ステア U ングでの車両操縦 
性び制限され、制動距離び長< 

なるおそれびあります。 
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運転ずるとを 


ABS 

知識 

-路面の状況に関わらず、 A 目 S は 
速度び約 8 km/h を超えると作 
動でさるよラになります。 

- A 目 S に異常びあると、じ(下のシ 
ステムわ正しく作動しなくなる 
ことびあります。 

〇 ESP 
0目 AS 

◊パークト□ニック* 

0ナビゲーション* 
◊オートマチックトランス 
ミッション 

- A 巨 S に異常びあると、 ESP に 
関する故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。す 
みやかに指定ヴービスエ場で点 
検を受けてください。 

• バッテリー電圧び低下すると 
A 目 S び一時的に機能を停止しま 
す。電圧び回復すると、機能わ 
元に戻0ます。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


rABS の作動_ ] 

A 目 S にはじ(下のよラな特 I 年びあります。 

- A 目 S び作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動す 
ることがありますび、異常ではあ 
りません。そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ブ 
レーキペダルびわずかに振動した 
りモーターの音び聞こえますび、 
これは、システムび自己診断をし 
ているとさの音で異常ではありま 
せん。 


IS 1 ABS 警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているときに点灯した 
とさは、 A 目 S に異常びあります。 

通常のブレーキ時の制動能力は確保さ 
れますび、 ABS 、 目 AS 、 ESP は作動 
しません。 

いつちより慎重に運転し、すみやかに 
指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに A 目 S に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは (10- 
3、4)をご覧ください。 
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BAS 


目 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの補助装 
置です。 

目 AS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

目 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 


運転ずるとき 


BAS^H 


警告 A 


- 目 AS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
らの事故を防ぐわのではありま 
せん。目 AS び作動してわ制動 
距離の短縮には限界びありま 
す。また、タイヤのグリップが 
失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

-目 AS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


知識 

-目 AS に異常びあると、 A 巨 S わ 
正しく作動しなくなることびあ 
ります。 

-目 AS に異常びあるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 目 S に関する故障/警告 
メッセージび表示されますび、 
通常のブレーキは作動します。 

• バッテ U —電圧び低下すると 5 
目 AS び一時的に機能を停止しま— 
す。電圧び回復すると機能も元 
に戻ります。 

ま意！ 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに A 目 S に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は（10-3、4)をご覧ください。 


-目 AS に異常びあるときわ通常の 
ブレーキは作動しますび、緊急 
ブレーキ時には制動距離び長< 
なるおそれびあります。 
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運転ずるとを 




ESP ® 


ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、車両操縦性や走行安 
定性を確保しよラとするシステムです。 

警告 A 


- ESP は車両操縦性や走行安定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐものではあ 
りません。 ESP び作動しても、 
車両操縦性や走行安定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ツプび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


ESP 表示'灯 

エンジンスイツチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP び作動しています。 

I 注意！ 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ESP に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたときは (10- 
4、己）をご覧ください。 

知識 

A 巨 S 警告灯画！が点巧していると 
さや A 目 S に故障や異常び発生した 
ときは、 ESP わ作動しません。指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


警告 A 

ESP 表示巧び点滅したとさは、夕 
イヤが空転しているか、車び横滑 
りしています。アクセルペダルを 
踏む力を少しゆるめてくださし、。 
また、慎重に運転するとともに、 
(下の操作は絶対に行なわないよ 
ラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
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運転ずるとき 


注意！ 

-車輪を上げてけん引されると 
さは、エンジンスイッチを2の 
位置にしないでくださし^。 
ESP び作動し、接地している 
車輪にブレーキびかかります。 
また、ブレーキシステムを損 
傷するおそれびあります。 

• ESP び故障すると、マルチファ 
ンクションディスプレイに警告 
メッセージび表示され、エンジ 
ンの出力び低下することびあり 
ます。走行び困難なとさは、す 
みやかに安全な場所に停車し、 
指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 


知識 


• 指定のサイズで4輪とわ同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に ESP 表示灯び点滅し 
たままになります）。 

-バッテリーびあびったり、バッ 
テリーの接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続してエンジ 
ンを始動したとさに、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されることびあり 
ます。 


このとさはステア U ングを左ち 
どちらかにいっぱいまでまわし、 
次に反対方向にいっぱいまでま 
わすと、故障/警告メッセージ 
が消え、機能び回復します。 


ESP ■ 

-エンジンびかかっている状態 
で、駐車場などの夕ーンテーブ 
ルで回転させたり、駐車場のら 
せん状のアプ□ーチを走行して 
いるとさなどに、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに ESP に 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたり、 ESP 表示灯や 
AB S 警告なび点灯することびあ 
ります。 

このよラなとさは、安全な場所 ^ 
に停車して、エンジンスイッチ 
を 0 の位置に戻し、エンジンを 
再始動してください。しばらく 
走行すると、故障/警告メッ 
セージや表示灯、警告なは消灯 
し未す。 
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運転ずるとを 


ステアコント□ール 


ントロール 


ステアコント□ールは、タイヤの横滑 
り時や左ち輪で路面状況び異なる路面 
での急加速およびブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、ステ 
アリングを振動させることで運転者に 
不安定な状況を伝えるとともにステア 
U ング操作を自動的に補正し、車両操 
縦性や走行安定性を確保しよラとする 
システムです。 


A 


• ステアコント□ールは車両操縦 
性や走行安定性を高めるシステ 
ムで、無謀な運転からの事故を 
防ぐちのではありません。ステ 
アコント□ールび作動しても、 
車両操縦性や走行安定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ップび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ステアコント□ール作動時の安 
全確保や危険回避については運 
転者に全責任びあります。 


ま意！ 

ステアコント□ールに異常び発生 
すると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに A 目 S または ESP に 
関する故障/警告メッセージび表 
示されたり、 A 目 S 警告灯画!び点 
灯します。詳しくは （10-3 〜己） 
をご覧ください。 
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運乾ずるとき 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても、設定した速度を 
自動的に維持して走行することびでさ 
ます。 

設定でさる速度は約3日 km/h じ(上です。 

I 知識 

状況により、 クルーズ コント □ール 
を設定していても走行速度び約 
3日 km/h じ(下になることびあります。 


クルーズコント □ ール 


A 


. 車の走行速度や先行車との車間 
距離の確保など、クルーズコン 
卜□ール使用時の安全確保や危 
険回避については運転者に全責 
任びあります。 

- liTF のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
さい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧び 
り<ねった道路 

〇加減速を繰り返すよラな交通 
状況や交通量の多い道路 

◊雨で濡れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など 
視界び確保でさない場合 


ま意！ 

• クルーズコント□ールは、 主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用することを想定したもので 
す。市街地では使用しないで< 
ださい。 

• 指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたときは （10-12) 
をご覧ください。 

• 急な上り坂では、 クルーズコン 
卜□ールび速度を維持するた 
めに低い変速比（ギア）にな 
ることびありますび、設定した 
速度を維持でさないことがあ 
ります。 


このよラなとさは、アクセル 
ペダルを踏んで加速して < だ 
さし、 
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運転ずるとを 


クル ー ズ コント □ ー ル 


ま意！ 

-急な下り坂などで惰性びついた 
とさは、設定速度を維持でさな 
いことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキ 
ペダルを踏むか、マニュアル 
シフトで低い変速比（ギア） 
を選択し、エンジンブレーキ 
の効さを強くして、減速して 
ください。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。スリッ 
プして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


可変スピードリミッター (5-46) と 
同じレバーを使用します。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとき 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとき 
は、可変スピード U ミッターび操作で 
きる状態です。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯⑥び消灯し、クルーズコン 
卜□ールの操作びでさる状態に切り替 
わります。 


①〜⑥レノ く一の操作ち法 
⑥表示灯 
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運乾ずるとき 


クルーズコント □ ール 


クルーズコント□ー ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消灯している 
ことを確認します。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①か③の方向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを④の方向に引きます。 

記憶されている設定速度に設定され 
ます。 

アクセルペダルから足を放すと、設定 
した速度を維持するよラに走行します。 


A 


記憶されている設定速度に再度設 
定するとさは、周囲び安全な状況 
であることを確認してくださし、。 
走行中の速度と設定速度に大さな 
差びあると、急加速や急減速して 
事故を起こすおそれびあります。 


知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度と、スピードメーターおよび 
マルチフアンクシヨンディスプ 
レイの速度表示には、若干の誤 
差び生じることびあります。 

• 約3日 km/h 仪下の速度で走行し 
ているとさや、速度び記憶され 
ていない状態でレバーを④の方 
向に引いたとさは、クルーズコ C 
ント□ールを設定することはで — 
きません。 

• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されます。 

ただし、エンジンスイッチを一 
度0か1の位置にすると、記憶 
された速度は消去されます。 
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運転ずるとを 


クルーズコント〇—ル 


設定速度を上ばる 

► レバーを①の方向に上げて保持し 
ます。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に下げて保持し 
ます。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


知識 

• レバーを①か③の方向にごく短 
時間操作すると、 ] km / h 単位 
で速度の設定がでさます。 

• レバーを③の方向に操作して設 
定速度を下げているとさに、自 
動的に低い変速比（ギア）にな 
ることびあります。 


一時のに速度を上ばる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
ら足を放すと、元の設定速度に戻り 
ます。 


5-44 




クルーズコント□ールの 設定を解除 
ずる 

► レバーを③の方向に押します。 
または 

► ブレーキペダルを踏みます。 

または 

► レバーを⑥の方向に押します。 

このとさはレノ（一の表示な⑥び点灯 
し、可変スピード U ミッターの操作 
びでさる状態に切り替わります。 


運起ずるとき 


クルーズコント □ ール 


知識 

• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されます。 

ただし、エンジンスイッチを一 
度0か1の位置にすると、記憶 
された速度は消去されます。 

-じ(下のときは、クルーズコント 
□ールび自動的に解除されます。 
◊セレクターレバーを la に入 
れたとさ 

〇 ESP び作動したとき 


A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを Iffl に入れても解除されま 
すが、走行中はセレクターレバーを 
■Jl に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 


可変スピードリミッター 


可変スピードリミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいても、設定した速度を超えな 
いよラに走行することびできます。 

設定できる制限速度は3日 km/h から 
23日 km/h の間です。 

ただし、車の最高速度 iiLb に制限速度 
を設定してわ、車の最高速度 liLb の速 
度で走行することはでさません。 

知識 

ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているとさは、可変 
スピードリミッターの設定速度の 
上限は、ウィンタータイヤスピー 
ド U ミッターの設定速度になりま 
す。（4-33)。 


《設定でさる速度は予告なく変更されることび 
友0ます。 


A 


• 走行時は法定速度を遵守してく 
ださい。可変スピードリミツ 
ター使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


-運転を交代するとさは、必ず交 
代する運転者に、可変スピード 
リミッターの機能と設定した制 
限速度を伝えてください。 

可変スピードリミッターの機能 
を知らずに運転すると、アクセ 
ルペダルを踏んでち速度び上び 
らず、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


• 可変スピードリミッターはブ 
レーキペダルを踏んでも解除で 
きません。 

-可変スピードリミッターは設 
定した制限速度(上に加速す 
る必要のないとさに使用して 
ください。 
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運転ずるとを 


注意！ 

-可変スピード U ミッターの設定 
速度と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイス 
プレイの速度表示には、若干の 
誤差び生じることびあります。 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに可変スピードリミッター 
に関する故障/警告メッセージ 
び表示されたとさは (10-12) 
をご覧ください。 


-急な下り坂などで惰性びついた 
とさは、設定速度を維持でさな 
いことびあります。 

このようなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、マニュアルシフ 
卜で低い変速比（ギア）を選択 
し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。スリッ 
プして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


可変スピードリミッター 

知識 

設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファン 
クシヨンディスプレイに"リミット3 ] エ 
の夕"と表示されることびあります。 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 
I可変スピードリミッターの使いかたI 



①〜⑥レノ く一の操作ち向 
⑥表示灯 

クルーズコント□-ル （己- 41) と同 
じレバーを使用します。 

レバーの表示な⑥び点巧しているとき 
に、可変スピード U ミッターび操作で 
さます。 

レバーの表示な⑥び消なしているとき 
は、クルーズコント□ールび操作でさ 
る状態です。レバーを⑥の方向に押す 
と表示灯⑥び点灯し、可変スピード U 
ミッターの 操作びでさる状態に切り誓 
わります。 


巧変スピードリミツターを設定ずる 

► レバーの表示な⑥び点灯している 
ことを確認します。 

► レバーを①のち向に操作します。 

. 停車中および走行速度び 
30 k m / h じ（下のときは、 
3日 km / h に設定されます。 

-走行速度び3日 km / hli (上のとさ 
は、そのとさの走行速度の 
1 km / h の端数び切り上びり、 
1日 km / h 単位で設定されます。 


または 

► レバーを③の方向に操作します。 

. 停車中および走行速度び 
3日 km / h じ（下のときは、 
3日 km / h に設定されます。 

-走行速度び3日 km / hL ：^ 上のとさ 
は、そのとさの走行速度の 
1 km / h の端数び切り下びり、 
1日 km / h 単位で設定されます。 


または 

► レバーを④の方向に引きます。 

記憶されている制限速度に設定さ 
れます。 

知識 

• 可変スピード U ミッターを解除す 
る前の設定速凰ま記憶されます。 

ただし、バッテ U —の接続を外し 
たとさなどに、記憶された速度は 
消去されることびあります。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているときは、可変ス 
ピー ドリミッ ターを 設定するこ 
とはでさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに "- km / h " び数秒間点滅 
します。 
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⑦設定速度 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
"リミット"と設定速度⑦び数秒間表示され 
ます。 


運乾ずるとを 


可変スピードリミッター 



⑧可変スピード U ミッター表示灯 

また、メーターパネルに可変スピード 
U ミッター表示灯⑧び表示されます。 


ま意！ 

-可変スピードリミッターを設定 
するとさは、周囲の状況、特に 
後方の車などに注意しなびら操 
作してください。事故を起こす 
おそれびあります。 

• 可変スピードリミッターを解除 
しても、設定速度は記憶されて 
います。記憶されている速度び 
走行速度よりわ低い場合、記憶 5 
されている速度に再度設定する — 
と、アクセルペダルを踏んでい 
てわ車は減速します。 
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運転ずるとを 


可変スピードリミッター 


設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に上げます。 

設定速度び]日 km/h 単位で上がり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に引きます。 

設定速度び] km/h 単位で上びります。 
または 

► レバーを③の方向に下げます。 

設定速度び]日 km/h 単位で下びり 
ます。 

ま意！ 

設定速度を変更するとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などに注意 
しなびら操作してください。事故 
を起こすおそれびあります。 


可変スピードリミツターを解除ずる 

► レバーを③のち向に押します。 
または 

► レバーを⑥の方向に押します。 

このときはレノ（一の表示灯⑥び消 
灯し、クルーズコント□ールの操 
作びでさる状態に切り替わります。 


知識 

次の操作をしたとさは可変スピー 
ドリミッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音び鳴ります。 

ただし、走行速度び設定速度よ 
り 20km/h じ(上低い速度のとさ 
は、 キックダウンしても可変 ス 
ピー ドリミ ッターは 解除されま 
せん。 

• エンジンを停止したとき 
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運転ずるとき 


パークト□ニック 


パーク ト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ くンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせます。 


ま意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムです。運転者はパー 
クト□ニックに頼らず、必ず周囲 
の状況を確認してください。特に 
周辺に人や動物びいないことを確 
認してください。 


「八ークトロ —ックソた一 



フ〇ント 

①センサー 

フ□ントバンパーの 4 個のセンサーと 
U アノ（ンノ く一の 4 個のセンサーび車の 
周辺の障害物などを感知します。 



U ア 

②センサー 5 


ま意！ 

-センサーに泥や氷、雨、水しぶ 
さなどび付着したとさは、赤色 
インジケーターび点灯して、約 
2日秒後にパークト□ニックび 
停止することびあります。 


-センサーに損傷を与えないよラ 
にま意してください。正しく作 
動しな < なるおそれびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずるとを 


ークト□ニック 



[インジケーター/作動表示'灯 


IJ ア 


フ〇ント 

① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 


①左側インジケ- 


②ち側インジケーター 
④ U ア作動表示灯 


③フ n ント作動表示な 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 


リアのインジケーターと作動表示巧は 
ルーフ後方の図の位置にあります。 


ります。 


ノ くンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
ます。 


注意！ 

システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターだけび点灯して 
警告音び約2秒間鳴り、約2日秒後 
にパークト□ニックび停止するこ 

I とびあります。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示 
灯び点灯します。 

I 知識 

エンジンスイッチを2の位置にす 
ると、すべてのインジケーターと 
作動表示灯び一瞬点灯します。 


5-52 
















運転ずるとき 


パークト□ニック 


パークト□ニックのホ動条件 


知識 


エンジンスイッチび2の位置でパーキ 
ングブレーキび解除されているとき、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 
します。 


シフト位置 

作動内容 

|〇 

フ□ントのセンサーび作動し、フ□ント作動表示灯③び点灯 
します。 

ram 

フ□ントとリアのセンサーび作動し、フ□ント作動表示灯③ 
と U ア作動表示な④び点灯します。 

■a 

パークト□ニックは作動しません。 


• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じてインジケーターび点灯し、 
警告音ち鳴ります。 

-パークト□ニックは、速度び約 
1 8km/h じ(下のときに作動しま 
す。速度び約] 8km/hliLb にな 
ると機能び解除されます。 
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運転ずるとを 


ークト□ニック 


「パークト□ニックの作動_ ] 

センサー感知節囲に障害物び入った 
とさ 

センサー感知範囲 （5-己己） に障害物 
び入ると、黄色インジケーターび]個 
点灯します。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増 
えていさます。 


障害物との距離が近くなったとさ 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えてホ色インジケーターび] 
個点灯し、警告音び断続的に約3秒間 
鳴ります。 

最短感知距離（約2己 cm ) になると、 
上記のインジケーターに加えて2個目 
の赤色インジケーターび点灯し、警 
告音び連続的に約3秒間鳴ります。 


ま意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりも近くなると、セン 
ヴーは 障害物を感知でさなかった 
り、正常に作動しなくなることび 
あります。 

また、点なしていたインジケー 
ターび消灯することびあります。 
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運転ずるとき 


センヴーの感知節囲 



フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

センター部 

糸勺] 00 cm 〜 2 己 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜 2 已 cm 

U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター部 

約] 2 日 cm 〜 2 己 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜 2 己 cm 


ま意！ 

• バンパーから約2己 cm じ(内にあ 
る障害物は感知でさません。 

-センサーの周辺にアクセサリー 
などを取り付けないでくださ 
し、パークト□ニックび正常に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につなびるおそれびあります。 

• 針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるわのに十分 
ま意してください。これらび至 
近距離内にあるとさ、状況に 
よっては、センサーびこれらを 
感知せず、車や物を損傷するお 
それびあります。 


ノ、ークトロ_ツク 

-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやすい物を感知しないこと 
びあります。 

-電波を発する物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行していると 
さは、パークト□ニックが正常に 
作動しないことびあります。 

. 洗車機や大型車の排気ブレー 
キ、工事用のエアコンプレッ 
ヴーなどび近くにあると、超音 5 

波び乱され、パークト□ニック — 
び正常に作動しないことびあり 
ます。 

-温度や湿度び高いとさや超音 
波や低周波を発生させる機器 
び車の近くにあるとき、また 
エンジンルームの温度び高い 
とさは、パークト□ニックび 
正常に作動しないことびあり 
ます。運転者はパークトロ 
ニックに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。特 
に車の周辺に人や動物びいな 
いことを確認してください。 
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運転ずるとを 


ークト□ニック 


[パークトロニックオフスイッチ ] パークト□ニックの機能を解除するこ 

とびでさます。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► エンジンスイッチが 2 の位置のと 
さに、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押します。 

スイッチの表示灯③び点灯します。 

パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押します。 

スイツチの表示灯③び消灯します。 



① パークト□ニックオフスイッチ 

② 表示灯 


知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックの機能を解除し 
ても、次にエンジンスイッチを 2 
の位置にしてパーキングブレーキ 
を解除したとき、パークト□ニッ 
クは自動的に作動します。 

ま意！ 

システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターだけび点灯して 
警告音び約2秒間鳴り、約2日秒後 
にパークト□ニックび停止するこ 
とびあります。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示 
灯び点灯します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 


環境 9 


• エアコン デ イシ ヨナーの 冷媒に 
は、新冷媒 R] 34a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されています。また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンデイシ ヨナーの 冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 


ま意！ 

• 送風温度を高めに設定している 
ときは、送風口び過熱して高温 
になることびあります。火傷を 
するおそれびありますので十分 
にま意して < ださい。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風口に身体を近付ける 
と、しもやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
てください。 


• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすざないよラにま意し 
てください。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンディシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸排気口び雪や 
氷で覆われないよラにしてく 
ださい。 

• 送風口や車内の吸排気口び覆わ 
れないよラにして<ださい。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ドアウインドウび開いている 
と、設定温度を維持することび 
でさません。 

-ドアウインドウび閉じていると 
さにエアコンディショナーを停 
止すると、ウインドウび曇りや 
す < なります。 

• 一度に大幅に送風温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

• エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用可能な 
組み合わせびあります。 


6-2 







快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 


知識 

-グ□ーブボックス内に送風する 
ことびできます（6-40)。 

• エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要 
です。また、交換時期は使用 
環境によって異なります。 

フィルター類び目づまりを起 
こすと送風量び減少します。 


6 

① 送風温度調整ダイヤル 

② 内気循環スイッチ 

③ 送風量調整ダイヤル 

④ U アデフォッガースイッチ 

⑤ 送風口選択ダイヤル 

⑥ AC スイッチ 


コント□ールパネル 



※エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 


r 通常の使いかた 



③送風量調整ダイヤル 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► 送風量調整ダイヤル③をまわして、 
"0" LU 外の位置にします。 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル③をまわして、 
"0" の位置にします。 

知識 

ドアウインドウび閉じているとさ 
にエアコンディシヨナーを停止す 
ると、ウインドウび曇りやすくな 
ります。 


r 送風量を調整ずる_ ] 

送風量を上ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を時計回り 
にまわします。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を反時計回 
りにまわします。 
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快適-室内装備 


送風温度を調整ずる 



①送風温度調整ダイヤル 


送風温度を上ばる 

► 送風温度調整ダイヤル①を時計回 
りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル①を反時計 
回りにまわします。 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 
知識 

通常は22でに設定することをお勧 
めします。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （A170) 
I 送風□を選択ずる 



⑤送風口選択ダイヤル 

► 送風口選択ダイヤル⑥をまわして、 
好みの送風□マークに合わせます。 

知識 

-ダイヤルをマークの中間に合わ 
せると、組み合わせた送風口か 
ら送風することびできます。 

• フ□ントシートの下にリアの足 
元送風□びあります。 

-選択した送風口外の送風口か 
らも、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 


咳杉 



送風□マーク 


凸 

田 

旧 
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网 



© ® © 


倒 


主に送風される送風口 


サイド送風口⑥、中央送風口⑥ 


足元送風口©、 U ア足元送風口、サイド送風口⑥、 
中央送風口⑥ 

フ□ントウインドウ送風口⑥、中央送風口⑥、 

サイド送風口⑥、ドアウインドウ送風口⑥、 

足元送風口©、 U ア足元送風口 


デフ□スターモード （6-11) 


















快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （A170) 


送風□の開閉 


サイド送風口⑥と中央送風口⑥を開 
閉することびでさます。 

送風□を開< 



知識 


送風□開閉ダイヤルを止まるまで 
下方にまわしてわ、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 


► 送風口開閉ダイヤル®、⑩を上方 
にまわすと、徐々に送風口び開き、 
送風量び上びります。 


送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®、⑩を下方 
にまわすと、徐々に送風口び閉じ、 
送風量が下びります。 


送風口開閉ダイヤル®、⑩を止ま 
るまで下方にまわすと、送風口び 
閉じます。 


r 送風□の風向き調整_I 

サイド送風口⑥と中央送風口⑥は風 
向さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

I 知識 

換気効率を良くするため、中央送 
風口⑥のノブは中央の位置にする 
ことをお勧めします。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （A170) 


「 AC モード 



⑥ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/ ;令房された空気 
び送風されます。 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示なび消灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑥を押します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

環境 9 

AC モードを解除すると、エンジン 
への負荷び軽減し、燃費び向上し 
ます。 


知識 

-除湿/冷房された空気は、エン 
ジンびかかっているときに送風 
されます。 

- AC モードを解除しても、しば 
ら< は除湿/冷房された空気び 
送風される場合びあります。 

-ドアウインドウび閉じている 
ときに AC モードを解除する 
と、ウインドウび曇りやすく 
なります。 

• AC スイッチを押したとさに、 
表示灯が点滅ちし< は消灯した 
ままのとさはエアコンディショ 
ナーの冷媒び減っています。除 
湿/冷房は行なわれません。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


6-8 








快適-室内装備 


内気循環モード 



②内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウを開閉することび 
でさます。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ③を押します。 
スイッチの表示灯び点なします。 

内気循環スイッチ③を2秒(上押し 
続けると、押している間だけ、開い 
ているドアウインドウび閉じます。 


内気循環モードに設定されているとさ 
わ、一定時間を経過すると外気導入を 


はじめます。 

外気温度び 

7むじ(上のとさ 

約30分後 

外気温度び 

7でじ(下のとさ 

約己分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約ら分後 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) ■ 

内気循環 モー ドを解除ずる 
(外気導入 モー ドにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ③を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

内気循環スイッチ③を2秒じ(上押 
し続けると、押している間だけ、 

ドアウインドウび開き、前回開い 
ていた位置になります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ A 170) 


知識 

-ドアウインドウび閉じている 
とさに内気循環モードにする 
とウインドウび曇りやすくな 
ります。 

ウインドウび曇りはじめたとさ 
は内気循環モードを解除してく 
ださい。曇り具合びひどいとさ 
はデフ□スターモードにしてく 
ださい。 

-外気温度び非常に高いときは、 
冷居効率を局めるために自動的 
に内気循環モードに切り替わる 
ことびありますび、このとさ内 
気循環スイツチの表示灯は点灯 
しません。 


内気循環モードのとさに AC 
モードを解除すると、外気導入 
モードになります。 

エアコンディシヨナーを作動さ 
せたとさは、外気導入モードに 
なります。 

内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウを別のスイッチで操 
作した場合、開いたドアウイン 
ドウを、内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いていた 
位置まで開くことはでさません。 


約3日分経過すると、一定の割 
合で外気導入をはじめます。 


ま意！ 

-ドアウインドウを閉じるとさ 
は、身体や物び挟まれないよラ 
に注意して < ださい。 

挟まれそラになったときは、ス 
イッチを操作して、ドアウイン 
ドウを開いて < ださい。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとさは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ドアウインドウ 
と ドア フレームとの 間に身体び 
引さ込まれてけびをするおそれ 
びあります。 


6-10 




快適-室内装備 


デフ□スター 


①送風温度調整ダイヤル 
③送風量調整ダイヤル 
⑤送風口選択ダイヤル 


フ□ントウインドウの内側の曇りを取 
るとさに使用します。 

デフ□スターを設定ずる 

► 外気導入モード （6-9) になって 
いることを確認します。 

► 送風温度調整ダイヤル①と送風量 
調整ダイヤル③、送風口選択ダイ 
ヤル⑥を^に合わせます。 


デフ□スターを解除ずる 

► 送風温度調整ダイヤル①と送風量 
調整ダイヤル③、送風口選択ダイ 
ヤル⑥を好みの位置に戻します。 

I 知識 

曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 



エアコンディシ ヨナー （A170) ■ 

ウインドウの外側び腿るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、ウイン 
ドウの外側び曇ることびあります。こ 
のときは、ウインドウに冷気が当たら 
ないように送風口を調整すると、が側 
の曇りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさは、ワイパーを作動させて 
ください。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （A170) 


「リアデフオツガー 


リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
使用でさます。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ④を押 
します。 

スイツチの表示灯び点灯します。 


④ U アデフオッガースイッチ 


注意！ 

-リアウインドウに雪や氷び付い 
ている場合は、それらを取り除 
いてから使用してください。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さい。 


リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、リアデフォッガースイッチ 
④を押します。 

スイツチの表示灯び消灯します。 

リアデフオッガーは約6〜] 7分後に 
自動的に停止します。 


知識 

-外気温度と走行速度により 、 U 
アデフォッガーび自動的に停止 
するまでの時間は異なります。 

-バッテ U —の電圧び低くなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。電圧び回復すると自動 
的に作動を始めます。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO ) 


エアコンディショナー 
(A 170 ELEGANCE / A 200 
ELEGANCE / A 200 TURBO ) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、曰射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちます。 

環境 9 


• エアコンディショナーの冷媒に 
は、新冷媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

-地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されています。また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンディショナーの;令媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 


ま意！ 

• 送風温度を高めに設定している 
ときは、送風口び過熱して高温 
になることびあります。火傷を 
するおそれびありますので十分 
に注意して < ださい。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風口に身体を近付ける 
と、しもやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
てください。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすざないよラにま意し 
てください。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸排気口び雪や 
氷で覆われないよラにしてく 
ださい。 

• 送風口や車内の吸排気口び覆わ 
れないよラにして<ださい。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

• ドアウインドウやパノラミック 
ラメラールーフ*び開いている 
と、設定温度を維持することび 
でさません。 

• ドアウインドウやパ ノラ ミック 
ラメ ラールーフび 閉じていると 
さにエアコンディショナーを停 
止すると、ウインドウび曇りや 
す < なります。 

-一度に大幅に送風温度を変更し 
てわ、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

• エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な 
組み合わせびあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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快適-室内装備 


アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20 Q TURBO ) 


知識 


[コント□ールパネル 


-グ□ーブボックス内に送風する 
ことができます（6-40)。 

• エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要 
です。また、交換時期は使用 
環境によって異なります。 

フィルター類び目づまりを起 
こすと送風量び減少します。 



① 送風量調整ダイヤル 

② デフ□スタースイッチ 

③ 送風温度調整スィッチ（左側/高) 

④ オフスイッチ 

⑥送風温度調整スィッチ（ち側/高) 
⑥リアデフ オツ ガースイッチ 


※エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 


⑦送風口選択ダイヤル 

⑨余熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

⑨ AC スイッチ 

⑩ 送風温度調整スイッチ（ち側/低) 
⑩送風温度調整スイッチ（左側/做 
⑩内気循環スイッチ 

⑩ AUT 日スイッチ 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 20Q ELEGANCE / A 200 TURBO) 


通常の使いかた （AUTO モード） I 



③送風温度調整スイッチ（左側/高) 
⑤送風温度調整スイッチ（ち側/高) 
⑩送風温度調整スイッチ（ち側/低) 
⑩送風温度調整スイッチ（左側/低) 
⑩ AUTO スィッチ 
⑩送風温度表示 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUT 日スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示なび点灯し、設定 
されている送風温度びディスプレ 
イに表示⑩されます。 

► 送風温度調整スイッチ③⑥⑩⑩で 
好みの温度を設定します。 


AUTO モードを解除ずる 

► エアコンディショナーび AUT 日モ 
-ドで作動しているとさに、 
AUT 日スイッチ⑩を押します。 

AUT 日スイッチ⑩の表示なび消灯 
し、送風量インジケーター （6-18) 
と送風ロインジケーター (6-18) 
び点灯します。送風量の調整と送 
風口の選択を手動で行なラことび 
でさます。 
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快適-室内装備 


アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


知識 

-送風量調整ダイヤルや送風□選 
択ダイヤル、デフ□スタース 
イッチを操作したときわ AUTO 
モードは解除されます。 

• エアコンディショナーび停止し 
ているときに送風量調整ダイヤ 
ルや送風温度調整スイッチ、送 
風口選択ダイヤルなどを操作し 
てもエアコンディショナーは作 
動します。 

-エンジンの始動直後は、設定に 
かかわらず、約3日秒間足元に 
わ送風されます。 


エアコンデイシヨナーを停止ずる 



④オフスイッチ 


► オフスイッチ④を押します。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディ 
スプレイび消灯します。 

再度、オフスイッチ④を押すと、 
スイッチの表示灯び消灯し、エア 
コンデイシヨナーび元の設定で作 
動します。 


知識 

ドアウインドウやパノラミツクラ 
メラールーフ*び閉じているとさ 
にエアコンディショナーを停止す 
ると、ウインドウび曇りやすくな 
ります。 


オプションまたは仕様により装備び異なります 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO) 


送風温度を調整ずる 



③送風温度調整スイッチ（左側/高) 
⑤送風温度調整スイッチ（ち側/高) 
⑩送風温度調整スイッチ（ち側/低) 
⑩送風温度調整スイッチ（左側/低) 
⑩送風温度表示 


送風温度を上ばる 

► 送風温度調整スイッチ③または⑥ 
を押します。 

送風温度表示⑩の数字び上びります。 

送風温度を下ばる 

► 送風温度調整スイッチ⑩または⑩ 
を押します。 

送風温度表示⑩の数字び下びります。 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

-通常は22むに設定することを 
お勧めします。 


6 
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快適-室内装備 


アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


r 送風量を調整ずる 



①送風量調整ダイヤル 
⑩送風量インジケーター 


送風量を手動で調整することびでき 
ます。 

送風量を上ばる 

► 送風量調整ダイヤル①を時計回り 
にまわします。 

設定された送風量の送風量インジ 
ケーター⑩が点灯します。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル①を反時計回 
りにまわします。 

設定された送風量の送風量インジ 
ケーター⑩び点灯します。 


風□を選択ずる 



⑦送風口選択ダイヤル 
⑩送風ロインジケーター 


I 知識 

送風量調整ダイヤルを操作すると、 
U アの送風口からの送風量ち増減 
します。 
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エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO) 


► 送風口選択ダイヤル⑦をまわして、 
送風□インジケーター⑩を好みの 
送風□マークに合わせます。 

知識 

• 送風□インジケーターをマーク 
の中間に合わせると、組み合わ 
せた送風□から送風することび 
でさます。 

• フ□ントシートの下にリア足元 
送風□びあります。リア送風 
□ @については、 （6-21) を 
ご覧ください。 

-選択した送風口外の送風口か 
らも、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 



Q サイド送風口⑥、中央送風口⑥、 U ア送風口® 


pg フ□ントウインドウ送風口⑥、サイド送風口⑥、 

ドアウインドウ送風□⑥、リア送風口® 

の フ□ントウインドウ送風口⑥、サイド送風口⑥、 

中央送風口⑥、足元送風口©、ドアウインドウ送風口⑥、 
リア足元送風口、リア送風口® 

— 足元送風□©、リア足元送風□、サイド送風□⑥、 

リア送風口® 
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アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


[送風□の開閉 


サイド送風口⑥ 

閉することがでさます。 

送風□を開く 


と中央送風口⑥を開 I 
巧す。 I 


知識 


送風□の開閉ダイヤルを止まるま 
で下方にまわしても、送風口を完 
全に閉じることはできません。 


► 送風口開閉ダイヤル®、⑩を上方 
にまわすと、徐々に送風口び開き、 
送風量び上がります。 


送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®、⑩を下方 
にまわすと、徐々に送風口び閉じ、 
送風量が下びります。 


送風口開閉ダイヤル®、⑩を止ま 
るまで下方にまわすと、送風口び 
閉じます。 


送風□の風向き調整 _ 

サイド送風口⑥と中央送風口⑥は風 
向さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

I 知識 

換気効率を良くするため、中央送 
風口⑥のノブは中央の位置にする 
ことをお勧めします。 
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エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO) 


リア送風□の開閉 



⑩送風口開閉ダイヤル 
①ノブ 
@ U ア送風口 


送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル⑩を左側にま 
わすと、徐々に送風口®び開き、 
送風量が上びります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル⑩をち側にま 
わすと、徐々に送風口®び閉じ、 
送風量び下びります。 

送風口開閉ダイヤル⑩を止まるま 
でち側にまわすと、送風口び閉じ 
ます。 

知識 


リア送風□の風向き調整 _ 

U ア送風口®は風向きを調整するこ 
とびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 送風□のノブ①を上下左ちに動か 
します。 

知識 

換気効率を良くするため、送風口を 
上向きにすることをお勧めします。 


-送風□開閉ダイヤルを止まるま 
でち側にまわしても、送風□を 
完全に閉じることはできません。 

• 送風温度はフロントの鼓定温度 
に応じて自動的に調整されます。 
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エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


r AC モード 



⑨ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/ ;令房された空気 
び送風されます。 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑨を押します。 

スイッチの表示灯び消灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑨を押します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

環境 9 

AC モードを解除すると、エンジン 
への負荷び軽減し、燃費び向上し 
ます。 


知識 

-除湿/冷房された空気は、エン 
ジンびかかっているときに送風 
されます。 

- AC モードを解除しても、しば 
ら< は除湿/冷房された空気び 
送風される場合びあります。 

• ドアウインドウやパノラミツ 
クラ メラールーフ * び閉じて 
いるときに AC モードを解除す 
ると、ウインドウび曇りやす 
くなります。 

• AC スイッチを押したとさに、 
表示灯び点滅ちし< は消灯した 
ままのとさはエアコンディシヨ 
ナーの;令媒び減っています。除 
湿/冷房は行なわれません。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


6-22 









快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO) 


内気循環モード 



⑩内気循環スイッチ 


トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウとパノラミツクラ 
メラールーフ*を開閉することびでさ 
ます。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

内気循環スイッチ⑩を2秒(上押し 
続けると、押している間だけ、開い 
ているドアウインドウとパノラミツ 
クラ メラールーフび 閉じます。 


内気循環モードに設定されているとさ 
わ、一定時間を経過すると外気導入を 


はじめます。 

外気温度び 

7でじ(上のとさ 

約3□分後 

外気温度び 

7むじ(下のとさ 

約已分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約已分後 


内気循環モードを解除ずる 
(外気導入モードにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

内気循環スイッチ⑩を2秒じ(上押 
し続けると、押している間だけ、 
ドアウインドウび開き、前回開い 
ていた位置になります。また、最 
前列のパノラミックラメラールー 
フびチルトアップします。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


知識 

• ドアウインドウやパノラミツ 
クラ メラールーフ * が閉じて 
いるときに内気循環モードに 
するとウインドウび曇りやす 
くなります。 

ウインドウび曇りはじめたとさ 
は内気循環モードを解除してく 
ださい。曇り具合びひどいとさ 
はデフ□スターモードにしてく 
ださい。 

• 内気循環モードのとさに AC 
モードを解除すると、外気導入 
モードになります。 

• エアコンディシ ヨナーを 作動さ 
せたとさは、外気導入モードに 
なります。 

• 内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウを別のスイッチで操 
作した場合、開いたドアウイン 
ドウを、内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いていた 
位置まで開くことはでさません。 


• 外気温度び非常に高いときは、 
冷居効率を局めるために自動的 
に内気循環モードに切り替わる 
ことびありますび、このとさ内 
気循環スイツチの表示灯は点灯 
しません。 

約3日分経過すると、一定の割 
合で外気導入をはじめます。 

• センサーび感知した大気中の一 
酸化炭素 （ C 日）や窒素酸化物 
( N 日 X) び一定(上の量になる 
と、自動的に内気循環モードに 
なります。ただし、 AC モードを 
解除しているとさや外気温度び 
7° Cli (下のとさは、内気循環 
モードになりません。 


ま意！ 

• ドアウインドウやパノラミック 
ラメ ラールーフを 閉じるとさ 
は、身体や物び挟まれないよう 
にま意して < ださい。 

挟まれそラになったときは、ス 
イッチを操作して、ドアウイン 
ドウやパノラミックラメラー 
ルーフを 開いてください。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとさは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ドアウインドウ 
と ドア フレームとの 間に身体び 
引さ込まれてけびをするおそれ 
びあります。 


オプションまたは仕様により装備び異なります 
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エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 20 Q ELEGANCE / A 200 TURBO ) 


デフ□スターモード 



②デフ□スタースイッチ 
⑩ AUTO スィッチ 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 


デフ□スターを設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押し 

ます。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

エアコンディシヨナーび(下の内 

容で作動します。 

-送風量び最大になり、送風温度 
び高< なります。 

• フ□ントウインドウ送風□、ド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□から送風されます。 

- AC モードに設定され、 AC ス 
イッチの表示灯び点なします。 

-内気循環モードび解除されます。 

知識 

-曇りび取れたら、すみやかに解 
除して < ださい。 

• デフ□スターを設定していると 
さは、送風温度の調整や送風口 
の選択などの操作はでさません。 


デフ □ スターを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ③を 
押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

デフ□スターモードに設定する前 
の内容でエアコンディショナーび 
作動します。 

ただし、デフ□スターモードに設 
定する前に AC モードを解除してい 
たときは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入 
モードになります。 6 

または 

► AUT 日スイッチ⑩を押します。 

デフ□スタースイッチ③の表示なび 
消灯し、エアコンディショナーび 
AUTO モードで作動します。 
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アコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 20Q TURBO) 


ウインドウのが側び屢るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、ウイン 
ドウの外側び曇ることびあります。こ 
のときは、ウインドウに冷気び当たら 
ないように送風口を調整すると、外側 
の曇りを軽減でさます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
てください。 


「リアデフオツガ ー 



⑥ U アデフォッガースイッチ 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
使用でさます。 

注意！ 

-リアウインドウに雪や氷び付い 
ている場合は、それらを取り除 
いてから使用してください。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さい。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ⑥を押 
します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、リアデフォッガースイッチ 
⑥を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

リアデフォッガーは約6〜] 7分後に 
自動的に停止します。 

知識 

• 外気温度と走行速度により 、 U 
アデフォッガーび自動的に停止 
するまでの時間は異なります。 

-バッテリーの電圧び低くなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。電圧び回復すると自動 
的に作動を始めます。 
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エアコンデイシヨナー （A 170 ELEGANCE / A 200 ELEGANCE / A 200 TURBO ) 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン I 



⑧余熱ヒー ター-ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ 

③⑥⑩⑩送風温度調整 スイ ツチ 


エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

エンジンスイッチび0か1の位置のと 
さ、またはキーを抜いているとさに使 
用でさます。 

送風温度は、エンジンを停止する前に 
送風温度調整スイッチ③⑥⑩⑩で調整 
します。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱ヒーター•ベンチレーシヨンス 
イッチ⑧を押します。 

スイッチの表示巧び点灯します。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシ 
ヨンスイッチ⑧を押します。 

スイツチの表示灯び消なします。 


じ(下のとさは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• エンジンスイッチを2の位置にし 
たとさ 

• 余熱ヒーター•ベンチレーシヨンを 
使用してから約3日分後 

-バッテ U —の電圧び低下したとさ 

知識 

-送風量は弱の設定で一定に保た 
れます。送風口は自動的に調整 
されます。 6 

-外気温度び高いとさは送風量が 
中の設定で換気され、暖気の送 
風は行なわれません。 
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パノラ三ックラメラールーフ装備車 

① フ□ント読書灯（左側）スイッチ 

② フ □ント ルーム ランプスイッチ 

③ U アルームランプスイッチ 

④ 点灯モード選択スイッチ 

⑤ フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 
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r ルームランプの点'灯モードの選択] 

自動点'灯モードにずる 

► スイッチ④び押されていない状態 
にします。 

(下の操作をするとルームランプび点 
灯/消灯します。 

オートライト装備車は周囲び暗いとさ 
にじ(下の操作をするとルームランプび 
点灯/消巧します。 

• フ□ントドアを開<とフ□ント 
ルームランプび点灯し、リアドア 
を開くとリアルームランプび点灯 
します。 


◊エンジンスイツチび2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただちに 
消灯します。 

ドアを開いたままのときは消灯 
しません。 


◊エンジンスイツチび0か1の位置 
のとさ、またはキーび抜いてあ 
るとさは、ドアを閉じると約]日 
秒後に消灯します。 

ドアを開いたままのとさは約己 
分後に消灯します。 


• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点灯し、約]日秒後に消なします。 
ルームランプ消灯遅延機能 (4-31) 
びオフのとさは点灯しません。 

-リモコン操作で解錠すると点灯し、 
約30秒後に消灯します。 


I ま意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消なすることを確認してくだ 
さい。 

知識 

オートライト装備車は、自動点灯 
モードになっていてち、周囲び明 
るいとさはルームランプび点巧し 
ないことびあります。 
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常時消なモードにずる 

► スイッチ④び押された状態にします。 

(下のいずれかの操作をしても、 
ルームランプは点灯しません。 

-ドアを開< 

-エンジンスイッチからキーを抜く 
- U モコン操作で解錠する 


r ルームランプの点丹/消丹_ ] 

フ□ントルームランプを手動で点な/ 
消なずる 

► スイッチ③を押します。 

フ□ントルームランプび点灯/消 
灯します。 

リアルームランプを手動で点'灯/消 
I 灯ずる 

► スイッチ③を押します。 

U アルームランプび点な/消灯し 
ます。 


ルーム ランプ H 

I フ□ント読書な I 

フ□ント読書 I 灯を点'灯/消なずる 

► スイッチ①⑥を押します。 

フ□ント読書巧び点な/消なします。 

I 知識 

フ□ント読書灯を点灯させたまま 
U モコン操作で車を施錠すると、 

フ□ント読書灯は消なします。 

6 
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ルーム ランプ 


「リア読書'灯* 



① U ア読書灯スイッチ 

② 消巧位置 

③ 点灯位置 

リア読書なを点な/消なずる 

► スイッチ①を③または③側に押し 
ます。 

U ア読書巧び点灯/消なします。 


知識 

U ア読書灯を点灯させたままリモ 
コン操作で車を施錠すると、リア 
読書灯は消灯します。 

再度、リモコン操作で車を解錠す 
ると、 U ア読書巧は点灯します。 


r 乗降用ランプ/赤色ランプ* I 

乗降用ランプ/赤色ランプはフ□ン 
トドアの下部にあります。 

乗降時に足元を照らし、後続車や歩行 
者に注意を促します。 

周囲び暗いとさにフ□ントドアを開< 
と点灯します。 


フットウエルランプ* _ 

ダッシュボード下にあり、乗降時に足 

元を照らします。 

周囲が暗いとさにじ(下の操作をすると 

点灯/消なします。 

-ドアを開くと点なします。 

◊エンジンスイッチび 2 LU 外の位 
置のとさは、ドアを閉じると約 
] 日秒後に消巧します。ドアを開 
いたままにすると約己分後に消灯 
します。 

◊エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消灯します。ドアを開いたま 
まにすると消灯しません。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点灯し、約]日秒後に消なします。 
J レームランプ消灯遅延機能 (4-31) 
びオフのとさは点巧しません。 

-リモコン操作で解錠すると点灯し、 
約3日秒後に消灯します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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① 照明* 

② フック 

③ バニテイミラー 

④ バニテイミラーカバー 

⑤ カードホルダー 


前方か 5 のにしさを防ぐ 


► サンパイヴーを下げます。 


横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック③から外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

注意！ 

サンバイヴーを横にまわすときは、 
バニテイミラーのカバーを閉じて 
ください。ルーフやバニテイミ 
ラーのカバーを損傷するおそれび 
あります。 

I 知識 

バニテイミラーの横にはカードホ 
ルタ'一⑥びあります。 


サンバイザー 

I バニティミラー I 

バニティミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

► バニティミラー③のカバー④を上 
方に開さます。 

エンジンスイツチび1か2の位置の 
とき、照明①*び点なします。 

I ま意！ 

較惑を防ぐため、走行中はカバー 
を閉じてください。 6 

I 知識 

サンバイヴーをフック③から外す 
と照明①は点灯しません。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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灰皿 


の皿 


灰皿を開く 

► カバー①を前方にスライドさせて 
開さます。 

の皿を閉じる 

► カバー①を後方にスライドさせて 
閉じます。 


① ヵバー 

② 灰皿 


灰皿を取り外ず 

► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► カバー①を前方にスライドさせて 
開さます。 

► 灰皿③を少し前方にスライドさせ 
ます。 

► 灰皿③を上方に引さ上げて取り外 
します。 


灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を確実に押し込みます。 

► 灰皿③を後方にスライドさせます。 


ま意！ 

-吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 

• 灰皿を取り外すとさは、必ず 
エンジンを停止し、パーキン 
グブレーキを確実に効かせて 
ください。 

-カップホルダーとして使用す 
るとさは （6-38) の注意を 
守ってください。 

知識 

• 灰皿③を前方にスライドさせる 
とカップホルダーになります。 

• セレクターレバーを ra に入れ 
るときは、カップ ホルダーの 飲 
み物と接触することびあります。 

. 車幅なび点灯すると、灰皿内部 
の照明び点灯します 



[フ□ントのの皿 
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リアのの皿 



① カバー 


リアの灰皿は、センターコンソールの 
後端にあります。 

の皿を開く 

► カバー①の上部を手前に引きます。 

の皿を閉じる 

► カバー①を押して閉じます。 

灰皿を取りがず 

► カバー①を開き、灰皿を引き上げ 
て取り外します。 

の皿を取り付ける 

► 灰皿び□ックするまで押し込みます。 


灰皿 

ま意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 

知識 

U アの灰皿のカバー①を開くと 
1 2 V 電源ソケットびあります。 
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① カバー 

② ライ ター 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


警告 A 


ライターは必ずノブの部分を持つ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあります。 


ライターを使用ずる 

► カバー①を前方にスライドさせて 
開さます。 

► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライター③は元の 
位置に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の 
位置に戻します。 

; 注意！ 

-安全のため、子供を乗せるとさ 
はライターを抜き取ってくだ 
さい。 

-ライターを押し込んだ後、押 
さえ続けないでください。ラ 
1 イターを損傷するおそれびあ 
I ります。 


-ホ熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。乂災 
び発生するおそれびあります。 


-ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生するおそれびあります。 

-ライターび戻らなくなったとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にするか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

-アクセサリー電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、純正アクセヴ U —だけを使 
用してください。 

知識 

車幅なを点灯させると、ライター 

の照明び点灯します。 
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12 V 電源ソケット ■ 


12 V 電源ソケッ 



①ソケツトカバー 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

► ソケットカバー①を開き、電気製 
品の電源 コネクターを 確実に差し 
込がます。 

知識 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチに 
キーを差し込んでいないとさにフ 
□ントドアを開いたとさは、約3 
分間、 ] 2V 電源ソケットを使用で 
さます。約3分経過する前にフロ 
ントドアを閉じると、閉じたとさ 
から約3日秒間使用でさます。 

また、エンジンスイッチを1か2の 
位置から0の位置にするかエンジ 
ンスイッチからキーを抜いたとさ 
に、フ□ントドアび開いていると 
きは約3分間、フ□ントドアび閉 
じているとさは約3日秒間使用でき 
ます。 


ま意！ 

-必ず DC]2V、 最大消費電流 
] 己 A 下（最大消費電力 
]80 VVii (下）の規格に合った電 
気製品を使用してください。規 
格外の製品や規格上の大さな 
容量の製品を使用するとヒュー 
ズび切れたり、火災び発生する 
おそれびあります。 

-電源ソケットにライターを差し 
込まないでください。 

• ソケット内に指などを入れない g 
でください。感電するおそれび — 
あります。 

• エンジンびかかっていないとさ 
は長時間使用しないでくださ 
し、バッテリーびあびるおそれ 
びあります。 

• 電源ソケットを使用しないとさ 
はカバーを閉じてください。異 
物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 
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アーム レスト 


r フ□ントアームレスト 



① アーム レスト 


アームレストを前方に移動ずる 

► アームレスト①全体を前方にスライ 
ドします。 

アームレストを後方に移動ずる 

► アームレスト①全体を後方にスライ 
ドします。 

I ま意！ 

アームレストを移動するとさは、 
身体び挟まれないよラにま意して 
<ださい。 


「フ□ントアームレストのル物入れ I 



① カバー 

ル物入れを開く 

► カバー①を軽く押します。 

カバー①び前方にスライドします。 
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r 携帯電話の接続_ ] 

フ□ントアームレストのル物入れには 
携帯電話用のコネクターび装備されて 
います。 

コネクターに 携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでさます。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話の外部端子にコネクター 
を接続します。 

携帯電話を取りがず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、コネクターを携 
帯電話から取り外します。 

詳しくは、別冊の 「Audio 2日取扱説 
日月書」または「マルチフアンクシヨン 
コント□ーラー取扱説明書」をお読 
み < ださい。 

I ま意！ 

携帯電話びコネクターに接続でさ 
ないとさは、無理に取り付けない 
で < ださい。 


「フ□ントアームレスト後部 OXM 勿入れ1 



① フ □ン ト アーム レスト 

② ル物入れ 

ル物入れを使用ずる 

► フ□ントアームレスト①全体を前 
方にスライドさせます。 


アーム レスト 

ま意！ 

-アームレストび閉じなくなるよ 
ラな大さな物をル物入れに入れ 
ないで<ださい。アームレスト 
や収納物を損傷するおそれびあ 
ります。 

-ル物入れには食料品を収納しな 
いで <ださい。 


6 
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快適-室内装備 


|| III 



①カップホルダー 


ま意！ 

-火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないで< 
ださい。 

• カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用してく 
ださい。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないで < ださい。 

-カップ ホルダーに 飲み物を置く 
とさは、スイッチや電装品など 
に飲み物をこぼしたり、結露し 
た水滴び垂れないよラにま意し 
てください。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発火するお 
それびあります。 


知識 

各ドアのドアポケットにボトルホ 
ルタ'一び装備されています。 
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快適-室内装備 


グ□ーブボックス ■ 



① 八ンドル 

② カバー 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引きます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

ま意！ 

-走行中は、グ□ーブボックスの 
カバーを開いたままにしないで 
<ださい。急ブレーキ時や事故 
のとさなどに収納物び飛び出し 
て、乗員びけびをするおそれび 
あります。 

-貴重品はグ□ーブボックス内に 
保管しないでください。 


知識 

• エンジンスイッチび1か2の位 
置のとさにグ□ーブボックスを 
開< と、グ□ーブボックスラン 
プび点灯します。 

• グ□ーブボックス内には外部音 
声入力端子びあります。詳しく 
は別冊の 「Audio 2日取扱説明 
書」または「マルチファンク 
ションコント□-ラー取扱説 
日月書」をご覧ください。 

ご不明な点は、指定サービスエ g 
場におたずねください。 — 


6-39 













快適-室内装備 


■ II I I 


r グ□—ブボックス送風 □ I グ□—ブボックス内へ送風ずる 

► 送風ダイヤル③を①の位置にまわ 
します。 

グ□ーブボックス内への送風を停止 
ずる 

► 送風ダイヤル③を③の位置にまわ 
します。 


① 送風位置 

② 送風停止位置 

③ 送風ダイヤル 



知識 

-グ□ーブボックス内への送風量 
は、エアコンディショナーの送 
風量や送風口選択により変化し 
ます。 


• エアコンディショナーの送風温 
度の調整や送風口の選択にかか 
わらず、グ□ーブボックス内に 
は暖気は送風されません。 
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快適-室内装備 


収納ネッ 


ま意！ 

• 収納ネットには、重い物やかた 
い物、ビンや吿、割れやすい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

-収納ネットから収納物びはみ出 
さないよラにして < ださい。 


「助手席足元の収納ネット I 



①助手席収納ネット 

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
できる収納ネット①びあります。 

ま意！ 

助手席シートの前後位置を調整す 
るとさは、収納物とシートび接触 
しないよラに注意して<ださい。 
収納物やシートを損傷するおそれ 
びあります。 


収納ネット 


r フ□ントシート背面の収納ネット I 



③フ□ントシ ー ト背面の収納ネット 

フ□ントシートの背面には収納ネット 6 

③びあります。 
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快適-室内装備 




ル物入れ 


r ラゲツジルームのル物入れ 



①ノブ 


ラゲツジルームのち側にはル物入れび 
あります。 


ル物入れを開く 

► ノブ①を時計回りにまわし、□ッ 
クを解除します。 

► ル物入れのカバーを開さます。 


ル物入れを閉じる 

► ル物入れのカバーを閉じます。 

► ノブ①を反時計回りにまわし、 □ 
ックします。 


ま意！ 

重量び].己 k 宫仪上の物は収納しな 
いで <ださい。 
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快適-室内装備 


アシストグリップ 


各ドアウインドウの上にアシストグ 
U ップびあります。コーナ U ング時の 
姿勢保持などに使用します。 

U アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 


A 


SRS ウインドウバッグの作動を妨 
げたり、作動時に物び飛んで乗員 
びけびをするおそれびありますの 
で、じ(下の点に注意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセヴリーなどをかけないで 
ください。 

• コートフックには軽く柔らかい 
衣服(外の物をかけないでくだ 
さし、。 

• コートフックを使用するときは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服 
を直接かけてください。 


アシストグリップ ■ 

ま意！ 

• アシストグ U ップにぶらさびつ 
たり、必要1^^上の大さな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップを破損するおそれびあ 
ります。 

-運転者は運転中にアシストグ 
リップを使用しないでください。 

• コートフックを使用するときは、 

衣服び運転者の視界の妨げにな 
らないよラにしてください。 
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快適-室内装備 


フラック 



① カバー 

② 取り付け部 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ルーフラックはダイムラー社の純正品 
および指定品の使用をお勧めします。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 

ルーフラックを取り付ける 

► カバー①を外側に開きます。 

取り付け部③にルーフラックを取 
り付けます。 


ま意！ 

•ルーフの最大積載重量（約 
50 kg ) を超えないようにま意 
してください。 

• ルーフラックを取り付けるとさ 
は、製品に添付の取扱説明書に 
従ってください。 

• 純正品(がのルーフラックを取 
り付けると車び損傷するおそれ 
びあります。 

• ルーフラックを取り付けるとき 
は下記に注意してください。車 
を損傷するおそれびあります。 

0パノラミックラ メラールー 
フ * をチルトアップさせた 
ときに接触しないこと 

0 テールゲー トを開いたとき 
に接触しないこと 

0ルーフアンテナに接触しな 
いこと 
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事故-故障のとさ 7-2 

非常信号用具 7-3 

車載工具/輪止め/ 

停止表示板/ジャッキ/ 
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パンクしたとき 7-6 


7. 万一のとを 


けん引 

7-15 

才ーバーヒートしたとき 

7-18 

バッテリーがあびつたとき 

7-19 

ヒューズの交換 

7-22 

電球の交換 

7-24 



万一のとを 


■ I I Ml HI 


事故-故障のとさ 


警告 

A 


燃料などび漏れている場合は、すぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラに注 
意してください。火災び発生したり、 
爆発するおそれびあります。 


r 事故び起きたとさ_ I 

(下の処置をとってください。 

-続発事故を防ぐため、交通の妨げ 
にならない安全な場所に停車し、 
エンジンを停止してください。 

. 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととわに、 
負傷者の救護を行なってください。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

-警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

-相手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してください。 


r 路上で故障したとを_ ] 

安全な場所に停車し、非常点滅灯を点 
滅させてください。高速道路や自動車 
専用道路では、車の後ちに停止表示板 
を置 < ことび法律で義務付けられてい 
ます。追突のおそれびあるため、乗員 
は車内に残らず、ただちに安全な場所 
に避難してください。 


自動車保険会社に連絡して < だ 
さい。 









万一のとを 


r 車び動かな < なったとを _ A 

セレクターレパーを la に入れ、パー 
キングブレーキを解除し、同乗者や 
付近の人に救援を求めて、安全な場 
所まで車を押して移動してください。 
このときは、車速感応ドア□ックに 
よるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さし、 

セレクターレバーを la に入れられな 
いとさは、乗員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 


注意！ 

踏切内で動けなくなったときは、 
ただちに踏切の非常ボタンを巧し 
てください。緊急を要するときは 
非常信号用具を使用して < ださい。 

知識 

セレクタ~レバ~を la から動か 
せないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさます。詳しくは 
(5-16) をご覧ください。 


事故-故障のとを/非常信号用具 ■ 


非常信号用具 


懐中電灯をドアポケットに装備して 
います。 

知識 

. 新車持は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び挟まれて 
います。使用するときは紙を取 
り除いて < ださい。 

. 懐中電なび十分な明るさで点灯 
することを定期的に点検してく 
ださい。 









万一のとを 


車載工具/輪止め/停止表示板/ジャッキ/救急セット 



車載工具/輪止め/停止表示板/ 
ジャッキ/救急セット 


① ノブ 


r 車載工具_ I 

► ル物入れ下部から車載工具の入つ 
た袋を取り出します。 

ホイールレンチ、ジャツキ八ンド 
ル、けん引フック、手袋などび収 
納されています。 


ラゲツジルーム左側のル物入れには、 
車載工具/輪止め/停止表示板/ 
ジャッキ/救急セツトび収納されて 
います。 

ラゲツジルーム左側のル物入れを開< 


名称 


③車載工具/輪止め 

③ 停止表示板 

④ ジャッキ 
⑥救急セット 


► ノブ①を反時計回りにまわして □ 
ックを解除します。 



► カバーを開きます。 
















万一のとを 


車載工具/輪止め/停止表示板/ジャッキ/救急セツト^ ■ 


輪止め 


► 図の順番で輪止めを組み立てます。 


[停止表示板 



► 左ちのスタンド①を拡げて地面に 
立てます。 


► 反射板③を引き出し、頂点をかみ 
合わせて□ックします。 


r 救急セット_1 

► ホルダーを外して取り出します。 

救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点 
検してください。 



I ま意！ 

輪止めを使用するときは図④の矢 
印の位置にタイヤびあたるよラに 
します。方向に注意してください。 


※停止表示板の形状び異なる場合びあり 
ます。 














万一のとを 


パンクしたとき 


1パンクしたとき 1 

警告 

A 

-パンクしたときは、 

あわててブ 


レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異常 
に過熱し、火災び発生するおそ 
れびあります。 

. 停車したとさは、非常点滅灯を 
点滅させてください。また、十 
分注意しなびら車の後方に停止 
表示板を置いてください。 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で車を巧したり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。車輪び回転 
すると車び自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれびあ 
ります。 

. タイヤ交換をするときは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 


► 安全を確保でさる、かたくてすべ 
りにくい水平な場所に停車します。 

► 非常点滅灯を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入れ 
ます。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、 
ステア U ングび□ックされたこと 
を確認します。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を 
車から降ろし、ただちに安全な場 
所に避難させます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 

I 知識 

高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くこと 
び法律で義務付けられています。 
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万一のとき 


I I II ■ 


輪止め、ジャッキ、ジャッキ八ン 
ドル、ホイールレンチを準備しま 

す (7-4) 〇 

交換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをします。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するとさは、下のよラに輪止め 
をします。 

0前輪のいずれかを交換するとき 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

0後輪のいずれかを交換するとき 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 

知識 

輪止めは]個車載されています。 
わラ]個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用してください。 


r 応急用スペアタイヤを取り出ず 



① スクリュー 

② 応急用スペアタイヤ 

► ラゲツジフ□アボードを開いて、 
ホルダーに立てかけます （3-36)。 

► スクリュー①を反時計回りにまわ 
して外します。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 


A 


• 応急用スペアタイヤに交換した 
ときは、必ず8日 km / hiiTF で走 
行してください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

-応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性び大さく変化します。 
十分ま意して走行してくださし、。 











万一のとを 


パンクしたとき 


ま意！ 

• 応急用スペアタイヤを取り出す 
とさは、必ず保護のため手袋 
を着用してください。素手で 
作業するとけびをするおそれ 
びあります。 

-応急用スペアタイヤを2本じ(上 
装着して走行しなし、でくださし、 

-応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。他車のちのは使用しな 
いで <ださい。 

• 応急用スペアタイヤを装着して 
走行しているときは、タイヤ空 
気圧警告システムは正常に作動 
しません。 


r ホイールカバー*の取り外し 



①ホイールカバー 

► スチールホイール装備車は、矢印 
の位置に手を入れ、ホイールカバ 
一①を取り外します。 

このとさ、必ず手袋を着用してく 
ださい。 


[シャツキノ7ツプ 



①ホイールレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換する夕 
イヤのホイールボルト（己本）を 
約]回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを 
取り外しません。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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万一のとき 


パンクしたとき 


注意！ 

ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。じ(下の点に注意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさなしで'くださし、 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください。 



② ジャッキ 

③ ダイヤル部分 

④ ジャッキサポート 

⑤ ジャッキ八ンドル 


► ダイヤル部分③を手でまわしてジ 
ャッキを伸ばしなびら、交換する 
タイヤに近いジャッキヴポート④ 
にジャッキ③の先端をあてます。 

このとき、ジャッキ③の先端び 
ジャッキヴポート④に接してぐら 
つかない程度までダイヤル部分③ 
をまわします。 

► ジャッキ八ンドル⑥を、 "AUF 
UP " の文字び見える面び手前にく 
るよラに取り付けます。 

I 知識 

ジャッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられています。 
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万一のとを 


パンクしたとき 
ま意！ 

• ジャッキ八ンドル⑥は 、 "AUF 
UP " の文字び見える面び手前に 
くるよラに取り付けないと、 
ジャッキアップでさません。 

-ジャッキはかたくてすべりに 
くい水平な場所で使用してく 
ださい。 

• ジャッキはこの車のタイヤ交 
換じ(外には使用しないでくだ 
さし、 

-ジャッキに異常や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

-ジャッキアップする前に乗員や 
荷物を車から降ろしてください。 

. ジャッキサポート外の場所に 
使用しないでください。 

-ジャッキび正しくジャッキヴ 
ポートに入っていることを確認 
してください。 


-側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるよラに取り付けてください。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地するよラに取り付けてく 
ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置し^てジャッキアップ 
しないで<ださい。ジャッキ 
アップした車び落下するおそれ 
びあります。また、ジャッキび 
伸びていない状態では、車を支 
えることびでさないおそれびあ 
ります。 



► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、タイヤび地面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップします。 
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万一のとき 


I I II ■ 


A 


車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、ミ夫して車の下に 
身体を入れないでくださし U 
ジャッキび外れると、車に挟まれ 
て致命的なけびをするおそれびあ 
ります。ジャッキは車を一時的に 
持ち上げるとさだけに使用してく 
ださい。 


ま意！ 

• ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アや テールゲー トを開閉した 
り、パーキングブレーキを解除 
しないでください。車び落下す 
るおそれびあります。 



► ホイールボルトを外して、タイヤ 
を取り外します。 


ま意！ 

-ホイールボルトに砂や泥を付け 
ないよラにミ主意して < ださい。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールを損傷するお 
それびあります。 

-ホイールを外したときは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。リムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷するおそ 
れびあります。 


• ジャッキアップしたとさのタイ 
ヤの高さは、地面から 3 cm じ ( 
内にしてください。 
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万一のとを 


■ I I 



► 応急用スペアタイヤのホイールお 
よび八ブの接合面に、砂や';ちれな 
どびないことを確認します。 

► ホイール八ブのネジ穴とホイール 
の穴の位置び合ラよラに応急用ス 
ペアタイヤを持ち上げます。 

► 己本のホイールボルトを軽く締め 
付けて取り付けます。 


ま意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘があ 
るときは交換してください。ま 
た、ネジ山にはミ夫してオイルや 
グリスを塗布しないでくださ 
し、ホイールボルトびゆるむお 
それびあります。 

-ホイール八ブのネジ山び損傷し 
てし" i るとさは走行をしなし" i で、 
指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤの取り付け 
には、標準タイヤのホイールボ 
ルトを使用します。異なるホ 
イールボルトを使用するとホ 
イールを十分に固定することび 
でさず、走行中にタイヤび外れ 
るおそれびあります。 


A 


ジャッキアップした状態でホイー 
ルボルトを強く締め付けないでく 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キび外れるおそれびあります。 
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r ジャッキダウン_ ] 

► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ 
うに取り付けます。 

I ま意！ 

ジャッキ八ンドルは 、 "AB DOWN " 
の文字が見える面び手前にくるよ 
ラに取り付けないと、ジャッキは 
下びりません。 

► 八ンドルを繰り返し操作し、ジャッ 
キを下げます。 


万一のとき 


I I II ■ 



► 図の順番でホイールボルトを均一 
に締め付けます。 


► ホイールボルトの締め付けトルク 
は] 3 k 浸 - m (130 Nrn ) です。 

► ジャッキを縮め、車載工具や輪 
止めなどととちに元の位置に戻 
します。 

► ラゲッジフ□アボードを高しパ立置 
の状態 （3-37) にして、ラゲッジ 
フ□アボードの下に外したタイヤ 
を収納します。 


ま意！ 

ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れると、けびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。じ(下の点にま意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし^ 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを 
継ぎ足してまわすなど、必要(上 
にホイールボルトを締め付けない 
でください。ホイールボルトやネ 
ジ穴を損傷するおそれびあります。 
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万一のとを 


■ I I 


r ホイールカバー*装着時の注意 ] 

ホイールカバーをホイールに装着す 
るとさは、(下の注意事項を守って 
ください。バルブが損傷してタイヤ 
から空気び抜けたり、事故を起こお 
それびあります。 


① バルブ 

② バルブ ホール 

ホイールカバーをホイールに装着す 
るときは、バルブ①びバルブホール 

③ に通るように装着してください。 



* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



① バルブ 

② バルブ ホール 


さらに、バルブ①びバルブホール③ 
の中/こ W こなっていて、ホイールカ 
バーに接触していないことを確認し 
てください。 
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けん引 


注意！ 

-けん引はできるだけ避けてくだ 
さし、自走できなし" i ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送してください。 

-やむを得ず、他車にけん引して 
わらラとさはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


万一のとを 


けん引 


「フロントの取り付け位置 



① カバー 

② マーク 部 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
ります。 

► マーク 部③を押して、 カバー ①を 
外します。 


r リアの取り付け位置 



① カバー 

② マーク 部 

U アバンノく一の向かつてち側にあり 
ます。 

► マーク 部③を押して、 カバー ①を 
外します。 
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万一のとを 




r けん引フックを取り付ける_ I 

► 車載工具 （7-4) からけん引フック 
とホイールレンチを取り出します。 

► 内部のネジ穴にけん引フックをね 
じ込み、停止するまで手で締め込 
みます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックのリング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 


r けん引ずる_ I 

► エンジンを始動して、セレクター 
レノ（一を M に入れます。 

► エンジンを始動できないときは、 
エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレバーを la に入れ 
ます。 

セレクタ~レバ~を la から動か 
せないとさは（己- 16) をご覧く 
ださい。 


ま意！ 

-けん引されるときは、車速感 
応ドア□ックを解除してくだ 
さい（4-34)。 車輪び回転す 
ると車び自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれび 
あります。 

-フ□ントまたはリアをつり上げ 
てけん引するとさは、エンジン 
スイッチを0の位置にしてくだ 
さい。 ESP び作動して接地して 
いるタイヤにブレーキびかかり 
ます。また、ブレーキシステム 
を損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテ U — を電源としたエ 
ンジン始動を試みてください （7- 

19)。 
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万一のとを 


注意！ 

-一般道では3日 km/hli (下の速度 
で、距離は已日 km じ(内に限り、 
けん引走行することびできま 
す。距離び己日 km を超えるとき 
は、フ□ントをつり上げてけん 
引するか、フ□ントアクスルの 
プ□ペラシャフトを夕+す、また 
は車両運搬車を利用してくださ 
し、トランスミッションを損傷 
するおそれびあります。 

• トランスミッションび損傷して 
いるときは、フ□ントをつり上 
げてけん引を行なってください。 

-エンジンび停止した状態でけん 
引走行するときでも、エンジン 
スイッチからキーを抜かないで 
ください。ステア U ング□ック 
び作動し、ステアリング操作び 
でさな < なります。 


• エンジンびかかっていないとさ 
は、ブレーキやステアリングの 
操作に非常に大さな力び必要に 
なります。 

-けん引□ープを使用してけん引 
されるとさは、じ(下の点にま意 
してください。 

0ワイヤー□—プやチェーン 
を使用しないでくださし、。 
車を損傷するおそれびあり 
ます。 


0 □ープの長さは己 m じ(内と 
し、□ープの中央に白布 
(3 日 cnnx 3 日 cmii (上）を付 
けて2台の車が□ープでつな 
びれていることを周囲に明 
示してください。 


けん引^ ■ 

〇□ープは両車とわできるだけ 
同じ側につないで < ださい。 

〇けん引フックじ(外には□一 
プをかけないで < ださい。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かからないよラにして<だ 
さし、 

◊走行中は、前車のブレーキ 
ランプに注意しなびら、 
□ープをたるませないよラ 
に車間距離を調整してくだ 
さし、 

-車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをヴ _ 
スペンシヨンなどのメンノく一部 _ 
分にかけないでください。車体 
を損傷するおそれびあります。 
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万一のとを 


才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたときは、じ TF のい 
ずれかの症状があ5われまず 

-冷却水温度が約] 20むじ(上を示し 
ている 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告 
メッセージび表示される 

• エンジンルームから蒸気び出ている 

警告 A 


• エンジン ルームから 蒸気び出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとさは、ただちにエンジン 
を停止し、；令えるまで車から離 
れてください。漏れた冷却水び 
発火して火災び発生するおそれ 
があります。 

-水温び下びるまで、絶対にボン 
ネットやリヴーブタンクの 
キヤップを開かないで < ださい。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をするおそれびあります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに、冷却水に関する故 
障/警告メッセージび表示さ 

れたときは (10-8.10) をご 

覧ください。 

•才ーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとさは必ず 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 


才ーバーヒートしたときは、じ I 下のよ 
うに処置してください 

► ただちに安全な場所に停車します。 

► エンジンをアイドリング状態で冷 
却します。 

エンジンフアンび停止していると 
きや冷却水び吹き出しているとき 
は、エンジンを停止して冷却して 
ください。 

► エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検します。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

す（8-6)。 

I ま意！ 

;令却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷するおそれびあります。 
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ッテリーびあびったとさ 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
な一つ '、レを使用して他車のバッテリー 
を電源として始動することびでさま 
す。容量の大さい太めのブースター 
ヶーつ、 レを使用してください。 

知識 

-バッテリーあがりなどでリモコ 
ン操作で解錠でさないとさは運 
転席ドアをエマージェンシー 
キーで解錠します（3-28)。 

• バッテリーあびりなどでセレク 
ターレバーを d から動かすこ 
とびできなくなったときは、手 
動で動かすことびでさます（己- 

16)。 


万一のとき 


バッテリーがあがったとき 


A 


-作業を始める前に必ず(降に記 
載する説明を読んでください。 
説日月を守らないと、電気装備を 
損傷したり、バッテリーび爆発し 
てけびをするおそれびあります。 

. 他車のバッテリーを電源として 
始動しているときは、バッテ 
リーをのぞさ込まないでくださ 
し、。爆発したときに、けびをす 
るおそれびあります。 

-たばこなどの火気を近付けたり、 
火巧を発生させたりしないでく 
ださい。バッテリーが爆発して 
けびをするおそれびあります。 

. 他車のバッテリーを電源として 
始動しているときは、バッテ 
U 一を傾けないでください。 


[バッテリーの位置 



① ノブ 

② カバー 


バッテ U —は運転席足元のフ□ア下に 
あります。 

► コインなどでノブ①を反時計回り 
にまわして□ックを外し、カバー 
③を取り外します。 

► 内部にあるスポンジを取り外し 
ます。 
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万一のとを 


バッテリーがあがったとき 


r 始動の方法_ I 

► バッテリー電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを la に入れます。 

► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車の電気装備をすべて停止し、 
エンジンスイツチを0の位置にし 
ます。 



③ 筋瑞テ カバー 

④ 自車の®端テ 
⑥救援車の@端テ 

⑥ 救援車の©端テ 

⑦ 自車の©端テ 


► 救援車のバッテリーの®端子⑥に 
ホ色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の®端子カバー③を取り外し 
ます。 

► 自車のバッテリーの®端子④にホ 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイ 
ドリング状態にします。 


► 救援車のバッテリーの©端子⑥に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車のバッテ U —の©端子⑦に黒 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 

ま意！ 

-電気回路を守るため、エンジ 
ンを始動したら、ただちにエ 
アコンデイシヨナーや U アデ 
フォッ ガーなどの電気装備を 
作動させてください。ただし、 
ランプは点なさせないでくだ 
さし、。 

-救援車により接続方法び異なる 
ことびあります。接続前に救援 
車の取扱説日月書わお読みくだ 
さい。 

► 取り付けたとさと逆の手順でケー 
ブルを外します。 

► 必要のない電気装備を停止します。 
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万一のとき 


注意！ 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでください。 
車の電気装備を損傷します。 

-触媒装置の損傷を避けるため、 
じ(下の点に注意してください。 

〇「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないで < ださい。 

〇エンジンび暖まっていると 
さは、他車のバッテリーを 
電源としてエンジンを始動 
しないで < ださい。 

-エンジン始動を 2 〜 3 回試みて 
わ始動でさないとさは、時間を 
おいてから、再度始動してくだ 
さい。それでも始動しないとさ 
は指定ヴービスエ場へ連絡して 
ください。 

-エンジン始動を長時間行なわな 
いで <ださい。 


-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
してください。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているわのは使用し 
ないで <ださい。 

〇ケーブルびエンジンフアンや 
回転べルトなどに巻さ込まれ 
ないよラにしてください。 


知識 

-放電したバッテリー液は、 
約一]日むで凍結します。凍結 
しているとさは、乂気を近付け 
ずにバッテリー全体を暖め 
(己日でじ(下）、バッテ U —液を 
解凍してからエンジンを始動し 
てください。 

-エンジンび始動でさたとさち、 
指定ヴービスエ場でバッテリー 
の点検を受けてください。 


バッテリーがあがったとき ■ 

• バッテリーびあびったり、バッ 
テリーの接続び一時的に断たれ 
ると、次にバッテリーを接続し 
てエンジンを始動したときに、 

マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。こ 
のとさは、(下の手順で再設定 
してください。 

► 安全な場所に停車し、エンジ 
ンを始動します。 

► ステアリングをいずれかに止 
まるまでまわし、次に反対側 
へ止まるまでまわします。 

また、(下の作業び必要になる 7 
ことびあります。 

〇オーデイオやマルチフアン 
クシヨンコント□ーラー* 

のプ U セットの再設定 

〇パワーウインドウのリセット 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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万一のとを 


I I III 


ーズの 交換 


r ヒューズボックスの位置 



① ノブ 

② カバー 


ヒューズボックスは運転席足元のフ □ 
ア下にあ0ます。 

► コインなどでノブ①を反時計回り 
にまわして□ックを外し、カバー 
③を取り外します。 



③ ヒューズボックス 
W ヒュースー覧表 

矢印の位置にヒューズの一覧表（英文) 

④ があります。 

※ヒューズー覧は （9-7) をご覧ください。 
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万一のとを 


I I II I ■ 


r ヒュ~ズを父換す々_ I 

電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換してください。 

ヒューズー覧は (9-7) をご覧ください。 
警告 A 


規格や容量の異なるヒューズ、改 
造や修理をしたヒューズを使用し 
ないでください。また、針金など 
で代用しないでください。火災な 
どび発生するおそれびあります。 


► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しな 
い電気装備に該当するヒューズを 
確認します。 

► ヒューズリムーバーなどを使用し 
て該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、/こ N 線部び切れ 
ている（溶断）とさは同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 


ま意！ 

• ヒューズボックスの中には、ほ 
こりや湿気び入らないよラにし 
てください。 

-じ(下のよラなときは、ただちに 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 

〇ヒューズを交換してわすぐ 
に切れたり、装備び作動し 
ないとさ 

〇ヒューズに異常はないび、 
電気装備び作動しないとさ 
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万一のとを 




電球の交換 


電球を交換するとさは、規格に合った 
同容量の電球と交換してください。 

LED やキセノンランプ*は、必ず指定 
ヴービスエ場で交換作業を行なってく 
ださい。その他の電球の交換ち、指定 
サービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 

やむを得ずお客様自身で交換するとさ 
は、 iiTF のま意を守って該当箇所の電 
球を交換してくださし、 

電球一覧は （9-己、6) をご覧くださし、。 


A 


-エンジンを始動しているときや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
ときは、バイキセノンヘッドラ 
ンプのバルブソケットや配線に 
手を触れなし^でくださし、。 

高電圧の発生部分や高温部分び 
あり、それらに触れると非常に 
危険です。 

• バイキセノンヘッドランプのバ 
ルブ交換は、必ず指定サービス 
工場で行なつてください。 


マルチファンクシヨンディスプレイの 
故障/警告メッセージ 

マルチファンクシヨンディスプレイに 
ランプに関する故障/警告メッセー 
ジび表示されたときは （10-11) を 
ご覧ください。 

すみやかに電球を交換してください。 

知識 

• ドアミラー方向指示灯や八イ 
マウントブレーキランプは、 
すべての LED び切れたとさに 
マルチファンクシヨンディス 
プレイに故障/警告メッセー 
ジび表示されます。 

-方向指示灯の電球び切れたとさ 
は、マルチファンクシヨンディ 
スプレイの故障/警告メッセー 
ジに加えて、メーターパネルの 
方向指示表示灯の点滅と作動音 
の間隔び短くなります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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r 電球の取り扱い_ I 

電球を交換するとさは、(下の点に注 
意して < ださい。 

-電球を交換するときは、防護眼鏡や 
手袋などを着用して、直接手で電球 
に触れないよラにしてください。 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす 
くなります。電球に触れたときは、 
薄めた中性洗剤を含ませた柔らか 
い布で電球をよく拭いてください。 

-指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になります。 


万一のとき 


電球の交換 ■ 

-電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取り外さな 
いでください。電球には圧力のか 
かったガスび封入されているため、 

破裂するおそれびあります。 

-落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれびあります。 

• 電球は子供の手の届かないところに 
保管してください。 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、指定ヴービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場では(下のよ 
ラな点検を行ないます。 


ダイムラー社指定の点検整備 

ダイムラー社の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 


1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフロ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目安として、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています （4-1 1)。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車をご使用されるなかで、 
お客様ご自身の判断で実施していただ 
く点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 
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点検と整備 


I II 



ンジン ルーム 


A 170 / A 200 


① 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

8-10 

③ 

冷却水リヴーブタンク 

8-5 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-7 

④ 

エンジンオイ;!レ 
フィラーキャップ 

8-8 

⑥ 

ウォツシヤー;イタ 
リヴーブタンク 

8-1 3 


エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検すると 
さは(下の事項を厳守してください。 


A 


• イグニッシヨンシステムおよび 
キセノンへッドランプ*のバル 
ブソケットや配線に手を触れな 
いで<ださい。高電圧び発生し 
ているため、感電するおそれび 
あります。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いてち、冷却水の温度び高いと 
さはエンジンフアンなどび自動 
的に回転することびあります。 
エンジンフアンなどの回転部に 
は身体や物を近付けないで < だ 
さし、 


環境 9 


環境保護のため、オイルなどの各 
種の油脂類やフルード類の交換- 
廃棄は、指定サービスエ場で行 
なつて< ださし、。 
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* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


ンジン ルーム 

エンジンルーム内の手入れ 

手作業で拭いてください。火傷や感電 
をしないよラに注意して < ださい。 

エンジンルームには多<の電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、 スチーム 洗浄をしないでくだ 
さし、 


ま意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動さに 
十分注意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業は安全な場所で行なってく 
ださい。 

-適切な工具を使用してください。 

-部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびあります。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、バッテリー 
液、冷却水など）は、十分ま意 
して取り扱ってください。万一 
目に入った場合は、すぐに清潔 
な水で十分に洗い流し、医師の 
診断を受けてください。 


-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、すぐに石けんで 
洗い流してください。放置する 
と皮膚に障害を起こすおそれび 
あります。 

-油脂類やフルード類の容器は、 
子供の手び届くところや火気の 
近くに保管しないでください。 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検してください。 
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点検と整備 


冷却水 


冷却水の量を点検ずる 



① キャップ 

② リヴーブタンク 

③ バー 


► 水平な場所に停車します。 

冷却水び冷えている状態で、リ 
ヴーブタンク③の白と黒の境目ま 
で液面びあれば適量です。 

または 

► 水平な場所に停車します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク③のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 冷却水の液面びバー③の上面に達 
していれば適量です。 


知識 

水温び高いとさは、液面は約 
1.己 cm 高くなります。 


A 


-水温び少しでわ高いとさは、絶 
対に U ヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、乂傷 
をするおそれがあります。 

-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジンに不凍液び付 
着すると、発火して火傷をする 
おそれびあります。 


I 注意！ 

冷却水の減りかたび著しいときは、 
ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 
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点検と整備 




r 冷却水を補給ずる_ I 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び冷えているときにリヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク③のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 液面の高さにま意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を湿 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よって濃度を変えます。 


不凍液の濃度 



ま意！ 

-冷却水の補給は、冷却水び冷え 
てから行なってくださし、 

-冷却水には必ず不凍液を湿ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果わあります。 

-不凍液の濃度は已日％から己己％ 
の間にしてください。濃度を 
己己％じ(上にすると、；令却性能 
び低下します。 

-指定(外の不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐食などの原因になります。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐに水で洗い流してください。 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関する故障/警 
告メッセージ （ 10-8、1 0) び 

表示されたとさは、オーバー 
ヒートしてエンジンを損傷する 
おそれびあります。ただちに安 
全な場所に停車してください。 


冷却水の交換時期 

;令却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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点検と整備 


ンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる 



① エンジン オイルレベル ゲージ 

② 上限 ( MAX ) 

③ 下限 ( MIN ) 


※車種や仕様により、エンジンオイルレべ 
ルゲージ①の形状は異なります。 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動させ、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約已分間待ち 
ます。 

エンジンび暖まらないラちにエンジ 
ンを停止したときは、約3日分間待 
ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜さ取り、されいに拭いて差し込 
みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を抜さ取り、付着したエンジンオ 
イル量と巧れ具合を点検します。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、フイラーキャップを開いて、 
指定のエンジンオイルを規定の量 
だけ補給します。 


エンジンオイル 

ま意！ 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイにエンジンオイル量に関す 
る故障/警告メッセージび表示 
されたとさは (10-12) をご覧 
ください。 

• エンジンオイルは使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな 
く、消費され減少します。定期 
的に点検し、必要であれば必ず 
補給または交換してください。 

知識 

• エンジン オイルレベル ゲージの 
上限と下限の間は約1 .2 U ット 
ルです。 

-慣らし運転中のエンジンオイ 8 

ル消費量は多少増加すること — 
びあります。また、頻繁にエン 
ジン回転数を上げて走行する 
と、エンジンオイル消費量は増 
加します。 
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点検と整備 


I I III 


①エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフィラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを規定の 
量まで補給します。 

安全に十分ま意して、作業を行 
なつて< ださし、。 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
①を補給口に合わせ、時計回りに 
まわします。 


A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないで<ださい。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着す 
ると、発火して乂傷をするおそれ 
びあります。 
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環境保護のため、エンジンオイル 
を地面や排水溝などに流さないで 
ください。 



[エンジンオイルを補黯ずる 
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点検と整備 


エンジンオイル 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘嵐ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 

外気温度 SAE グレード 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよび フィ ルターは定 
期的に交換することをお勧めします。 
交換持期はメンテナンスインジケー 
ターを目安としてください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくは指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


ま意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定(外のエ 
ンジンオイルを使用して故障が 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。 

• エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に拭 
さ取ってください。 

-エンジンオイル量び多すざると 
故障の原因になります。 

-エンジンオイルの減りかたび 
著しいときは、ただちに指定 
ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 




|扇 


加巧扣2 5 〇 5 W E 如巧 


み 


がの郎的如^並の2 


8-9 

























点検と整備 




ブレーキ液 


r ブレーキ液の量を点検ずる 


► ブレーキ液 U ヴーブタンク①のレ 
ベルインジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 


① ブレーキ液 U ヴーブタンク 

② レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③ レベルインジケーター下限 （ MIN ) 



ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(10-9) をご覧ください。 
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r ブレーキ液の交換_ ] 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスエ 
場におたずねください。 


点検と整備 


ブレーキ 


A 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メツセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯（己- 34) び点 
灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないで<ださい。 
補給によって故障び解消するこ 
とはありません。 


安全な場所に停車して、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定(外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
湿ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、安全なブレーキ操作びで 
さな<なるおそれびあります。 


• ブレーキ液の補給は、エンジン 
び冷えてから行なってください。 
また、上限 ( MAX ) を超えない 
よラに補給してくださし、あふ 
れたブレーキ液び熱 < なったエ 
ンジンや排気管などに付着する 
と、発火して火傷をするおそれ 
びあります。 
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点検と整備 




ま意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さし、 

-補給のとさは、ゴミや水が U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
ラにしてください。たとえ小さ 
なゴ S でち、 ブレーキび 効かな 
<なるおそれびあります。 


• レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給すると、 
走行中に漏れて塗装面を損傷す 
るおそれびあります。ボディに 
付着したとさは、すみやかに水 
で洗い流してください。 

-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ ックび発生するおそれびあり 
ます。 


ベーパー□ック： 長い下り坂や急な下 
り坂などでブレーキペダルを踏み続 
けると、ブレーキ液び沸騰してブレー 
キパイプ内に気泡び発生し、ブレーキ 
ペダルを踏んでわ圧力び伝わらず、 
ブレーキび効かな<なる現象のこと 
です。 
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点検と整備 


ゥォッシ石三 


ウォッシャー 


ウオッシヤー液を補給ずる 



①ウオッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 


警告 A 


ウォッシャー液は可燃性です。乂 
気を近付けたり、近<で喫煙をし 
ないで<ださい。また、エンジン 
び熱くなっているとさには補給し 
ないで < ださい。 


► リヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 
て使用します（9-10)。 


知識 

• ウォッシャー液には夏用と冬用 
の2種類びあります。夏用には 
油膜の付着を防ぐ効果びあり、 
冬用には凍結温度を下げる効果 
びあります。 

• ウインドウウォッシャー液と 
へツドランプウオツシャー*液 
の U ヴーブタンクは兼用です。 


ま意！ 

• ウォッシャー液は、 リヴ ーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正な混合比に湿ぜてください。 

-粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-ヘッドランプには樹脂製レンズ 
を使用しているため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正(外のウォッ 
シャー液を使用すると、レンズ 8 
を損傷するおそれびあります。 — 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイにウォッシャー液に関する 
故障/警告メッセージび表示さ 
れたときは （10-12) をご覧 
ください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


ヤとホイール 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくださ 
い。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検します。 
ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び出ているときは、新しい 
タイヤに交換します。 


A 


• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、すぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび 3 mmLU 下になると 
著しく滑りやすくなり、事故に 
つなびるおそれびあります。 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してあります 

(8-17)。 

-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。 


• ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品(外のホイール 
ボルトを使用すると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、安 
全性の保証はでさません。 
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点検と整備 


注意！ 

• タイヤに空気を入れても、すぐ 
に空気圧び低下するとさは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのお 
それびあります。ただちに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウォールびひどくすり減った 
り、損傷しているときは交換し 
てください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗具合を点検 
するときは、必ずタイヤの内側 
わ点検してください。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれび 
あります。 

• 回転方向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 


-路面の段差などを乗り越えると 
さは、速度を落とし、ミ主意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれびあり 
ます。 

-純正品または承認された製品 
外のタイヤやホイールを装着す 
ると、道路運送車両法違反にな 
ることびあります。 

-装着するタイヤは指定されたヴ 
イズ、および4輪とわ同じ銘柄 
のちのにして<ださい。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、車両操縦性 
に悪影響をおよぼし、事故を起 
こすおそれびあります。 

. 摩耗具合にかかわらず、6年仪 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してください。 

応急用スペアタイヤわ同様に交 
換してください。 


タイヤとホイール 

知識 

-新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離び約]日日 km を超 
えるまでは速度を控えて運転す 
ることをお勧めします。 

-取り外したタイヤは、オイルや 
グリース類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
てください。 
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点検と整備 


ヤとホイール 


r タイヤ□ーテーシヨン 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さく異なり 
ます。 

己，0日日〜]日，0日日 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ □ーテーシヨンを 行なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 


知識 

• タイヤ□ーテーシヨンを適切に 
実施すると、タイヤの摩耗を均 
一化することびでさます。この 
結果、タイヤの寿命を延ばすこ 
とびでさます。 

• タイヤを入れ替えた後に空気圧 
を調整してください。 

• 指定空気圧は、燃料給油フラッ 
プの裏側に貼付してある空気圧 
ラべ j レで確認してください。 

• タイヤ□ーテーシヨンを行なった 
あとは、タイヤ空気圧警告システ 
ムを再起動してください（斗8)。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 


タイヤ空気圧ラべ j レは燃料給油フラッ 
プの裏側に貼付されています。 


乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「 bar （ = k 浸/ cm 2 )」 と 「 psi 」 
で示しています。 

知識 

-曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してください。特に重い荷物を 
積んで高速走行するとさなどは 
必ず点検を行なってください。 

-走行直後や炎天下のよラにタイ 
ヤ自体び高温になっているとさ 
は、約日. 3 ba 「 ほど空気圧び高 
くなります。空気圧はタイヤび 
冷えているとさに測定してくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤの空気圧 
については （9-13) をご覧く 
ださい。 


A 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、火災を起こすお 
それがあります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
ください。空気を入れすざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす<なります。また、タイヤ 
空気圧警告システムび正し<作 
動しなくなったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼすおそれがあ 
ります。 


環境 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。タイヤの空気圧び低 

※夕仆空気圧ラベルは輔により異なるこ いと、燃料を余計に消'費し ます。 

とびあります。 
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点検と整備 




二 ij— 


r バッテリー取り扱いの一般的な注意1 

バッテリーを取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分ま意してください。 

警告 A 


静電気に注意 

静電気び発生すると、可燃性のガ 
スに引乂し、バッテリーび爆発す 
るおそれびあります。じ(下のこと 
に注意して < ださい。 

• 布などでバッテリーを拭かない 
でください。また、カーペット 
の上などでバッテリーを引さず 
らないで < ださい。 

-バッテリーに触れるときは、先 
に車体などに触れて、身体の静 
電気を放電させてください。 

また、バッテリーに火気を近付け 
ないで <ださい。 


バッテリー液に注意 

• バッテリーを取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテリー液び漏れるお 
それびあります。 

-バッテ U —液び目に入ると失日月 
するおそれびあります。バッテ 
U —を取り扱ラとさは、保護眼 
鏡を着用してください。 

-バッテ U —液び皮膚に付着する 
と火傷を起こします。すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

-バッテ U —ケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 (下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
U —を充電しないでください。 
液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発するおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
てください。 


ショートに注意 

バッテリーをショートさせると、 
可燃性のガスに発乂して、バッテ 
U 一び爆発するおそれびあります。 
じ(下のことにを意してください。 

• 金属製の工具などをバッテ U — 
の上に置かないでください。 

-接続するときは、極性（プラス 
®、 マイナス©)を間違えない 
よラに注意して < ださい。 

子供にま意 

バッテリーを取り扱ラとさは、子供 
を近寄らせないでください。 
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点検と整備 




注意！ 

-バッテ U —液び衣類や塗装面な 
どに付着すると、腐食び起こり 
ます。ただちに多量の流水で洗 
い流してください。 

• 指定のバッテリーを使用してく 
ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

-エンジンびかかっているとさや 
始動するとさは、バッテリー端 
子を外したり、ゆるめないでく 
ださい。 

-定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテリー液 
び減っているときはバッテリー 
液を補給してください。 


. 車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行び多いと 
きは、通常よりも頻繁にバッテ 
U — 液量などを点検してくだ 
さし、 

-バッテリーを充電するとさは車 
から取り外してください。 

-バッテ U —端子の取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、 


知識 

バッテリーあびりを防ざ、バッテ 
U —の寿命を延ばすために(下の 
ことをお守りください。詳しくは 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、。 

-エンジンを始動しない期間び約 
4週間じ(上におよぶとさは、 
バッテ U —な一つ 、レの接続を外 
してください。 

• バッテ U —ケーブルの接続を外 
しているときは少なくとも約6 
力月に一度、バッテ U —ケーブ 
ルを接続しているとさは少なく 
とわ約6週間に一度、バッテ 
リーを充電してください。 
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点検と整備 




[ インジケーター i 、 J ■を/、ッ : r U — 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
ター①びあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテリーの液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテリーの交換び必要なとさは白色 
になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
てください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


rVRLA バッテリー_ I 

バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - 巨 ATTER 丫のラベルびある場 
合は、バッテ U —液量の点検や補充は 
でさません。また、危険ですので分解 
は絶対に行なわないでください。点検 
については指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッ 
テリーは、新しし、ノ くッテ U — をお 
買い求めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず(下の注意事項を 
守ってください。 


冷却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテ U — 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウオッシャー液を 
使用してください。 


ウインタータイヤ/スノーチェーン 


積雪地域では、ウィンタータイヤやス 
ノーチェーンび必要です（9-14)。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説日月書に従ってください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、少 
なくとも]年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 


寒冷時の取り扱い 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 

ドア やテールゲー トの凍結 

ドアやテールゲートび凍結しているとさ 

は、(下のような方法で走行する前に解 

凍するか、氷を取り除いてください。 

-氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

-ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開□部周囲にめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダー 
にはめるま湯がかからないよラに 
してください。 

-再凍結を防止するため、余分な水 
分はされいにおさ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとすると、周囲の 
防水シールを損傷するおそれびあ 
ります。 


ボディ下側の着氷 

-走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステアリング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり凍結して 
いると、ボディを損傷したり、ス 
テアリング操作びできなくなり、 
事故を起こすおそれびあります。 

-雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにま意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
ください。 


-走行中にわ、はね上げた雪や水し 
ぶきび凍結し、氷となってボディ 
下部や フエ ンダーの内側に付着し、 
ステアリング操作びでさなくなる 
おそれびあります。休憩時ちこま 
めに点検し、雪や氷塊び付着して 
いるときは、大きくなる前に取り 
除いて < ださい。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインドウ、 
パノラミックラメラー j レーフ*などび凍 
結しているときに、無理に動かすとモー 
ターを 損傷するおそれびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


秉車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやす 
くなります。 


雪道を走巧ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 

下の注意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

-走行モードを C モードに切り替え 
てください（己-7)。 

• クルーズコント□ールを使用しな 
いでください（5-41)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などは避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 8 
結し、ブレーキの効さび悪くなる— 
おそれびあります。 

このよラなとさは後続車にま意し 
なびら低速で走行し、ブレーキの 
効さび回復するまでブレーキぺダ 
ルを数回軽く踏んでください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 

雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 


A 


マフラーなどび雪に埋われた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒 
を起こしたり、中毒死するおそれ 
びあります。 


駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時は下の点 

に注意して < ださい。 

-パーキングブレーキび凍結するお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを15■に入れ、確実に輪止めを 
してください。 

-できるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび冷えす 
ざないよラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてさ 
てボディを損傷するおそれびあり 
ます。 


• エンジンを毛布でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないで<だ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、火災や故障の原因にな 
ります。 
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点検と整備 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさは、ウィ 
ンタータイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 目 S や 
目 AS 、 ESP やステアコント□—ルの効 
果び発揮されます。 

装着するウインタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください（9-14)。 


ま意！ 

-回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従つて装着してくだ 
さし、 

-ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着する 
と、車両安定性や制動性能び大 
さく低下するので注意してくだ 
さい。 

• スペアタイヤは応急的に使用 
し、でさるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

-ウインタータイヤの溝の深さび 
4 mm じ(下になったときは、必 
ず新品と交換してください。 


寒冷時の取り扱い 

• ウィンターを装着していてい 
わ、雪道や凍結路面では、ク 
ルーズコント□ールを使用しな 
いで <ださい。 

• ウィンタータイヤを外した後 
は、タイヤ/ホイールをオイル 
やグ U —ス類の付着するおそれ 
のない、乾燥した冷暗所で保管 
してください。 


8-25 




点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノーチェーンは、 ダイ ムラー社 
の指定品を使用して<ださい。取 
り扱いについては、 スノーチェー 
ンに添付されている取扱説明書に 
従ってください。 

• スノーチェーンは必ず前輪に装着 
してください。 

• スノー チェーン装着時は約 
己日 km / h じ(下の速度で走行してく 
ださい。 


ま意！ 

• 指定品じ(外のスノーチェーンを 
装着すると、タイヤから外れた 
り、車体に接触するおそれびあ 
ります。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を妨げない、安全で平坦 
な場所で行なってください。路 
面に雪や凍結びなくなったとさ 
は、スノーチェーンを外してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤにはス 
ノーチェーンを装着しないで 
ください。 


※ウィンタータイヤ、スノーチェーンにつ 
いて、詳しくは指定サービスエ場におた 
ずね < ださい。 


- ] 7インチホイール装着車にス 
ノーチェーンを装着するときは、 
純正スノーチェーンのみを装着 
し、緊急脱出用としてタイヤ 
を直進にした状態でのみ使用 
して<ださい。ステアリング 
を切った状態で使用すると、 
車体と接触して損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびできます。 

曰常の手入れには、ダイムラー社び指 
定する用品のみを使用してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


A 


• 一部の合成クリーナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケ 
ア用品を使用するとさは、必ず 
添付の取り扱い上の注意を読み、 
指示に従ってくださし、。 

• 車内で カーケア 用品を使用する 
とさはドアやドアウインドウを 
開さ、十分に換気してください。 
有機溶剤による中毒を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して乂災び発生するおそれがあ 
ります。 


. 車の手入れをするとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでください。中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して乂災び 
発生するおそれびあります。 

-カーケア用品は、子供の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
り保管しないでください。 


日常の手入れ ■ 

外装 

• 走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたさなどで払い落として 
ください。 

-少なくとも月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になります。早めに補修 
を行なってくださし、 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 

油脂類、ガソ U ンおよびタールな 
どび付着したとさは、すみやかに 
拭さ取ってください。特に、鳥の 
ふんは塗装面を損傷しやすいので、 

でさるだけ早く水で洗い流してく 
ださい。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を 
走行したとさは、すみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 


8-27 







点検と整備 


日常の手入れ 

-直射日光が強く当たる場所や走行 
直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

• ボディの表面にステッカーやフィ 
ルム、マグネットなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定ヴービスエ場で補修す 
ることをお勧めします。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを湿ぜた水を柔らかい布 
に含ませておさ取ります。 

また、乾いた布や目の粗い布、か 
たい布などを使用したり、強くこ 
すらないでください。表面を損傷 
するおそれびあります。 

. ウッドトリムなどの部分は、水で 
湿らせた柔らかい布を使用して拭 
さ取ります。頑固な巧れには少量 
の石けん水を使用します。 

また、有機溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないでくださし^。 
ウッドトリムなどを損傷するおそ 
れびあ0ます。 


• ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃するとさは、湿った柔らかい布 
を使用して、熱線やアンテナ線に 
おって拭さ取り、傷を付けないよ 
ラにま意してください。 

また、乾いた布で拭いたり、研磨 
剤や有機溶剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないでください。 

-ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねください。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しないでください。エアバッグび 
正常に作動しなくなり、けがをす 
るおそれびあります。 
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点検と整備 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水にカーシヤンプーなどを湿ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ口付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラにします。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴を拭さ 
取ります。 


洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 
てください。 

• マフラーに注意して<ださい。マ 
フラー後端に触れて火傷をしたり、 
けびをするおそれびあります。 

-水が凍るよラな寒いとさや直射曰 
光び強<当たる場所、走行直後で 
ボンネットび熱くなっているよラ 
なとさは洗車をしないでください。 


-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで<ださい。ブレーキデイス 
クび熱いとさに急激に冷やすと、 
ディスクを損傷するおそれびあり 
ます。 


日常の手入れ 

• ホイールには酸性のホイールク U — 

ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

-ホイールク U —ナーなどでホイー 
ルを清掃した後にそのまま放置す 
ると、ブレーキディスクやブレー 
キパッドなどび腐食するおそれび 
あります。 

このよラなときは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させてください。 

• へッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズです。流水または水と 
カーシャンプーを混ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アルカ U 洗剤などを使用すると、 8 
レンズを損傷するおそれびありま — 
す。また、乾いた布などで強くこ 
すると細かい傷を付けるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


日常の手入れ 

• パークト□ニックセンサー*を清 
掃するときは、乾いた布、目の粗 
い布、かたい布などは使用しない 
でください。また、純正 Li (外の手 
入れ用品を使用したり、強い力で 
乾拭さしないでください。セン 
ヴーを損傷するおそれびあります。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し^。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 


• 高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それびあります。 

• パークト□ニックセンサーには高 
圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しなし''でくださし、 
センサーや塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとさは下の点 

にを意して < ださい。 

-車の巧れびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
ください。 

• 自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


8-30 


-ワイノ く一の作動モード （己-25、26) 
を停止の位置にしてください。 

-回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付さ、塗装面の光ミ尺び 
失われたり、劣化を早めるおそれ 
びあります。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウや 
ワイパーブレードに付着した洗浄 
液を拭さ取ってください。 

I ま意！ 

自動洗車機を利用するときなどは、 
ルーフ アンテナやアダプターを取 
り外してください（8-31)。 




点検と整備 



① ルーフ アンテナ 

② アダプター 

③ ブーッ 

④ 固定用ナット 

⑤ べ_ス 


自動洗車機を利用するときなどはルー 

フアンテナを取り外してください。 

ルーフアンテナを取り外ず 

► ルーフアンテナ①を反時計回りに 

まわし、アダプター③から取り外 

します。 

► ブーツ③を取り外します。 

ま意！ 

-天井高の低い駐車場などを利用 
するとさは、ルーフアンテナを 
後方に倒してください。 

• ルーフアンテナを取り外したと 
きは、ブーツ③わ必ず取り外し 
てください。自動洗車機の水圧 
やブラシなどでブーツび外れる 
おそれびあります。 

• テールゲートを開くときは、 
ルーフアンテナを起こしてくだ 
さい。テールゲートとルーフア 
ンテナび接触し、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 


ルーフアンテナの取り扱い M 

自動洗車機によっては、アダプターび 
洗車機のブラシなどに巻き込まれ、車 
体を損傷するおそれびあります。アダ 
プターわ取り外してください。 

アダプターを取り外ず 

► ブーツ ③をめくります。 

► ] 3 mm のスパナを用意します。 

► 固定用ナット④を反時計回りにま 
ねして、ゆるめます。 

► アダプター③を反時計回りにまわ 
し、ベース⑥から取り外します。 
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点検と整備 


ルーフアンテナの取り扱い 



② アダプター 

⑤ ベース 

⑥ 取り付け穴 

アダプターを取り付ける 

► ベース⑥の取り付け穴⑥に、アダ 
プター③を差し込み、時計回りに 
まねします。 

このとき、アダプターび固定される 
までまわしさらないよラにします。 



③ ブーッ 

④ 固定用ナット 


► ブーツ ③をめくります。 

► ルーフアンテナび車の後方に倒れ 
る位置（図円内参照）にアダプタ 
一を保持しなびら、 ] 3 mm のスパ 
ナで固定用ナツト④を時計回りに 
締め付けて、固定します。 

► ルーフアンテナび車の後方に倒れ 
ることを確認します。 


ま意！ 

• ルーフアンテナは、必ず後方に 
倒れる位置で固定してくださ 
し^。障害物などに接触すると 
ルーフアンテナを損傷するおそ 
れびあります。 

-固定用ナットは確実に締め付け 
てください。走行中にルーフア 
ンテナび脱落するおそれびあり 
ます。 

• ルーフアンテナを必ず取り付け 
てください。ルーフアンテナび 
取り付けられていないと、 U モ 
コンの感度び低下し、リモコン 
び作動しな < なるおそれびあり 
ます。 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

メルセデス*ベンツ純正部品は厳格 
な基準により品質管理されておりま 
す。点検や整備、修理のとさは必ず 
純正部品を使用してください。 

アクセヴ U —についてち、ダイムラー 
社またはメルセデス*ベンツ日本株式 
会社び指定する製品だけを使用して< 
ださい。 


A 


どんな場合でわ、ブレーキ関連部 
品などの重要保安部品や走行系統 
に使用する部品に、純正部品(外 
のものを使用しないでください。 
事故や故障の原因になります。 


I 知識 

純正部品外の部品を代用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に異常び発生してち、保証を適 
用でさないことびあります。 


環境 9 


ダイムラー社では、資源の有効利 
用を促進するため、 U サイクル部 
品を積極的に導入しています。 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー ■ 


注意！ 

• (下の場所の周囲には、エア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーのコント□ール ユニッ トや 
センサー類び取り付けられてい 
ます。これらの部位にオーディ 
才や電装品を追加装備したり、 
修理や飯金作業などを行なラと、 
エアバッグやシートベルトテン 
シヨナーの作動に悪影響を与え 
るおそれびあります。 

〇エアバッグ収納部 
0 シー トベルト 
◊インストルメントパネル 
0センターコンソール 
0 センターピラーのフ □アパ 
ネル付近 

詳しくは指定ヴービスエ場にお 
たずねください。 


-車載無線機など電装アクセヴ 
リーを装着するとさは、指定 
ヴービスエ場に相談してくださ 
し、装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
を与えることびあります。また、 
電気配線を間違えると、火災や 
故障の原因になります。 

-ウインドウに透日月な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用し、乂災び発生 
することびあります。 

. 車の電子制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでください。事 
故や故障の原因になります。ま 
た、関連する他の装備にち悪影 
響を与えるおそれびあります。 
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サービスデータ 


ークルプレート 




③オプシヨンコードプレート 


① ニューカー プ レー ト 



②車台番号 


①ニューカープレート 

運転席側または助手席側のセンター 
ピラー下部に車の車台番号やカラー 
コードなどを記載したニューカープ 
レート①び貼付してあります。 

③ 車台番号 

エンジン ルーム 内のフ レームに 車台 
番号③び巧刻してあります。 

③オプションコードプレート 

ボンネットの裏側にオプションコー 
ドを記載したプレート③び貼付して 
あります。 

エンジン番号 

エンジンブ□ック最下部にエンジン 
番号び巧刻してあります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたず 
ね < ださい。 
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サービスデータ 





フ□ント 

(キセノンへッドランプ*装備車) 



ランプ 

ワット数（規格） 

① 

フ□ント方向指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

フ□ントフオグランプ* 

己已 W (川 1) 

③ 

車幅な/フ□ントパーキングランプ 

己 W または 6W 

④ 

へツドランプ（上向き） 

己己 W (H7) 

⑥ 

へツドランプ（下向き） 

己已 W (H7) 

⑥ 

ドアミラー方向指示灯 

LED (発光ダイオード） 


ランプ 

ワット数（規格） 

① 

フ□ント方向指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

車幅灯/フ□ントパーキングランプ 

己 W または 6W 

③ 

フ□ントフォグランプ/コーナ U ングランプ 

己己 W (H11) 

④ 

へッドランプ（上向き） 

己已 W (H7) 

⑥ 

へッドランプ（上向き/下向き） 

3已 W (キセノン D2S ま 
たは D1S) 

⑥ 

ドア S ラー方向指示灯 

LED (発光ダイオード） 


※言己載の内容は、取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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電球一覧 


U ア 


I 


注意！ 

電球の交換を行なラとさは、車両 
に装着されている電球の規格を確 
認してください。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


ランプ 

ワット数（規格） 

⑦ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑧ 

ブレーキランプ 

21W 

⑨ 

バックランプ 

21W 

⑩ 

U ア方向指示灯 

21 W (黄色） 

⑩ 

テールランプ/ U アフォグランプ（ち側のみ） 

4W / 21 W 

⑩ 

ライセンスランプ 

5W 


サービスデータ 
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サービスデータ 


ヒュー X — 



ヒューズボックス 
(運転席フ□ア下） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

己 A 

または 

1 0 A 

ブレーキランプ 

2 

2已 A 

U アデフォッガー 

3 

7.已 A 

イグニッション□ック、 
メーターパネル 

4 

] 己 A 

ステア U ング□ック、 

イグニッション□ック 

己 

7.己 A 

エアコンディショナー 

6 

] 己 A 

ホーン 

7 

2己 A 

燃料ポンプ 

8 

2己 A 

ルーフユニット 

9 

40 A 

ESP 

10 

40 A 

エアコンディショナー 
送風フアン 

11 

30 A 

エンジンエレクト□ニクス 

12 

己 A 

マルチフアンクションス 
テア U ング 

13 

2已 A 

パワーウインドウ 
(フ□ント） 


14 

2已 A 

パワーウインドウ 
(フ□ント） 

] 已 

2己 A 

ESP 

16 

10 A 

診断ソケット、 

パークト□ニック 

17 

己 A 

ランプスイッチ 

18 

7.己 A 

オプション 

19 

已 A 

ESP 

20 

7.已 A 

エアバッグシステム 

21 

30 A 

スターター 

22 

7.已 A 

メーターパネル 

23 

7.己 A 

オプション 

24 

7.己 A 

パワーステアリング 

2已 

7.己 A 

ブレーキランプ、 ESP 

26 

7.己 A 

トランス三ッシヨンつン 
卜□—ル 

27 

10 A 

トランス三ッシヨンコン 
卜□—ル 

28 

已 A 

コンパス、ランプスイッチ 

29 

30 A 

SAM 

30 

2已 A 

トランス三ッシヨンつン 

卜□—ル、 ESP 

31 

已 A 

ランプスイッチ 

32 

7.己 A 

オプション 

33 

] 曰 A 

オーディオ 


34 

2已 A 

パヮーウィンドウ（リア） 

3已 

2己 A 

パワーウィンドウ（リア） 

36 

7.已 A 

オプション 

37 

7.己 A 

エアバッグシステム 

38 

2己 A 

ライター 

39 

2已 A 

フ□ントワイパー 

40 

7.已 A 

または 

2己 A 

オプション 

41 

] 曰 A 

オーディオ、 U アワイパー 

42 

7.己 A 

グ□ーブボックスラン 
プ、バニティ三ラー照日月、 
オプション 

43 

] 己 A 

エンジンエレクト□ニクス 

44 

] 己 A 

エンジンエレクト□ニクス 

4已 

2已 A 

オプション 

46 

7.日 A 

才ーディオ、電話 

47 

7.日 A 

才ーディオ、電言舌 

48 

- 

未使用 

49 

2己 A 

シートヒーター 

50 

7.日 A 

CD チェンジヤー、 
オプション 

51 

1 0 A 

オプション 

52 

- 

未使用 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


ヒュー 

.乂一 見 


己3 

30 A 

12 V 電源ソケット 

己4 

2己 A 

オプション 

己曰 

7.己 A 

または 

10 A 

へッ ドランプ/ コーナ U 
ングランプ（左側） 

己6 

10 A 

へッ ドランプ/ コーナ U 
ングランプ（ち側） 

已7 

- 

未使用 

己8 

- 

未使用 

己9 

- 

未使用 

60 

20 A 

助手席調整 

61 

20 A 

運転席調整 

62 

2己 A 

へッ ドランプ/ コーナ U 
ングランプ 

63 

7.已 A 

または 

2已 A 

オプション 

64 

40 A 

オプション 

65 

80 A 

パワーステアリング 

66 

60 A 

SAM 

67 

已 0 A 

前席調整、 

12 V 電源ソケット 

68 

己 0 A 

または 

60 A 

エンジンフアン 


69 


已 0 A 


70 


ライター、エアバッグシ■:, 
ステム、グ□ーブボック' 
スランプ、ルーフユこ 
卜、フ□ントワ- 
U アワイパー、 

三ラー照日月 


-タルツソ 
-フユニ^ 
っィパ3 
バニ^^ 


60 A 


エアコンディシヨナー—、‘"， 
電話、ランプスイッチ、:^ 
メーターパネル、 ESP 、 
パワーステア U ング、エ 
アバッグシステム、バッ 
クランプ、スターター、 
エアコンデイシヨナー送 
風フアン 


( 2005 - 10-24 -169 004 04 99 ) 


I 知識 

仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズび異なるこ 
とびあります。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


I I II I ■ 


オイル-液類 


必ずダイムラー社の純正品または指定品のみを使用して<ださい。 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 


油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

指定品目 

備考 

エンジンオイル 

全車 

約已.日 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

ブレーキ 液 

全車 

— 

純正ブレーキ液 

DOT 4規格 
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※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


■ I I II I 


油脂類 

車種 

容量（ぶ） 

旧おロロ目 

備考 


A 170 

約 6. 6 



冷却水 

A 200 

約 6. 6 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて 
使用。濃度にま意 （8-6) 


A 200 TURBO 

約8.己 



ウォッシャー液 

全車 

約4.己 

純正ウインドウ 
ウオツシヤー淑 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシャー液を 
混ぜて使用 

バッテリー 

全車 


1 2V / 74Ah 

運転席足元のフ□ア下に装備 

エアコンディショナー 
冷媒 

全車 


R134a 

R-1 2を使用しないこと 

燃料 

全車 

約己4.日 

無鉛プレ S アム 
ガソリン 

警告な点灯時の残量 
約6.日 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


オイル-液類 


注意！ 

• オートマチックトランスミッ 
シヨンオイルの交換については 
別冊「整備手帳」をご参照 < だ 
さし、 

• オートマチックトランスミッ 
シヨンオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッシヨンの作動 
に異常を感じたとさは、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• オートマチックトランスミッ 
シヨンオイルは専用品のみを使 
用してください。 


-無鉛プレミアムガソリンを使用 
してください。 

-指定外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用す 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、火災び発生するおそれびあ 
ります。 

-指定外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障が発生した場合は保証 
の適用外となりますので、ご了 
承ください。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 


9-11 




サービスデータ 


ヤとホイール 


タイヤとホイール 


[標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

ホイール材質 

オフセット 

A 170 

] 8 己/ 6 己 R ] 已 

6.0 JX 15 

スチール 

44 mm 

A 170 ELEGANCE 

]85/65 R ]5 

6.0 JX ] 已 

軽合金 

44 mm 

A 200 ELEGANCE 

] 9 己/己己 R ] 6 

6.0 JX 16 

軽合金 

46 mm 

A 200 TURBO 

2] 已 /4 己 R ]7 

7.0 JX 17 

軽合金 

己 4 mm 


注意！ 

17 インチホイール装着車にスノー 
チェーンを装着するとさは、純正ス 
ノーチェーンのみを装着し、緊急 
脱出用としてタイヤを直進にした 
状態でのみ使用してください。ス 
テア U ングをまわした状態で使用 
すると、車体と接触して損傷する 
おそれびあります。 

※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


タイヤとホイール 


応急用スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

ホイール材質 

オフセット 

空気圧 

全車 

T 125/90 R 16 

3.己0巨 X ] 6 

軽合金 
ちし <は 
スチール 

32 mm 

4.2 bar /420 kpa / 

6日 psi 


注意！ 

応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 
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※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


ヤとホイール 


[ウインタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

A 170 

A 170 ELEGANCE 

]8 己/ 6 己 R ] 已 M+S 

6.0 JX ] 已 

44 mm 

A 200 ELEGANCE 

A 200 TURBO ^ 

195 / 曰已 R ]6 M+S 

6.0 JX 16 

46 mm 

ま意！ 1 

知識 



ウィンタータイヤのサイズはダイ 1 
ムラー社び指定するわので、曰本 1 
国内で発売されているスタッドレ 1 
スタイヤは、表記のサイズに対応 ■ 

ウィンタータイヤやスノーチェー 
ンについては、指定サービスエ場 
におたずねください。 




していないことびあります。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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サービスデータ 


積載荷物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルーフ 

ラゲツジ ルーム 

全車 

己 0 kg 

100 kg 


I 知識 

ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチメントの重量わ 
含まれます。 


※記載の内容は、取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージ 


10-2 


10. こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


10-13 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常び発 
生すると、マルチファンクシヨンデイ 
スプレイに警告やま意、対応方法など 
び表示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることびありま 
す。また、重要度の高し^メッセ 
ージは、赤色で表示されます。 

-重要度の低いメッセージは、数 
秒\後に自動的に消えます。 

• ステアリングの！^ 1^や 
0区3、または U セットボタ 
ン （3-64) を押すと、メッセ 
ージび消え、故障内容び記憶さ 
れます。 

. 重要度の高いメッセージは、 
故障や異常び解消するまで、 
メッセージび消えない場合び 
あります。 


ま意！ 

-走行する前にエンジンスイッチ 
を2の位置にして、メーターパ 
ネルの表示灯/警告灯び点灯 
し、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイび表示されることを必 
ず確認してください。 

• メーターパネルやマルチフアン 
クシヨンデイスプレイび故障し 
た場合は、表示灯/警告灯や故 
障/警告メッセージが表示され 
ません。車の操縦性などに悪影 
響をおよぼすよラな故障や異常 
び発生した場合は内容び確認で 
さないため、ただちに指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

-表示される故障や異常は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。この故障表示の機 
能は運転者を支援する装置で 
す。発生した故障に対処して車 
の安全性を維持する責任は運転 
者にあります。 


-点検整備や修理などは、必要な 
専門知識と専用工具を備えた指 
定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ず指定サービスエ場で点 
検整備や修理を行なつてくださ 
し^。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 

《記載の故障/警告メッセージは、 
取扱説明書作成時点のちのです。マ 
ルチフアンクションディスプレイの 
表記などは、予告なく変更*追加さ 
れることびあります。 


10-2 









こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


[又:字メッセージ 


ディスプレイ表示 


ABS 


ABS, ESP 
シヨウ別ノウ 
にュアルリンショウ 


考え S れる原因および症状 巧応 

事故のおみれびあります ► 約2日 km/hl；/ 上の速度で短い距離を走行してくださし、 

システムの自己診断び完了していないなどの メ'ソセ-ジか;肖スれば、作動でさる状態にな0ます。 

ため、一時的に A 巨 S と ESP び作動しない状態 
になってし)る。 

同時に i^^TF のシステムち機能び停止している。 

• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 

A 事故のおそれびあります 

電圧低下のため、一時的に ABS と ESP び作動 
しない状態になっている。バッテ U —び充電 
されていない可能性びある。 

同時に1^^(下のシステムも機能び停止している。 

• BAS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 


► 十分ま意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示に従ってくださし)。 


10 


10-3 








こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え S れる原因および症状 


ABS 


ESP 


ABS, ESP 

] ショウ 


ESP 
シヨウ別ノウ 
にュアルサンショウ 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP の機能び解除されて 
いる。 

同時にのシステムち機能び停止している 
• BAS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 

A 事故のおそれびあります 

システムの自己診断び完了していないなどのた 
め、一時的に ESP び作動しない状態になって 
いる。 

同時にi^^Fのシステムち機能び停止している。 
• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 
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対応 


► 十分を意して走行してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 約 20km/hiU 上の速度で短い距離を走行してください。 
メッセージび消えれば、作動でさる状態になります。 








ディスプレイ表示 


考え S れる原因および症状 


ESP 


ESP 
シヨウ別ノウ 
にュアルサンショウ 


ESP 

] ショウ 


A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP の機能び解除されてい 
る。バッテ U —び充電されていない可能性び 
ある。 

同時に iU 下のシステムも機能び停止している。 
• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 

A 事故のおそれびあります 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
同時にのシステムも機能び停止している。 

• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 


こんなとをは 


故障/警告メッセージ 
巧応 

► 十分を意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示に従ってください。 


► 十分を意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


トランス 

ミッション 

Hr 

] ウシ''ヨウテ'' テンケン 

■ 

!スタ- HI キ"ヤイチ 
tN こシ外 


耐ぅ テンヶン 


考え S れる原因および症状 

マルチフアンクシヨンディスプレイの車両情報 
サブ画面に la び表示され、オートマチック 
トランスミッシヨンの作動び制限されている。 


エンジンを始動する前にセレクターレバーを 
■11 か ra に入れた。 


タイヤ空気圧警告システムび、タイヤからの 
空気漏れを検知した。 
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対応 


► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 
► セレクターレバーを la に入れてください。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてください。 

►] 日秒じ(上待ってから、エンジンを再始動します。 

► 前進する場合はセレクターレバーを ra に入れます。 

後很する場合はセレクターレバーを■堂に入れます。 

► 十分ま意して走行してくださし、 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けてください。 


► セレクターレバーを la か iM に入れてください。 


►周囲の状況に注意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避 
けて停車してください。 

► タイヤを点検してください。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正 
にしてください。 

► 必要であれば該当するタイヤを交換してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください (4-8) 〇 

















こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

巧応 

タイヤ I アアツ 
す升な- 

ヴドウシテイ7セン 

タイヤ空気圧警告システムび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

タイヤう 
テンケン 

ソノアトテ、、サイキドウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 
さい。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください (4-8) 〇 

タイヤ I アアツ 
ケ：/巧二夕- 

シヨウ別ノウ 

故障のため、タイヤ空気圧警告システムの機 
能び解除されている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 

SRS システム ] ショウ 
] ウシ''ョウテ'' テンケン 

乗員保護装置び故障している。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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10-7 












こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ラストメッセージ 


ディスプレイ表示 考え S れる原因および症状 対応 


A 事故のおそれびありまず ►テールゲートを閉じてください。 

テールゲートび完全に閉じていない状態で走 
行している。 

困 

A 事故のおそれびありまず ► ドアを閉じてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行して 

いる。 

IBM 

1つ(上の電気システムびマルチファンクシ ► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ヨンディスプレイに情報を表示でさない状態 
になっている。じ(下のシステムび故障してい 
る可能性びある。 

• 冷却水温度計 
• タコメーター 

• クルーズコント□ール/可変スピード U ミツ 
ター表示 

Bfl 8 

ラジェターの;令却ファンび故障している可能 ► 冷却水温度を点検してください。 

性びある。 ► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


10-8 














こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え S れる原因および症状 巧応 

■Ml 

iU 下の原因により、バッテ U —び充電されて ►ただちに安全な場所に停車して、 V ベルトを点検してくだ 

いない。 さい。 

• オルタネーターの故障 V ベルトび切れているとさ 

• V ベルトの損傷 ► 走行しないでください。 

• 電気システムの故障 ► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび切れていないとを 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 

■Ml 

バッテ U —の電圧び高すざる。 ► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

の 

T レ-キ ir ッド7モウ ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 ► すみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 

<ださい。 

画 

7レ-キ ク V 事故〇おみれび友ります ►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

才#レ/ V 、ル U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して►状況を問わず、走行しなしでくださし、 

テンケン し ► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

° ►ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 

ても問題は解消しません。 

画 

A °- キンク'' フ''レ-キ パーキングブレーキを解除しないで走行して ►パーキングブレーキを解除してください。 

カイシ''ョ いる。 


ネンリョウ 燃料フィルターに水びたまっている。 ► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

フィルタ 
セィソゥ 
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10-9 
















こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

対応 

RP 

レイキャクスイ 

テイ外シテIンシ''ンテイシ！ 

冷却水の温度び高すざる。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► メッセージび消えてからエンジンを始動してください。メ 
ッセージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するお 

それびあります。 

► 冷却水温度計で冷却水温度を点検してください。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 



Vベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► Vベルトを点検してください。 

Vベルトび切れているとさ 

► 走行しないで < ださい。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトび切れていないとを 

► メッセージび消えない場合はエンジンを始動しないでく 
ださい。エンジンを損傷するおそれびあります。 

が ■ 

レイキャクスイ 
ホ'/ユウ 

にュ乃レヴ：/ショウ 

冷却水量び不足している。 

►冷却水を補給してください（8-目）。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、指定サービス 
工場で;令却システムの点検を受けてください。 


10-10 








こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え S れる原因および症状 

巧応 

回 

パ°ワステ ] ショウ 
] ウシ''ョウテ'' テンケン 

A 事故のおそれびありまず 

ノてワーステア U ングび機能しない。 

ステア U ング操作に非常に大さな力び必要に 

なる。 

ステアコント□ールち作動しない状態になつ 

ている。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► 走行しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

の 

ヒダ、 IJ 日-ピ-ムラン 71) 

左へッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► 指定サービスエ場でランプを交換してください。 


ラン了センサ 
] ウシ''ョウテ'' テンケン 

オートライト装備車： 

ランプセンサー*び故障している。 

自動的にランプび点巧する。 

►マルチファンクションディスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点灯に切り替えてください（4-28)。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消灯してください。 


ラン了ショウトウ 

車がランプを消なしないでエンジンスイッチ 
からキーを抜さ、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを匡画の位置にしてください。 


ラ仆ぅ才つ 
巧 A キづ 
ヌイテクダ、サイ 

オートライト装備車： 

ランプスイッチび团田の位置*でランプび自 
動的に点巧しているときにエンジンスイッチ 
を0の位置に戻し、キーを抜かずに運転席ド 

アを開いた。 

► ランプスイッチを匿画の位置にしてください。 

► キーを抜いて < ださい。 


1) 車種や仕様により、車がランプいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 
他のランプび切れたとさは、この例がのメッセージび表示されます。 
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* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-11 








こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え S れる原因および症状 対応 


オイル T レッシャ エンジンの油圧び低下している。エンジンを ►周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

テイ外シテ I ンシ ''：/ テイシ！ 損傷するおそれびある。 ► エンジンを停止してください。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

い （8-7、 8)。 


I ンシ''ン エンジンオイル量び不足している。 ► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

オイルレ/ V 、ル し^ (8-7、 8)。 

レ/ V 'ルう ►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 

テンケン 定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 

点検を受けてください。 


キ-う ] ウカン キーび機能しなくなっている。 ► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

] ウシ''ョウテ'' テンケン 

励 

スピ-ドリミッタ クルーズコント□ールまたは可変スピード U ► 指定サービスエ場でクルーズコント□ールまたは可変スピ 

] ショウ ミッターび故障している。 ード U ミッターの点検を受けてください。 

〇 

ネンリョウ 燃料の残量び少なくなっている。 ► 最寄りのガソ U ンタンドで給油してください。 

リザ、-7 


ウオッシャ I キ へッドランプウォッシャー装備車： ► ウォッシャー液を補給してください（呂-13)。 

ホキュウシテクタ''サイ！ U ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レ 

ベルまで減ってし''る。 


10-12 
















トラブルの原因と巧応 


G スイッチやボタンの表示'灯/警告'灯 I 


トラブル 考え S れる原因および症状 

シートヒータースイッチ*の表示なびを<の電気装備び使用されているために電圧 
点滅している。 び低下し、シートヒーター*び自動的に停止 

している。 

エアコンディシヨナーの AC スイッチをエアコンディシヨナーの冷媒び不足している。 
押しても、表示灯び点灯しなかったり、 

点滅する。 

エアコンディシヨナーの AC スイツチを 
押してち、除ミ面/冷居されなしん 

U アデフォッガースイッチの表示巧び多くの電気装備び使用されているために電圧 
点滅している。 び低下し、 U アデフォッガーび自動的に停止 

U アデフォッガーび短時間で停止すしている。 

る。または作動しない。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


巧応 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
します。 


► 指定サービスエ場でエアコンデイシヨナーの点検を受けて 
<ださい。 


► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 
始します。 



10-13 









こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 

I メーターパネルの表示'灯/警告'灯 J 


トラブル 考え S れる原因および症状 


対応 



エンジンびかかってい 
るときに黄色の A 日 S 
警告巧び点灯する。 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 
同時に ESP、 目 AS、 ステアコント□—ル、夕 
イヤ空気圧警告システムの機能ち解除されて 
いる。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常 
通り作動する。ただし、急ブレーキ時などに 
はタイヤび □ ックする可能性びある。 

A 巨 S コント□ールユニットび故障している場 
合は、パークト□ニック*、マルチファンク 
シヨンコント□—ラー*、オートマチックト 
ランスミツシヨンなどび機能しない可能性び 
ある。 


► 十分を意して走行してくださし、 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従ってください。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-14 







トラブル 


考え s れる原因および症状 





エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告巧び点なする。 


A 事故のおそれびあります 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されてい 
る。バッテ U —び充電されていない可能性び 
ある。 

同時に ESP 、 BAS 、 ステアコント□—ル、夕 
イヤ空気圧警告システムの機能ち解除されて 
いる。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ 
時の制動力は確保されている。ただし、急ブ 
レーキ時などにはタイヤび□ックする可能性 
びある。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP 
表示巧び点灯する。 
また、マルチファンク 
ションディスプレイに 
故障/警告メッセー 
ジび表示される。 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
同時に1^^(下のシステムも機能び停止している。 
• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• タイヤ空気圧警告システム 
上記の機能は作動しないび、十分な制動力でブ 
レーキは作動する。 


走行中に黄色の ESP 
表示灯び点滅する。 


A 事故のおそれびあります 

タイヤびグ U ップを失いかけているか車び横 
滑りをしているため、 ESP び作動している。 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


巧応 

► 必要のない電気装備を停止して<ださい。 

電圧び回復すると、 ABS は作動でさる状態になります。 


►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従ってください。 

► 十分ま意して走行してくださし、 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 発進するとさは、アクセルペダルを必要上に踏み込まな 
いで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 
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10-15 





こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 



トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 


1 エンジンびかかってい 
るとさに赤色のエア 

1 パ'、、/グシ又テ Ax 藝告打 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護補助装置に異常びある。エアバッグ 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 


■ f \ ノ ノノ ノ\ ノ ム A PZ | 八」 

び点灯する。 

やシートベルトテン シヨ ナーび不意に作動し 
たり、事故のときに作動しない可能性びある。 



走行中に赤色のブレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音ち鳴っている。 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 

いる。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

(①） 

1 BRAKE 






エンジンびかかってい 
るとさにホ色のブレー 
キ警告巧び点なする。 

A 事故のおそれびありまず 

►状況を問わず、走行しないでください 
► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

(①） 

1 BRAKE 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 


いる。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-9) に従ってください。 

►状況を問わず、ブレーキ液を補給しないでください。ブレ 
ーキ液を補給してち問題は解消しません。 


エンジンびかかってい 

l^TF に異常びある可能性びある。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

1MMB るときに能のエンジ 

• 燃料噴射システム 


ン警告なび点灯する。 

• 排気システム 



• イグニッシヨンシステム 
排出ガスの成分び基準値を超えたために、エ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 


10-16 








トラブル 


考え s れる原因および症状 


〇 フ□タトトソを閉して A けびのおそれびあります 

エンジンを始動する 一^ 

と赤色のシートベル運転席または助手席の乗員びシートベルトを 
卜警告灯び点灯する。着用していない。 



赤色のシートベルト警 
告灯び点滅し、警告音 
ち鳴る。 


A けびのおそれびあります 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

A けびのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していない状態で走行し、速度び約 
2己 km/h を超えた。 


A けびのおそれびあります 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行 
し、速度び約2日 km/h を超えた。 

エンジンびかかってい燃料の残量び少なくなっている。 

るとさに黄色の燃料残 
量警告巧び点なする。 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


巧応 

► シートベルトを着用してください。 
シートベルト警告灯び消灯します。 


► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告巧び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 



10-17 





こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


L 警告音 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください （10-2 〜12)。 


パーキングブレーキを解除しないで走行して 
いる。 

► パーキングブレーキを解除してください。 


車がランプを消灯しないでエンジンスイッチ 
からキーを抜さ、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチをIIの位置にしてください。 

エンジンを始動すると、警告音び約 

6 秒間鳴る。 

A けびのおそれびあります 

運転席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、 

► シートベルトを着用してください。 


10-18 







r 事故のとさ_ ] 

トラブル 考え S れる原因および症状 

ガソ U ンび漏れている。 A 乂災のおそれびあります 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 


損傷の程度びわからない。 
または 

損傷箇所び見当たらない。 


r 燃料と燃料タンク_ I 

トラブル 考え S れる原因および症状 

ガソ U ンび漏れている。 A 乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題 
びある。 

燃料給油フラップび開かない。 燃料給油フラップび解錠されていない。 

燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


巧応 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引乂したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


巧応 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引乂したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► U モコン操作で解錠してください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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10-19 










こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[エンジン 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にすると 
スターターモーターの音びする。 

• エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

-燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置に 

戻してください。 

►再度、始動操作を行なって<ださい。 

ただしエンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテ 

U 一びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてちエンジンび始動しないとさ 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にしてち 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっているか、充電されてい 

ないため、バッテ U —の電圧び低下している。 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください（7-19)。 
エンジンび始動しないとを 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく、三ス 

ファイアも起きている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷するおそれびあります。 

;令却水温度び約] 2日でを超えている。 
警告音ち鳴っている。 

IJ ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 

れていない。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンと冷却水を;令やしてください。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足し 
ている場合は;令却水を補給してください (8-5.6) 〇 


;令却水量び正常なときは、；令却ファンび故障 

してし''る。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび;令却さ 

れていない。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


10-20 







[オートマチック トランス 5 ツシヨン I 


トラブル 考え S れる原因および症状 

トランスミッションび正しく変速し トランスミッションオイルび減っている。 

ない。 

加速性能び悪化している。 トランスミッションに異常びある。 

マニュアルシフトび機能しない。 

トランスミッションび変速しない。 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


巧応 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 

エマージェンシーモードにして走行でさる場合びあります。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを la に入れてください。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてください。 

► 10秒じ(上待ってからエンジンを再始動します。 

► 前進する場合はセレクターレバーを ID に入れます。 

後退する場合はセレクターレバーを13に入れます。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 



10-21 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[パークト□ニック* 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

パークト□ニックのホ色インジケータ 

一だけび点灯して約 2 秒間警告音び鳴 

った。 

約 2 日秒後にパークト□ニックび解除 
され、パークト□ニックオフスイッチ 

の表示灯び点巧した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止 

している。 

► 指定サービスエ場でパークト□ニックの点検を受けて<だ 

さし、 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点灯して、約 2 日秒後にパー 
クト□ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-30)。 
►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

が部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してくださ 

し"' (日-日日）。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-22 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


r へッドランプ/方向指示'灯 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

巧応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
示灯の内側び曇っている。 

外気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 


へッドランプユニットやドアミラー方向指示 
巧ユニットび密閉されていないため、水分び 

侵入している。 

► 指定サービスエ場でへッドランプやドア三ラーの点検を受 
けて < ださい。 


I ワイ パー 

I 


トラブル 

考えられる原因および症状 

巧応 

ワイパーび正し < 作動しない。 

ウインドウに障害になる物び付着している。 
ワイパーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 

してください（已 -2 日、2目）。 

► 指定ヴービスエ場でワイノ く一の点検を受けて < ださい。 



10-23 










こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


[ウインドウ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

ドアウインドウを閉じることびでさ 

ない。 

A けびのおそれびありまず 

ドアウインドウとドアフレームの間やドア内 

部のガイドレールなどに障害になる物び挟ま 
つたり、言吉まつたりしてし^る。 

► スイッチから手を放してください。 

その位置からドアウインドウび少し開さます。 

► ドアウインドウを開いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さ続けます。 
ドアウインドウに挟まれないようにを意してください。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 

ない。 

A けびのおそれびありまず 

原因びわからない場合。 

ドアウインドウを閉じようとすると、操作び 
中断される。 

► ドアウインドウび閉じないときは、一度スイッチから手を 
放し、すぐにスイッチを軽く引さ続けます。 

ドアウインドウに挟まれないようにま意してください。 

運転席ドアのドアウインドウを自動で 
全閉することびでさない。 

A けびのおそれびありまず 

原因びわからない場合。 

運転席ドアのドアウインドウを自動で全開し 
ようとすると、ドアウインドウび少し開いた 
状態で停止し、操作び中断される。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引き続けます。 
ドアウインドウび少し開くとき 
► 約己秒じ(内に、スイッチをいっぱいに引きます。 

挟み込み防止機能び作動しない状態でウインドウび閉じま 
す。ウインドウに挟まれないようにを意してください。 

約己秒後に、挟み込み防止機能び作動する状態になります。 


10-24 







[ドアミラー 


トラブル 考え S れる原因および症状 

ドア三ラーび無理に前方/後方に巧げ 
られた。 


r キー 

トラブル 

U モコン操作で解錠でさない。 


考え S れる原因および症状 

ルーフアンテナび取り付けられていない。 
キーの電池び消耗している。 


キーび故障している。 


キーのボタンを押してち表示灯び点灯キーの電池び消耗している。 
しない。 


こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 


巧応 

► ドアミラー格納/展開スイッチ (3 -已已)を、ギアび陋み合ラ 
音び聞こえるまで押します。 


巧応 

► ルーフアンテナを取り付けてください（8-31)。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から再度 
U モコン操作をして < ださい。 

リモコン操作びでをないとを 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください 

(3-28)。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください （3- 13)。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください 

(3-28)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を受けて<ださい。 

►キーの電池を交換してください（3-13)。 

電池は指定サービスエ場で入手でさます。 
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10-25 










こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 

トラブル 考え S れる原因および症状 

キーを紛失した。 


エマージェンシーキーを紛失した。 


10-26 


対応 


► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ねください。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さい。 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 





こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

巧応 

エンジンスイッチびまわらない。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに0の位 
置で長時間放置してし^た。 

►エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでくだ 

さい。 

► バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 


バッテ U —の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから再度エンジンスイッチ 

をまわして <ださい。 

エンジンスイッチびまわ 5 ないとを 

► バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ U- を電源として始動してください（7-19)。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンスイッチを3の位置にしても、 
エンジンび始動しない。 

ステア U ング □ ックび効いている。 

►エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでくださ 
し、また、ステア U ングを軽く左ちにまわしてください。 


G 車を使用しないとき 


トラブル 

考えられる原因および症状 

巧応 

エンジンを始動しない期間び約 6 週間 
じ(上におよぶとさ 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合 
び発生する可能性びある。 

► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 

► バッテ U —からケーブルをがしてください。 


10-27 
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.9-12 

.9-13 

8-2 日、 9-14 
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正しい運転姿勢 . 2-2 

チャイルドセーフティシート .2-1 巨 

純正チャイルドセーフティシート • • • 2- 17 
IS 日- FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-18 

テザーアンカ. .2-18 

駐停車するとき . 1-1 1 

定期点検 . （整備手帳） 

停止表示板 . 7-4、 已 

テールゲート .3-32 

テールゲートの開閉 .3-32 

電球一覧 .9-5 

フ□ント .9-5 

リア .9-6 

電球の交換 .7-24 

ドア .3-2 巨 

ドアの開閉 .3-26 

ドアごとに解錠/施錠ずる .3-27 

エマージてンシーキーでの 

運転席ドアの解錠 .3-28 

非常時の車の施錠 .3-29 

ドア□ックスイッチ .3-30 

車速感応ドア□ック .3-31 

チャイルドプルーフ□ック 

(リアドア） .3-31 


ドアミラー .3-54 

角度の調整 .3-54 

ドアミラーの格納/展開 .3-55 

トラブルの原因と対応 .10-13 

ナビゲーシ ヨン . 4-14、（別冊） 

慣5し運転 .1-7 

日常の手入れ .8-27 

燃料 .9-10 

燃料給油 □.3-44 


J\ 


獻皿 .6-3 S 

フ□ントの灰皿 .6-32 

U アの灰皿 .6-33 

パーキングブレーキ . 已 -32 

パーキング□ックの解除 . 已 - 16 

パークト□ニック . 已-己1 

パークト□ニックセンサー .5-51 

インジケーター/作動表示な…… 5-52 

パークト□ニックの作動条件 . 曰-己3 

パークト□ニックの作動 .5-54 

センサーの感知範囲 .5-55 

パークト□ニックオフスイッチ • • • -5-56 


バッテリー .8-18 

バッテリー取り扱いの 

一般的なを意 .8-18 

インジケーター■付きノ くッテリ- 8-20 

VRLA バッテ IJ —.8-20 

バッテリーびあびったとき .7-19 

バッテリーの位置 .7-19 

始動のち法 .7-20 

パノラミックラ メラールー フ .3-49 

最前列のパノラミックラメラールーフを 
チルトアップ/チルトダウンする- -3-49 
パノラミックラメラールーフを 

開閉する .3-49 

サンシエード .3-51 

パワーウインドウ .3-46 

ドアウインドウの開閉 .3-46 

セーフティスイッチ .3-48 

ドアウインドウび 

自動で開閉しないとき .3-48 

パンクしたとき .7-6 

応急用スペアタイヤを取り出す…… 7-7 

ホイールカバーの取り外し .7-8 

ジャッキアップ .7-8 

ジャッキダウン .7-13 

ビー クルプ レー ト .9-4 

非常信号用具 .7-3 
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非常点滅口 . 己- 24 

ヒューズー覧 .9-7 

ヒューズの交換 .7-22 

ヒューズボックスの位置 . 7-22 

ヒュ ーズを交換ずる . 7-23 

ブレーキ . 已 -33 

ブレーキ液 . 8-10 

ブレーキ液の量を点検ずる . 8-10 

ブレーキ液の交換 . 8-1 1 

フ□ントシート .3-1 已 

アクティブへッドレスト . 3-15 

手動式シートの調整 . 3-1 已 

電動式シートの調整 . 3-17 

ランパ'-ヴポート . 3-18 

シートヒーター . 3-19 

へッドランプウォッシャー .5-29 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル••己- 31 
方向指示 . 己- 23 

ボンネットを開く . 3-41 

ボンネットを閉じる . 3-43 



マルチフアンクシヨンディスプレイ •••4-1 


ステアリングスイッチ 4-2 

メイン画面一覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

車両情報メイン画面 .4-5 

車両情報サブ画面 .4-6 

タイヤ空気圧警告システム画面…… 4-7 
走行速度/外気温度表示画面…… 4-10 
メンテナンスインジケーター画面 • • •4-1 ] 

才ーディオ . 4-14、 （別冊） 

ナビゲーシヨン. 進行ち向方位表示 

. 4-14、 （別冊） 

故障表示 .4-15 

各種設定 .4-17 

各種設定メイン画面 . 4-18 

設定グループ選択画面 . 4-18 

各種設定項目の初期化 . 4-19 

メーター .4-20 

速度-距離単位設定画面 . 4-21 

ディスプレイ言語設定画面 . 4-22 

車両情報サブ画面の表示設定画面 • -4-22 

ジコク/ヒグケ . 4-23 

時刻の設定方法選択画面 . 4-24 

時刻の設定画面（時） . 4-25 

時刻の設定画面（分） . 4-2 己 

日付の設定画面（曰） . 4-25 


曰付の設定画面（月） . 4-2 目 

日付の設定画面（年） . 4-26 

ランプ . 4-27 

へッドランプ点灯モード設定画面 • -4-28 
□ケイターライティング設定画面 • -4-29 

車外ランプ消灯遅延機能画面 . 4-30 

ルームランプ消灯遅延機能 

設定画面 . 4-31 

シャリョウ . 4-32 

ウィンタータイヤスピードリミッター 

設定画面 . 4-33 

車速感応ドア□ック設定画面 . 4-34 

コンフォート .4-3 己 

施錠時のドアミラー格納設定画面 • -4-36 
トリップコンピユーター 4-37 

シヨートトリップメーター画面••- -4-38 

□ングトリップメーター画面 . 4-39 

走行可能距離画面 . 4-40 

電話 . 4-41、 （別冊） 

メー ターパネル .3-57 

水温計 . 3-58 

スピードメーター .3-58 

ESP 表示灯 . 3-59 

方向指示表示灯 . 3-59 

マルチフアンクシヨンディスプレイ • -3-59 

タコメーター .3-60 

シートベルト警告灯 . 3-60 

ABS 警告灯 . 3-60 
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エアバッグシステム警告灯 .3-61 

燃料計 .3-61 

燃料残量警告灯 .3-61 

エンジン警告灯 .3-62 

八イビーム表示灯 .3-62 

へッドランプ表示灯 .3-63 

ブレーキ警告灯 .3-63 

可変スピードリミッター表示灯•… 3-64 
メーター照度調節ボタン/ 

リセットボタン .3-64 

メンテナンス .8-2 

ライター .6-34 

ラゲッジルーム .3-34 

ラゲッジルームカパー .3-34 

ラゲッジルームランプ .3-36 

フ□アボード .3-36 

ラゲッジルームに荷物を積むとき • -3-38 
リアシートに人を乗せないとき • • • •3-39 

荷物固定用リング .3-39 

荷物固定の例 .3-40 

ランプ . 曰-17 

ランプスイッチ . 曰-17 

へッドランプ 

(才ートライト装備車） .5-17 


へッ ドランプ 

(オートライト非装備車） .5-18 

フオグランプ . 己-19 

パーキングランプ .5-20 

車外ランプ消灯遅延機能 .5-20 

コーナ リングランプ .5-21 

へッドランプ下向き/ 

上向きの切り替え .5-22 

リアシート .3-21 

ヘッドレストの高さ調整 .3-21 

リアへッドレストの脱着 .3-22 

分割可倒式 IJ アシート .3-22 

リアシートクッシヨンの脱着 .3-24 

ルーフアンテナの取り扱い .8-31 

ルーフラック .6-44 

ルームミラー . 3-已2 

ルームミラーの調整 .3-52 

ルームミラーの手動防眩 .3-52 

自動防眩機能 .3-53 

ルームランプ .6-28 

ルームランプの点灯モードの選択••目-28 

ルームランプの点灯/消灯 .6-29 

フ□ント読書灯 .6-29 

リア読書灯 .6-30 

乗降用ランプ/ホ色ランプ .6-30 

フットウエルランプ .6-30 


冷却水 .8-5.9-10 

冷却水の量を点検ずる .8-5 

冷却水を補給する .8-6 

ワイパー . 己-2己 

フ□ントワイパー .5-25 

へッドランプウォッシャー .5-29 

ウォッシャーノズル . 已 -29 

リアヮィパー .5-30 

輪止め . 7-4、己 


英字 


ABS. 己-3已 

ABS の作動 .5-36 

BAS. 己-37 

ESP®. 已 -38 

SRS エアバッグ .2-10 

運転席/助手席エアバッグ .2-10 

サイドバッグ .2-10 

ウインドウバッグ . 2-1 1 
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" ESP ®" はダイムラー社の登録商標です。 


対象モデル 


A 170 

A 170 ELEGANCE 
A 200 ELEGANCE 
A 200 TURBO AVANTGARDE 


《この取扱説明書の内容は、 2008 年 2 月現在のものです。 





総輸入元 

メルセデス • ベンツ日本株式を社 

干106 -8506 ま京都港区六本木 一 T 目9番輯六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32150 -020800800 G 


